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			※本作品は電子書籍配信用に再編集しております。
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			プロローグ　断罪する戦闘シスター

			


			　古代文化の復興運動──ルネサンスがヨーロッパで勃興して、百年あまり。

			　科学の発展に伴い、より人間らしさを追求する思想が蔓延。神の教えこそが生活の基盤だった時代は、揺らぎ始めていた。

			　一方では、宗教改革を唱える一派が出現。教会の乱発する免罪符に反発し、金によって罰を免れようとするのではなく、聖書こそが信仰の拠より所と主張。宗派の分裂にまで発展し、教皇や教会は、かつてのような権威を示せなくなっていた。

			　それでも、信仰そのものが失われたわけではない。多くの者は依然として、神の国へと至る門をくぐるため、身を清く、心を正しく生きようとしている。教会も、司祭も、そのような人々を導く役目を、変わらず担っている。

			「……そのはずなのに」

			　月明かりの中、全身を黒い修道服に包んだリリアーヌは、不快感に顔を歪めた。ただでさえ険しく見られがちな眼が、さらに鋭利な角度に吊り上がる。

			　小高い丘から見下ろす窪地には、数件の廃屋と、一件の教会。かつては町の中心だったのだろう。時代を経るにつれ、住人が街道に近い場所で商売をするようになり、祈りの場所だけが取り残された。新しい町は、この丘を挟んで向こう側。今となっては礼拝に通う者さえいないらしく、小道に生えた雑草が、往来の少なさを物語る。

			　まるで、人目を忍ぶ隠れ家。

			　その環境のせいで魔が差したのだろうか。ここの神父について寄せられた情報は、言葉にするのもはばかられる、おぞましいものだった。

			　人身売買、監禁、調教、性的虐待。どこからか子供を買い取り、あるいは誘拐し、毎週末、男たちの慰み者として提供しているというのだ。

			「教会を……聖なる祈りの場所を、事もあろうに売春宿にするなんて……！」

			　リリアーヌは、堪えきれない怒りでロザリオを握り締めた。黒いヴェールの内側で、燃えるような赤い髪が、湧き上がる激情に煽られ逆立つ。

			「シスター・リリアーヌ」

			　その怒りを鎮めようとするように、穏やかな声が背後から呼びかけた。振り返れば、同じ黒衣を纏まとう長身の修道女。胸のロザリオの前で両手を組み、静かに佇たたずんでいる。白い肌と、ヴェールに包まれた金色こんじきの長髪が、月光に照らされ鮮やかに輝き、まるでフレスコ画の聖母のように美しい。

			　しかし、リリアーヌとは対照的な垂れ気味の碧い眼は、悲し気に曇っていた。

			「何度も教えたはず。感情に支配されてはいけないと。私たちは、あくまでも神のご意志の代行者。罪に堕ちてしまった者を、粛々と罰するのみです」

			「申し訳ありません。シスター・フラヴィ」

			　年上のシスターの忠告に、リリアーヌは恐縮した。そして彼女に倣い、十字を切る。

			「では、参りましょう。シスター・リリアーヌ」

			　フラヴィに促され、長い修道服の裾を持ち上げ斜面を下りる。ただ、その歩みは、慎ましい聖女とはかけ離れた全力疾走。二人は徐々に速度を上げ、ついには雷鳴のような勢いで正面扉を蹴破った。蝶番の外れた分厚い板が、礼拝堂の椅子に当たって砕ける。

			「な……何だぁ!?」

			　中にいた十数人の男たちが、驚いて声を裏返らせる。そして、金貨をチャリチャリ落とす神父の姿。木製とはいえ、重い扉を蹴り飛ばして闖入してきた聖女に唖然となる。

			「……皆様、無礼の段をお許しください。本日は、お伺いしたい儀があって参りました」

			　中央通路を進みながら、はしたない蹴りを繰り出したとは思えない上品さで、フラヴィが訪問の口上を述べる。だがリリアーヌには、そんな体裁を繕う余裕などなかった。

			　緋色の瞳に映ったものは、全裸に剥むかれた幼い少女。そして、仰向けの彼女にのし掛かり、今まさに汚い性器を挿入しようとしている男の下卑た笑み。少女の首には首輪が嵌はめられ、鎖で祭壇の十字架に繋がれている。他の男たちは品定めの最中なのか、同じく鎖に繋がれた十人ほどの少女を取り囲んでいた。

			　紛まぎれもなく、少女売春の現場そのもの。そうと知って踏み込んだはずなのに、衝撃を受けたリリアーヌは一瞬で頭に血が昇った。

			「その子から離れろ！」

			　聖堂内の空気を震わす怒声に、でっぷり太った中年神父が動揺した。こっそり拾い集めていた金貨を再び零す。それでも若い尼僧ごときに侮られまいとしたのか、すぐに尊大な態度を取り戻し、散らばったものを、あえて悠然と摘み上げた。

			「……何事だ、こんな時間に。無礼者が」

			　リリアーヌは神父の侮蔑になど耳を貸さず、床を蹴って一気に距離を詰めた。怒りに任せて繰り出した拳で、凌辱男の顔面を殴り潰す。

			「ぎゃぁぁぁっ！」

			　鼻を折られた男は、悲鳴を上げて床を転げた。シスターとは思えない狼藉に、神父は目を丸くしてまたも金貨を落とし、客の男どもはクモの子を散らすように祭壇から離れた。半裸の少女たちも、驚きのあまり言葉をなくして立ち尽くす。

			　場が騒然となった隙に、フラヴィが押し倒されていた少女に駆け寄った。

			「あなた、大丈夫？」

			「は……はい……」

			　言葉とは裏腹に、少女の声は憔悴しきっている。それは他の娘も同様。いずれも裸同然で、ボロ布を纏うのみ。擦り切れた肌。やつれた顔。怯おびえと諦めに蒼褪めた表情。男たちの相手を強要されていただけでなく、食事もろくに与えられなかったに違いない。今日までどんな地獄にいたのか、リリアーヌは、想像するだけで胸が張り裂けそうになる。

			　フラヴィは全裸少女を仲間に預け、静かに語りかけた。

			「あなたたちは、これから起こる事を知る必要はありません。私がいいと言うまで、その目を閉じ、耳を塞いでいなさい」

			　少女たちは、聖母のようなシスターを陶酔とうすいした目で見上げる。そして、身を寄せ合ってしゃがみ込むと、言われた通り両手で耳を塞ぎながら顔を伏せた。

			「な……何なんだ、お前たちは！」

			　その間に、男たちも混乱から復活していた。こうして踏み込まれる事も想定していたのか、鍬や鋤などの農具を握り、乱入シスターを取り囲む。しかし、少女たちを庇って立つリリアーヌの、野犬のごとき威嚇に警戒し、攻撃に移れないでいる。

			　そんな緊張状態の中、フラヴィが静かに問いかけた。

			「神父さま、この子たちは……」

			「神から授かった天使たちだよ。だが、いささか聞き分けがなくてね。善意の協力者たちに躾しつけをお願いしているんだ。お前たちも、司祭への口の利き方がまるでなっていないな。儂が直々に再教育してやろう」

			　神の御前で、神父が平然と偽りを並べ立てる。自らは年端もいかない子供に売春を強いておきながら、シスターの態度を非難する。客の男たちも、武器を手にして余裕が出てきたのか、彼に同調して下品に笑った。

			「神父さま。この生意気な修道女サマの教育、俺たちも混ぜてくださいよ。たまになら、これくらいの年の女で楽しむのも悪くない」

			「いいだろう。身の程を思い知らせてやれ」

			　男たちが包囲を狭める。シスターを痛めつけ、穢す楽しみに醜く顔を歪めながら、卑猥ひわいな視線で二人を舐め回す。

			　しかし、劣情に思考が偏るあまり、彼らは完全に失念していた。このシスターたちが、どうやって教会堂に乱入してきたのかを。

			「そぉれ！」

			　男の一人がリリアーヌの袖を引っ張る。無体な暴力に、ヴェールをひらめかせながら小柄な身体がくるりと一回転する。

			　だが──次の瞬間、男は、声もなく仰向けに倒れ込んだ。その喉が、綺麗な二本の線で切り裂かれている。

			「アーメン」

			　祈りを唱えるリリアーヌと倒れた男を、神父や他の客たちは、呆然ぼうぜんと交互に見比べた。何が起きたのか理解できず、時間が止まったように、噴き上がる鮮血を凝視するのみ。

			「……シスター・フラヴィ。始めてよろしいですか？」

			「シスター・リリアーヌ。事後承諾はやめなさいと、いつも言っているでしょう。ですが……許可します」

			　シスターたちは、羽織っていた黒い布を舞うように脱ぎ捨てた。一瞬、男どもの視界が遮られる。そして再び姿を現した二人を見て、あんぐりと口を開けた。確かに、それも修道服のようではある。しかし、これを聖女の姿と呼ぶには、あまりにも好戦的だった。

			　リリアーヌはノースリーブで、金属製の手甲を嵌めている。緋色のスカートの左右にスリット。交差して巻かれた革ベルトの左右には、細身剣の鞘が下がる。それが二本とも抜かれ、男の首を切り裂いたのだ。

			　そして、フラヴィはもっと大胆だった。スリットこそ左側だけだが、太腿の付け根近くまで深く、編み上げブーツを履いた脚線を、惜しげもなく晒している。さらには、服の布地が身体に密着。全身のラインと、期待に違わぬ巨乳の形を浮き立たせていた。

			　二人とも、金属製の鉢金と胸当てに十字架が彫刻されて、さながら、聖地を奪還せんとする十字軍の趣。

			　しかし男たちは、どうしても武骨な部分より露出の方に目を奪われる。

			「な……何だその格好は！　ふしだらな！　汚らわしい！」

			　神父も自らの行いを棚に上げ、シスターたちの肌を指差し糾弾した。

			　傾聴するに値しない文句を聞き流し、フラヴィが、おもむろに白い手袋を嵌める。そして両腰にぶら下げていた二本の棒をガチャリと連結した。出来上がったのは、彼女の身長を遥かに超える大斧。十字軍も使用していたハルバートだ。凶悪な武器の登場に、女性の肢体を楽しんでいた男どもの目が驚愕きょうがくに見開かれる。

			「は……はったりだ。捕まえろ！」

			　鍛錬した兵士でも苦心しそうな重量武器を、女性の細腕で扱えるわけがない。そう踏んだ神父は唾を飛ばして命令した。言われるまでもなく、男たちの間に殺気がみなぎる。幼女売春の露見など、社会的にも宗教的にも命取り。共犯者たちは我が身を守るべく、意識を連帯させていく。

			「……捕まえた者から、そいつらを犯していいぞ」

			　そこへ、神父が最後のひと押し。修道女を抱けるなんて、今後の人生で、二度とないであろう僥倖ぎょうこう。保身と劣情。様々な思惑と、一様に邪な欲望が、狂気となってシスターたちに牙を剥く。錆さびついた鍬と鋤の鈍い刃先が、フラヴィに振り下ろされる。

			「ふんっ」

			「ぐがぁっ!?」

			　悲鳴を上げたのは、襲撃者の方だった。金髪シスターのひと振りで、三人もいっぺんに吹き飛ばされる。その中に混じる、メキメキと背骨が砕ける嫌な音。フラヴィの斧は、実は刃がついていない。その代わり、鉄の重量で人体を破壊するのだ。

			「がぁぁぁ、んがぁぁぁあっ！」

			「うるさい」

			　苦痛と激痛に悶える背徳者たちの喉を、リリアーヌの剣がスパスパと切り裂いた。平然と返り血を浴びる赤髪の少女に、劣情を抱くどころではない。場を支配するのは、もはや恐怖と混乱のみ。

			「あ……悪魔だ……。助けてくれぇぇぇ！」

			「誰が悪魔よ！」

			　一人が得物を捨てて逃げ出した。侮辱されて追いかけようとしたリリアーヌの前に、鉈を持った別の男が、必死の形相で斬りかかってくる。

			「邪魔しないで！」

			　高々と脚を上げた回し蹴りで、鉈を弾き飛ばす。修道服がひらりと舞って、鉈男の目に太腿と白い下着が丸見えになる。

			「……あ」

			　男が、緩んだ声を漏らした。リリアーヌはカッとなって、さらにもう一発、横っ面を蹴り飛ばす。目眩めまいを起こした彼の処理はフラヴィに任せ、逃げた者のあとを追う。平行に並んだ椅子の背もたれの上を飛ぶように移動し、背後から喉に剣を突き立てた。

			「…………がっ」

			　鈍い声を残し、逃走男が息絶える。振り返れば、さっき顔を蹴った男が、フラヴィの斧に喉をへし折られている。

			　そこからは、まさに地獄絵図だった。死に物狂いで刃物を振り回しても、十字の描かれた胸当てに弾かれる。リリアーヌの脚を狙った一撃も金属の脛当てに阻まれ、蹴りで顎あごを砕かれる。反撃の気力を失った男たちは、為す術なく二人のシスターによって虐殺され、死体の山が築かれた。

			　最後の一人の首が、ごろんと床に転がった。神父が「ひぃぃっ」と尻もちをつく。

			「何なんだ、お前たちは！　修道女ではないのか!?」

			　だらしなく開いた彼の足の間に二本の剣を突き立てて、リリアーヌは朗々と告げた。

			「わたしたちは、さる枢機卿により設立されし制裁機関、ガリア断罪修道院！　貴様のように信仰を忘れて私腹を肥やし、神を冒涜する大罪人を断罪する者！」

			「そ……そんな組織、聞いた事もないぞ！」

			　神父の声が混乱で裏返る。当然だ。ガリア断罪修道院は、失墜しつつある教会の権威を取り戻すために組織された新興の機関。その歴史はまだ浅く、存在を知る者は教皇庁でも極一部。教皇も聞かされてはいないだろう。異端審問の裁きも待たず、神の教えに背いた者を独自に断罪するため、彼らこそ異端者なのではと蔑視する者もいるほどの過激派だ。

			「ま、待て。話を聞け！　儂は、飢饉や流行り病で捨てられた子供に働き口を与えてやったのだ！　感謝されこそすれ、罰せられるいわれなどない！」

			　リリアーヌが剣を抜く素振りを見せる。彼は身を竦すくませ、瞬時に態度を翻ひるがえした。

			「わ、分かった！　罪を認めるっ。だが儂には正式な裁判を受ける権利が……！　いや待て、免罪符を買おう。何枚でも買う！　それで許してくれるのだろう？　なあ!?」

			　神父が、血走った目で金貨を差し出す。リリアーヌは虫唾が走った。彼が手にしているものは、少女の純潔と尊厳を犠牲にして得た金ではないのか。そんなもので自分だけは助かろうと命乞いをする醜悪さに、赤い髪が憎悪で逆立つ。

			「痴れ者が！」

			　怒りの衝動で、雷撃のような速さで床から剣を引き抜いた。だが刃が神父の顔を十字に切り裂く前に、大斧の柄に止められる。

			「およしなさい、シスター・リリアーヌ」

			　凛とした声に、ハッとなって剣を引く。それを確認し、彼女は咎とがめるような冷徹な視線を神父に向けた。

			「あなたには、余罪についての取り調べが待っています。申し開きは、当機関の拷問部門でどうぞ」

			「ご、拷問……？」

			　救いを拒絶された神父は、愕然がくぜんとした顔になり、力なく床に手を突いた。

			「……任務、完了です」

			　フラヴィが小さく呟く。その声を待っていたように、後始末部隊が聖堂になだれ込んできた。神父の拘束と連行。死体の片付け。少女たちの保護。それらの全てが終わるのを見届ける事なく、二人のシスターは現場をあとにした。

			「シスター・フラヴィ。あの娘たちは……」

			　馬車に誘導される少女たちを振り返り、リリアーヌの顔が曇る。ガリア断罪修道院の任務は、教会の不祥事を隠蔽し、権威を守る事。そこに被害者の救済は含まれてはいない。

			　むしろ、重視されるのは口封じ。

			「可哀想だけど、元の生活には戻れないわ。断罪修道院の施設で引き取る事になるでしょうね。そして、私やあなたのように……」

			　徹底的に組織への忠誠を叩き込まれ、裏で暗躍するシスターとして養成されるのだ。穢された身を、神に仕える事で清めるため。そして何より、不祥事を口外させないために。

			「それより、シスター・リリアーヌ。あなたは、また感情に支配されました。看過できない未熟さです。戻ったら、修行をやり直しです」

			「──!!」

			　リリアーヌは、無言で息を飲んだ。確かに未熟さは認めざるをえない。だが彼女が課そうとしている修行は、思い出すだけで身体を芯から震え上がらせるものだった。

			　脚の間の性器官を、熱く、妖しく、疼うずかせずにはいられないほどに。

		

	

			第一章　邪神教団への潜入

			


			　月のない深夜。山あいの草原を流れる小川が、せせらぎの音を静かに奏でる。だが、ほとりに建つ離れ小屋から甲高い悲鳴が漏れ続け、風景画のような趣を掻き消している。

			「ひぃぃっ！　んっ、くッ…………ンぁぁぁんっ」

			　水車が回る小屋の中で、リリアーヌは、一糸纏わぬ全裸で拘束されていた。

			　天井から吊るされた荒縄に両手を縛り上げられ、吊られて爪先立ちになった足首も、床の金具で固定されている。脱がされた修道服と下着は、綺麗にたたまれフラヴィの足元に。

			「う、く……っ」

			　戦闘訓練を受けた身なれば、肉体の苦痛には耐えられる。だが肌の全てを見られる羞恥は別物。相手が同性の先輩シスターとはいえ、露わな乳首や、股間の淡い翳かげりに眺め入られ、平然となんてしていられない。

			「ひ、ひっ……ひぃぃッ！」

			　でも、リリアーヌを本当に責め苛さいなんでいたのは、脚の間の装置だった。

			　床から半分だけ顔を出す、木製の車輪。その外周にぐるりと取りつけられた絵筆が、剥き出しの秘部をくすぐっている。動力は小屋の外の水車で、川の流れを利用している上に歯車自体にも仕掛けがあって、動きは不規則。絶妙な毛先の硬さも相まって、ひとつ通り過ぎていくたび、妖しい痺しびれが女性器を襲う。
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　これが、フラヴィに申しつけられた修行だった。元は拷問器具だったものを改造し、断罪シスターの精神鍛錬に活用しているのだ。

			「お……お許しください、シスター・フラヴィ。わたし……んくぅッ」

			「耐えなさい、シスター・リリアーヌ。あなたに足りないのは、感情の抑制。神のみを想い、心を平穏に保って、肉体の感覚を忘れるのです」

			「は、はい。でも……でも……っ」

			　指導に頷くものの、実践はできない。我慢できずに身じろぎして、そのたびに性器の新たな部分を絵筆に擦られてしまう。中でも一番敏感な肉芽を穂先が通り過ぎた瞬間、雷に打たれたような衝撃に襲われた。

			「きひぃぃッ!!」

			　目を剥いて天井を仰あおぐ。手足の指が痛いほど突っ張る。しかしフラヴィは、そんなリリアーヌの顎を掴つかんで強引に正面を向かせた。

			「修道女の身も心も、神に捧げ給うたもの。肉体の感覚に苛まれるのは、信仰が足りない証です。祈りなさい。そして、一心に神を思いなさい」

			「は、はい……」

			　呟くような声は、完全に生返事。なぜならば、リリアーヌは今、神ではなく、眼前の女性の事しか考えていなかったからだ。

			（あぁ……。綺麗です、シスター・フラヴィ……）

			　心の中で、うっとり呟く。羞恥の涙で濡れる視界に、間近に迫る顔が輝いて見える。

			　焦がれるような想いを、彼女に抱くようになったのは、いつ頃からだったろう。

			　リリアーヌは、教会の前に置き去りにされた捨て子だった。

			　雪の日だったが、周囲には足跡ひとつなく、まるで天から降ってきたようだったと、ずいぶんあとから聞かされた。銀世界の中、炎のような赤い髪が煌々こうこうと輝いていたのだと。

			　孤児院に預けられてからの数年間は、神の教えを学びながら、地域で奉仕活動をして過ごした。天からの授かりものでも、扱いは他の孤児と変わらない。最低限の食事と、規則正しい生活。多感な子供時代にしては、単調で退屈な日々。

			　転機が訪れたのは、十歳を迎えようとする頃。野犬に襲われた孤児院の仲間を助けた事があった。子供などひと噛みで食い殺せそうな大型獣を、たまたま手にしていた芝刈り用の鎌一本で仕留めたのだ。

			　自分たちの身を守るためとはいえ、命を奪った事は咎められた。しかし、その時に見せた烈火のごとき激情と、硬いパンと水のようなスープで育ったとは思えないリリアーヌの身体能力に、ガリア断罪修道院が目を付けた。

			　程なく訓練施設に引き取られ、指導役になったのが、フラヴィだった。

			　五歳上の彼女は、断罪修道院で生まれ育った生粋の戦闘シスター。当時最年少ながら、危険な任務を幾度も果たし、神童とまで呼ばれていた。

			　そんなエリートに、リリアーヌは、断罪者としての使命に必要な全てを叩き込まれた。修道女の心得から始まり、体術や武器の使い方に至るまで、徹底的に。

			　命の危険もある役目なので、もちろん訓練は苛烈を極めた。厳しい叱責しっせきが飛ぶ事も珍しくない。でも、一日の終わりには、優しい笑みで成果を褒めてくれた。そして必ず、抱き締めながら同じベッドで寝てくれた。

			　それは、無味乾燥な孤児院生活とは比べものにならない濃密な時間。リリアーヌにとって、フラヴィという女性は、それまでの人生には存在しなかった師匠であり、姉であり、そして母でもあった。そんな人と一緒にいられる事が嬉しくて、彼女に認めてもらいたい一心で、過酷な鍛錬を乗り越えたと言って過言ではない。

			　もちろん最初は、近しい人への思慕と尊敬。だが、あまりにも彼女ばかりを想い続けているうちに、それは、自分でも思いもよらない形へと変容していた。

			（あれは、初めての任務の時……）

			　連続強姦に加え、何人もの女性に堕胎を強要した若い修道士が標的だった。暗殺には成功したが、首尾よくとはいかなかった。思いのほか手間取って、途中で反撃を食らってしまったのだ。大怪我を負って戻った弟子を、フラヴィは叱責しなかった。それどころか、その美しい金髪をリリアーヌの血で赤く濡らしながら、謝っていた。

			　──もう二度とあなたを傷つけさせない。私があなたを守ってあげる。

			　そう言って泣く彼女の顔は脳裏に焼きつき、一度も忘れた事などない。

			　以来、任務には必ず二人で当たった。フラヴィが過保護なだけなのかもしれない。それでも、初めて自分のために泣いてくれた人に、リリアーヌの心は強烈きょうれつに揺り動かされた。

			（次は、わたしがあなたを守ってみせます）

			　その決意の下、一層の修行に励んだ。常に彼女の傍らにいて、彼女を見詰め、彼女の事だけを考え続ける毎日。師匠への尊敬が、母であり姉である女性への思慕が恋慕へ、そして愛欲へと変わるのに、時間は要さなかった。

			　リリアーヌは、己の肉体が、性欲を覚える「女」である事を知ったのだ。

			　毎夜の同衾どうきんは、もはや安らぎではなくなった。彼女の柔らかさと甘い匂いに、脚の間が激しく疼いた。排泄器官としか認識していなかったそこが、性愛のためにも存在していると書物で知ったのも、同じ頃。誰に教わったわけでもないのに、自分で慰めたい欲求に、どれだけ悩まされたか。

			　これが邪な想いである事くらい自覚している。同性で、聖職者同士。そんな相手に肉欲を覚えるなど、この上ない禁忌きんき。今まで自慰を耐えてこられたのも、ひとえに、想い人の期待を裏切りたくなかったがため。

			「シスター・リリアーヌ。集中が途切れています！」

			「あ、はい……ンくぅ!!」

			　ぼんやり思い出に耽ふけっていたら、バラ鞭が乳首を掠かすった。悲鳴か喘ぎか、自分でも判別できない声が漏れる。でも、フラヴィに打たれるなら少しも苦ではない。それどころか、リリアーヌの身体は明らかな悦びの反応を示した。お仕置きの痛みが快感に苛まれていた股間を刺激して、ピュッとひと吹き、数滴の粗相をしてしまう。

			「私たちが断罪してきた者を見て分かる通り、人は、淫らな誘惑に弱いものです。試練に耐えなさい。誘惑に負けず、純潔を守り通してこそ、神への道が開かれるのです」

			「は、はい……。シスター……フラヴィ……んあぁぁっ！」

			　繰り返しお尻に鞭をもらい、背中を仰け反らせながら絶叫する。そんな激痛を与えられておきながら、リリアーヌは、言葉とは正反対の事を考えていた。

			（わたしの純潔は、あなたに捧げたいのです！）

			　それが叶うなら、地獄に落ちてもいい。彼女と裸で抱き合う妄想が止まらない。女同士でどんな行為をするのかも分からないのに、処女を貫かれる瞬間を想像して、胸が昂たかぶる。

			　──ビシィッ！

			「あっ……ひぁぁぁッ！」

			　ひときわ強い鞭打ちと共に、鮮烈な衝撃が身体の中を駆け抜けた。この修行を受けるたびに襲われる、痺れるような解放感。堪らなく心地いいのに、罪悪感は拭いきれず、欲望を見透かされないよう懸命に歯を食い縛る。

			「く……う……ぅんンっ」

			　それが、よほど苦悶しているように見えたのだろう。やりすぎたと思い込んだフラヴィは慌てて鞭を投げ捨てた。縄を解かれたものの、さっきの妙な解放感の影響で足腰が立たず、床にへたり込んでしまう。

			「はぁ……はぁ……」

			　手を突いて息を荒らげると、彼女の両手が、優しく頬を包んでくれた。

			「よく頑張りました、偉いですよ」

			　頭や頬を撫でながら、美しい顔を寄せてくる。リリアーヌが邪な肉欲を抱いているなんて、彼女は夢にも思わないはず。それなのに、今にも口づけしそうな距離に唇を近づけ、まるで挑発されているような気持ちになる。

			「シスター……フラヴィ……」

			　柔らかそうな薄桃色の唇は、あまりにも魅惑的。修行で疲労困憊のリリアーヌは、朦朧もうろうとしながら、半ば無意識に顔を寄せていった。しかし彼女はそれに気づかず、手を取って立ち上がってしまう。

			「さあ、今夜はもう休みましょう」

			　その何気ない言葉が、脱力していた身体に緊張を走らせた。体内に燻くすぶる、妖しい疼きの残り火。こんな状態で同じベッドに入ったら、何をしてしまうか分からない。

			「い……いいえ！　シスター・フラヴィ。わたし、今日の修行を全うしたようには思えないのです。ひとりで残って、もっと己を鍛えたいのです」

			　彼女が放ったバラ鞭を拾い上げ、上目遣いで懇願する。金髪のシスターが、じっと弟子の瞳を覗き込む。

			「……分かりました。でも、無理は禁物ですよ」

			　詮索する事なく微笑む師匠に、罪の意識で再び心が重くなる。

			　だからリリアーヌは、裸の背中に、何度もバラ鞭を打ちつけた。己の弱さと欲望への誘惑を、身体から追い出すために。

			


			　任務は、常に二人一緒。少なくとも、自分が一人前と認められるまでは、編成に変化はない。リリアーヌは、そう思っていた。

			「シスター・フラヴィが、おひとりで……ですか!?」

			「ええ。あなたは修道院でお留守番です」

			　ベッドに広げた荷物を布の鞄に詰め込みながら、フラヴィが指示を出す。いつも通りの優しい口調だが、内容は受け入れがたい。

			「なぜです、シスター・フラヴィ！　わたしもお供させてください！」

			　必死に食い下がるけど、彼女は静かに首を振った。

			「今回のお仕事は、単純な暗殺ではなくて、潜入調査なの。あなたも聞いた事があるでしょう。おかしな新興宗教の噂を」

			「ええ。新たな神の出現を喧伝し、若い女性しか入信を許されないとか……」

			　その時点で十分に怪しすぎる団体ではある。いつ発足したのかも、今現在、どれほどの信者がいるのかも定かではない。

			　ただ、そんな条件だからこそ、救いを求める人もいるらしい。夫に乱暴された若妻や、人身売買から逃げた少女、戦災で焼け出された娘など。既存の信仰に失望し、新たな神に目を向けてしまう動きは、宗教改革に通じるものがあるかもしれない。

			　唯一神に仕える身として、異教の神は容認できない。だが、困っている女性を保護する目的ならば、団体としての存在意義もなくはないだろう。人信の条件はさておき、名目上の活動におかしな点は見受けられない。

			「それで、我が修道院は、その団体の何を不審と考えているのですか？」

			　フラヴィの表情が険しくなった。美しく細い眉を、不快そうに歪める。

			「まだ不確定の情報なのだけど……かの教団の目的は……悪魔召喚ではないかと言われているの。それも、姦淫を伴う儀式によって」

			「まさか、本当ですか!?」

			「だから、それを確かめに行くのです」

			　フラヴィは布鞄を肩に斜め掛けした。胸の膨らみの間を紐が通り、その部位の豊かさが強調される。つい、そこに目が奪われそうになったが、すぐに我に返って、部屋を出ようとする背中を慌てて呼び止める。

			「お、お待ちください！　わたしも一緒に……」

			「駄目だと言ったでしょう。今回は潜入。すぐ感情に流されるあなたには務まりません」

			　容赦なく未熟さを指摘され、唇を噛んだ。そんな事はないと反論したいけど、先日の売春強要神父の件でも、冷静さを欠いていたのは紛れもない事実。

			「そもそも、なぜシスター・フラヴィなのです？　調査なら、内偵部の担当のはず」

			　ガリア断罪修道院では、異端や背信行為の噂を掴むと、まず内偵部が動く。その調査を元に枢機卿が判断し、リリアーヌたち実動部隊が断罪を実行するのだ。フラヴィも実動部隊の所属。通常ならば、出番にはまだ早い。

			「その内偵部が、何人も戻ってこないというの。そこで、格闘にも長けた実動部から人を派遣する事になったのよ」

			「そんなに危険な場所なのですか!?」

			　内偵部は、悟られずに秘密を探り出す事に長けた専門家。そんな人たちが連続失踪するような現場へ戦闘担当を派遣するなんて、司祭たちは何を考えているのだろう。

			「わたし、抗議してきます！」

			「およしなさいっ」

			　飛び出しかけるリリアーヌを、硬い声が制止した。また叱られると思って肩を竦める。けれど、恐る恐る振り返れば、彼女は苦笑いを浮かべるだけ。

			「あなたは、私ではない他の誰かなら、危険な目に遭ってもよいと言うのですか？」

			「そ、それは……」

			　浅慮せんりょを優しく指摘され、返事に窮する。

			（だからといって、あなたが行く必要なんて……）

			　むしろ、そんな危険な場所だからこそ、もっとも優秀な断罪シスターの出番ともいえる。そもそも、一介の構成員に過ぎないリリアーヌに、異議を唱えられる資格はない。

			「それなら、せめて武器だけでもお持ちください」

			　フラヴィ愛用の斧を手渡そうとする。彼女は、武器どころか防具さえ置いていこうとしていた。しかし、それにも首を振られてしまう。

			「潜入調査なのだから、普通の女性を装わないと」

			　理屈は分かるが、無謀としか思えない。諦めきれずに大斧の柄を握り締めて俯くと、頭を優しく撫でられた。

			「……心配しないで。すぐに戻るわ」

			　まるで、聞き分けのない妹を諭すようだ。もう七年も一緒に修行をしているのに、いまだに子供扱い。半人前は自覚していても、やっぱり悔しい。

			　もちろん彼女を信じている。万が一の事など、絶対に起こりえないはず。それなのに、影のような不安が胸を覆って、拭いきれない。

			（きっと、連れていってもらえない事が不満なんだわ）

			　冷静でいられないのも、修行が足りないせい。リリアーヌは不安の理由をそう解釈し、自分を納得させた。

			


			　フラヴィが潜入調査に出てからというもの、リリアーヌは単独での任務を何件もこなした。そうなって初めて、自分がどれだけ彼女に甘えていたかを知った。頼れる人がいたから無謀に行動できたし、感情的になっても危機を脱する事ができていたのだと。

			「今度こそ本当に、わたしがあの人を守れるようになるんだ」

			　彼女の隣に立って恥ずかしくない力を身につけたい。その事だけを考え、ひたすら体術に磨きをかけ、背教者を屠り続ける。

			　だからこそ、夜の一人寝は想像以上に寂しかった。ベッドに愛する人の温もりがない。それだけで、身も心も凍えるように寒々しい。眠れない日は礼拝堂に出向き、フラヴィの無事と帰還を祈った。

			　だが、八週間が経とうとした頃、期待を裏切る報せを聞かされた。

			「シスター・フラヴィが、期日を過ぎても戻ってきません」

			　内偵部シスターの話に、リリアーヌは目眩を起こしかけた。

			「気をしっかり持ちなさい、シスター・リリアーヌ！　シスター・フラヴィほどの人ならば、教えを守り通して立派な殉教者になっている事でしょう」

			「あの方は生きています！」

			　無責任な慰め方をされて激昂した。フラヴィが聞いたら、また感情の制御ができていないと眉を顰ひそめるだろう。だけど、そんなものは二の次。居ても立ってもいられなくなったリリアーヌは、情動に衝き動かされるまま断罪修道院司祭に訴えた。

			「わたしが行きます。今度は、わたしが新興団体の謎を明らかにし、シスター・フラヴィも、他の行方不明者も探し出してきます！」

			


			　その日のうちに、出発の運びとなった。

			　リリアーヌが上申に行った時、ガリア断罪修道院の上層部は、方針の見直しを検討している最中だった。フラヴィほどの手練てだれまでが行方不明にという事態に至り、このままでは人員を無駄に消耗するだけという判断だった。

			　だが、彼女は生きている、救助できれば何らかの情報を得られるはずだとリリアーヌが強烈に主張したため、もう一度だけ、派遣を試みる事になったのだ。

			「君の優先事項は、調査ではなく行方不明者の救出。それを忘れないように」

			　教皇庁の中でも急進派と呼ばれる枢機卿が、慎重な行動を念押しする。断罪修道院といえども、全貌を掴めない相手に全面戦争を仕掛けるほどの戦力は有していない。人材を小出しにするのはこれで最後。リリアーヌが失敗したと判断した時点で、この件はいったん保留にする、という決定がなされた。

			「つまり、君が最後の犠牲者というわけだ」

			　木立に囲まれた山道を歩きながら、最後に言われた事を思い出して頬を膨らませた。

			「何よ何よっ。わたしが失敗するって決まってるみたいに！」

			　フラヴィでさえ不首尾なのだから、リリアーヌへの期待が小さいのは分かる。自分自身でも痛いほど分かってはいるが、そこは、激励の言葉をかけるべき場面だろう。

			　ともあれ、彼女の後任になれた。簡単な仕事でないのは重々承知しているが、それよりも、愛する人の無事を一刻も早く確かめたい方に気持ちが逸る。自ずと、山道を行く足も速くなる。

			「シスター・フラヴィは装備を置いていったけれど……」

			　リリアーヌの主目的は救出なので、いつも通りのフル装備。修道服の緩いシルエットは武装を隠すのに好都合だ。それに、実動部隊のものは通常より薄手で、戦闘服の上に重ね着しても支障ないようにできている。ただ、金属製の手甲や脛当ては、それなりに重い。腰に提げた二本の剣も、細身とはいえ、山道を歩くには少々邪魔。

			「や、やっぱりハルバートは置いてくるべきだったかしら」

			　フラヴィに渡すべく背中の荷物袋に突っ込んできたが、想像以上に重くて、若干の後悔をし始める。と同時に、こんなものを平然と振り回す彼女に改めて驚かされる。

			「いやでも、シスター・フラヴィが困っているかもと思えば、このくらい……」

			　何度も自分を励ましては、そのたびに地図を出す。目的地までは二日ほどの行程らしいが、実はリリアーヌは方向音痴。思えば、遠征時はいつも、フラヴィのあとをついて歩いていただけだった。故に、こまめに確認しながら進まないと迷子になりかねない。

			「こんなところまで頼りきりだったなんて、情けない……。えーっと、麓ふもとの村に出るまでは一本道で……。その先に分かれ道があるから、間違えないようにしないと」

			　地図を袋にしまい、再び歩き始めようとした時だった。

			「…………？」

			　訓練された耳が、遠くの足音を聞き取った。人数までは分からないが、とても急いで走っていて、しかも、何かを叫びながら次第に近づいてくる。

			「まさか、野盗？」

			　シスターの一人旅と見て襲うつもりか。そんな連中に後れを取ったりはしないが、任務外で無駄な殺生をするつもりもない。やりすごせるなら、それに越した事はないだろう。

			　手近な繁みに身を潜める。すると、想定とは違った内容の声が聞こえてきた。

			「た……助けて……。誰かぁ！」

			「叫んでも無駄だ！　こんな山奥で誰が助けに来るっていうんだよ！」

			　息も絶え絶えに掠れた声で叫ぶ少女と、それを嘲あざける数人の男の笑い声。どうやら、標的はリリアーヌではなかったらしい。

			　程なく姿も見えてきた。野暮ったい厚手のスカートを翻した少女が、後ろを振り返る余裕もなく必死に走る。それを四人の巨漢が追いかけてきていた。人相の悪い髭面に、獣の毛皮。絵に描いたような荒くれ者だ。可憐な少女と悪漢という構図に間違いない。

			「やれやれ……余計な仕事を増やしてくれるわね」

			　聖職者のはしくれとして、見過ごすわけにもいかない。リリアーヌは背中の荷物を置いて繁みから出ると、道の真ん中に立ち塞がった。

			「お待ちなさい。その少女をどうするつもりですか」

			　フラヴィの口調を真似して、極力穏やかに語りかける。追跡者はもちろん、少女も面食らった顔になった。

			「何だ、こんなところで尼さんか？」

			　リリアーヌの倍はあろうかという体格の大男が、怪訝けげんそうに睨みつけてくる。他の者は捕縛用の縄を握っているが、彼は短い手斧。この一団のリーダーなのだろう。

			「どきな。尼さんに用はねぇ」

			「しかし、見れば穏やかではない様子。よろしければ事情をお聞かせ願い……」

			「助けてくださいっ。この人たち、人さらいなんです！」

			　少女は修道服の背中に隠れ、震える指で男たちを指差した。

			「あぁ!?　お前、人聞きの悪い事を……！」

			　手斧男が逆上するが、頭に血が昇るのはリリアーヌの方が早かった。素早く一歩踏み込むと同時に、男の顎を掌底で突き上げる。それだけで、彼は目眩を起こして背中から地面に倒れ込んだ。初手でリーダーが倒されて、男たちに動揺が走る。

			「こ……この尼ぁ！」

			　それでもさすがに荒事に慣れているのか、間を置かずに反撃してきた。縄を投げてリリアーヌの左手首を搦め捕る。しかし逆に男を手繰たぐり寄せ、その顔面に裏拳を食らわせた。怯ひるんだ隙に腕を取り、身構える間も与えず肘を折る。

			「うぐぅあっ!?」

			　いかな大男とはいえ、立て続けの激痛には耐えられず、うずくまった。別の一人が手を伸ばしてきたので、身を翻しながら修道服の下半分を外した。同時に腰の鞘を払い、右手の剣で男の掌を貫き、もう一本は足の甲を貫通。地面に縫いつける。

			「ぎゃあぁぁぁ!!」

			　叫喚を山中に響かせる男を殴って黙らせ、剣を抜く。そして目を覚ましかけたリーダーの顔を蹴り飛ばし、再び眠らせた。若いシスターが躊躇ちゅうちょもなく残忍な攻撃を加える様に、さすがの無傷の者も、怯んで動けなくなる。

			「これ以上の争いは無意味です。早く怪我人を運んであげなさい」

			　血のついた剣を向けて脅かすと、男たちは互いに支え合いながら、ほうほうの体で山道を下りていった。

			「ありがとうございます！　あなたは命の恩人です！」

			「わぁ!?」

			　ひと息吐くより早く、少女が抱きついてきた。剣を持ったままだったので、両手を上げる以外に対処ができない。

			「あの……あなたは？」

			　尋ねると、少女は、はにかみながら離れた。そばかすの頬を恥ずかしそうに染め、後ろ手に手を組み小首を傾かしげる。

			「あたし、コゼットっていいます。人買いから助けてくれて、ありがとう」

			　丸い目をクリクリ動かし、ゆるく編んだ長い茶髪も絶え間なく揺れ続けて、素朴な顔立ちながら、とにかく元気で明るい感じ。

			　しかし、聞き捨てならない言葉に、リリアーヌは眉を顰めた。

			「……人買い？」

			「うん。父親が借金を返せなくて、あたしを売ったんです。でも、買い手が女好きで有名な変態貴族だったんで、逃げちゃいました」

			　身の上の不幸に、ぷりぷりと頬を膨らませる。しかしその話を聞いて、今度はリリアーヌの方が首を傾げた。

			「ちょっと待って。それって、あなたにも非があるんじゃあ……」

			「あ、分かっちゃいました？」

			　悪びれもせず舌を出す少女に、呆れて物も言えない。男たちが負った怪我も割に合わないものだったに違いないけど、殺さなかったのは幸いと思う事にした。それに買い手だという貴族も、リリアーヌの想像もつかない猟奇趣味の持ち主かもしれない。危険な輩からいたいけな少女を守ったのだと、こちらも勝手な解釈で自分を納得させる。

			（やってしまった事は仕方ない。あとで神に懺悔しましょう。これから行く教団に、告解部屋があればよいのだけど）

			　散らばった荷物や服を整えながら、己の軽率さに溜息を吐く。そんなリリアーヌの気も知らず、コゼットが声を弾ませた。

			「シスターって強いんですね！　町で見かける時は、みーんなお高くとまってるっていうか、澄ました感じで、ぜーんぜん戦うイメージないのに」

			　興奮気味に、剣を振り回す仕種をする。リリアーヌより年下なのは間違いないが、それにしてもあまりに無邪気で、思わず吹き出してしまった。

			「わたしは特別なの。大抵は、きっとあなたが見た通りよ」

			「そうだよね。シスターが剣を持ってるところなんて見た事ないもの！」

			　素直に驚くコゼットだが、リリアーヌは少し後悔していた。

			（武器を見せたのはまずかったかなぁ……。でも、こんな場合の対処法なんて教えてもらってないし……）

			　基本的に、実動部は最後の仕上げとして暗殺か捕縛に出向くだけなので、イレギュラーな事態など、あまり想定していない。武器を所持したシスターの噂が広がると、後ろ暗い連中が警戒し、今後の断罪修道院の活動に支障が出る。

			　面倒な事は上層部に考えてもらうとして、まずは、目の前の問題を解決しなくては。

			「それで……コゼット。あなた、どこまで逃げるつもりだったの？　家はこの近く？」

			「家には帰りません。いるのは、酒浸りで働きもしない父親だけですから」

			　明るい口調に潜む、突き放すような恨み節。聖職者としては看過すべきではないのだろうけど、詳しい家庭の事情も分からないままに無責任な忠告はできない。

			「それなら、どこに……」

			「シスターはご存知ですか？　若い女の子だけを受け入れてくれる神殿を」

			　リリアーヌは目を見開いて驚いた。まさか、そこに向かう人に出くわすなんて。どう潜入するか思案中だったが、彼女と一緒なら、堂々と正面から入れるのではないだろうか。

			「わたしの目的地も同じなの。実は……こう見えて、修道院では毎日のように叱られてばかりで。それで話を聞いてもらいたくなって……」

			「シスターも!?　そうだよねぇ。教会って、何かと厳しそうだもんね」

			　その教団に入信すると明言すると、自らの神を裏切る事になる。嘘にならないギリギリの理由を捻ひねり出したら、コゼットが都合よく解釈してくれた。

			「シスターさま、ぜひぜひお供させてください！　あたし、ひとりで心細かったんです。命の恩人と一緒なら心強いです！」

			　リリアーヌの手を取り、ぶんぶんと上下に振る。その強さと激しさが、彼女の言葉が嘘ではない事を物語っていた。

			「い、命の恩人っていうのは大袈裟よ」

			「ぜーんぜん、大袈裟なんかじゃありませんっ。ここで助けてもらえなかったら、変態貴族に何をされていた事か。本当に感謝しています。シスター……えーっと……」

			「リリアーヌよ」

			　眉を下げるコゼットに名乗ると、彼女は、満面の笑みでリリアーヌの手を引いた。

			「では参りましょう、リリアーヌさま。あたしたちの新天地へ！」

			「そんな、新天地かどうかは……」

			　コゼットの無邪気さに苦笑いして、急に重大な事を思い出す。件の教団は、断罪修道院のシスターを何人も吸い込んだ不気味な組織。そんなところに、何も知らない純朴な少女を同行させていいのだろうか。

			


			「あれが、神殿の入り口……だよね？」

			　教団があるといわれる山に入って、小一時間。コゼットが怪訝そうに首を傾げた。中腹の雑木林を切り開いたと思われる平地に、石積みの重厚な門が、扉を開け放っている。

			　山中にしては立派な造り。だが、それよりも二人が不思議に感じたのは、拍子抜けするほど簡単に見つかったからだ。途中に脇道もあるにはあったが、ほとんど人が通った形跡がなかったので見送った。素直に本道を進みさえすれば、誰でも迷わず辿り着く。

			「……どうしてこれが見つけられないんだろう」

			　コゼットが、再び右に左に首を傾げる。麓の町で聞いた話によると、女房に逃げられたという暴力夫が三日三晩山中を彷徨さまよったが、ついに諦めて引き上げたという。そのような話が一件や二件ではなく、男性は例外なく、神殿の痕跡すら発見できないというのだ。

			　取り立てて峻険というわけでもない、女性の足でも登れる低い山。人工物の少ないこの場所で、石門はいやでも目に入るし、その先には、奥へと誘いざなう石畳まで敷かれている。

			「あたしたち、夢や幻を見てるわけじゃないよね？」

			「二人で同じ夢は見ないでしょう。でも、何か仕掛けがあるのは間違いないわ」

			　ますます怪しさが募り、少女を中に入れるのが躊躇ためらわれた。道中、何度も忠告したけれど聞き入れてもらえず、ここまでの同行を許してしまった。

			「ねえコゼット。やっぱり、あなたは引き返した方が……」

			「あ、誰かいる！　おーい！」

			「ちょ、ちょっと！」

			　門の前に人影を見つけ、コゼットが走り出してしまう。やむなくあとを追うと、それは、真っ白の修道服を着て、前開きの長いローブを頭からすっぽり被った妙齢の女性だった。目元はフードで陰になっているが、それなりに整った顔立ちをしている。

			（シスター・フラヴィの方が、ずっと美人だけど）

			　神の御前では平等なのに、つい容姿の比較をしてしまう。とはいえリリアーヌの目から見たら、愛する人以外、みんな同じようなもの。

			「ようこそ、シャルノス教団へ。私たちは、あなた方を歓迎します」

			　白修道服の女性は両手を広げ、芝居がかった口調で口上を述べた。

			「わたしも受け入れてもらえるのですか？　あなた方にとっては異教徒ですが」

			　今度はリリアーヌが両手を広げて黒い修道服をアピールするが、彼女は、やはり微笑みながら首を振るだけ。

			「我が神、シャルノス様の御前では些細な事。どうぞお入りください」

			　あれこれ潜入作戦を考えていたのに、寛大を通り越して開けっ広げだ。それならばと、もうひとつ踏み込んだ質問をしてみる。

			「わたしのような修道女が、以前にもここを訪れませんでしたか？」

			「どうでしょう。覚えていません」

			　女性は、真っ直ぐにリリアーヌを見据えたまま、淀みなく答えた。

			（……どういう事？）

			　フラヴィや内偵部は来ていないのか。それとも、この女性がとぼけているのか。脅して自白させるのは簡単だが、仲間の無事が確認できないうちは、こちらの狙いを悟られるわけにはいかない。

			（忘れないで。わたしは戦いに来たんじゃない。助けに来たの）

			　フラヴィの顔を思い浮かべ、剣を掴みたい衝動を必死に抑える。

			「山歩きでお疲れでしょう。宿舎に案内いたします。申し遅れましたが、私、シャルノス教団の司祭を務めさせていただいております、レンカといいます」

			「助かるぅ。あたし、もうクタクタでぇ」

			　コゼットが無邪気にレンカのあとについていく。もはや少女に返れとは言えない。司祭に怪しまれてしまう。やむを得ず、リリアーヌも教団の敷地に足を踏み入れた。

			


			　門では木立に視界を遮られていたが、内側は意外なほど開けていた。まず目についたのは、畑仕事をする女性たち。作物も様々で、レンカが、ここは完全に自給自足と説明する。

			「作物だけでなく、衣服を作る人や、大工仕事をする人もいます。外の世界に戻らなくても、何ら生活に困る事はありません。何より、男性の暴力や身分の差別、戦災とは無縁の世界。平和しかない理想郷が、シャルノス様のお力によって実現したのです」

			　確かに、女性たちの表情は穏やか。まるで、一切の苦悩から解放されたように晴れ晴れとしている。リリアーヌが会釈すると、新入りだと分かったのだろう。すれ違う人みんなが、明るい声で「ようこそ教団へ」と歓迎の意を示した。

			「入信の理由は、みなそれぞれ。過去を詮索しないのがマナーですが、そもそも、そんな事を気にする人は誰もいません。だって、シャルノス様の庇護のもとにいる限り、辛い俗世を思い出す必要などないのですから」

			「そうなんですね。あたし、ここに来てよかったぁ」

			　レンカの話にコゼットが感銘を受けている。それを判断するのは早計すぎるだろうと思ったけれど、我慢して言葉を飲み込んだ。リリアーヌも現状からの救いを求めて来た事になっているのに、異論を挟んだら不自然だ。

			　得体の知れない教団に早くも取り込まれていく少女も心配だが、それよりも、もっと先に確かめなければならない、重要な事がある。

			（シスター・フラヴィはどこにいるの!?）

			　修道女が来た覚えはないと言っていたが、怪しい組織の幹部なんて端から信用していなかった。戦闘が主任務の実動部隊とはいえ、エリートのフラヴィが潜入に失敗するはずがない。リリアーヌでさえ、こうして容易よういに入り込めたのだから。

			　想い人の姿を求め、夢中で視線を巡らせる。そのせいで、レンカの話もほとんど耳に入らなくなっていた。

			「ねえ、リリアーヌさま。ちゃんと聞いてる？」

			　コゼットに袖を引っ張られ、我に返る。

			「あ、ごめんなさい。色々と物珍しくて……」

			「よいのですよ。聖職者には、俗世に疎い方もいるようですから」

			　レンカは、上の空だったリリアーヌを咎める事なく「では改めて」と、切り立った崖に食い込むようにして立つ建物を指差した。

			「あそこが礼拝堂です。毎日、朝と夕の二回、お祈りを捧げるのが日課となります」

			　木造で、寒村の教会よりも小さい。掘っ立て小屋のように簡素だが、こんな山の中で、しかも信者女性だけで建てたのだとすれば、立派なものだ。

			「教祖様は、そちらにいらっしゃるのでしょうか。ご挨拶したいのですが」

			　リリアーヌが尋ねると、コゼットも思い出したようにウンウンと大きく頷く。しかし、白修道服の女性は、静かに首を振った。

			「シャルノス様にお目通りできるのは、選ばれし者だけなのです」

			


			　どうやらここは、神を信仰するのではなく、教祖個人を崇拝するカルト教団らしい。

			（どんな邪神を祀っているのかと思えば。相手が人間なら、つけ入る隙もありそうね）

			　リリアーヌとコゼットは、そのまま夕べの礼拝に参加する流れとなった。

			　驚いたのは、さっき見た木造の建造物が、礼拝堂の入り口にすぎなかった事。崖の中が広い洞窟になっていたのだ。天井近くの壁に明かり取りの穴が開けられており、少し薄暗い程度。平らに整地された地面には、三人掛けの長椅子が、ずらりと並べられている。

			　洞窟の一番奥は、祭壇になっていた。リリアーヌは思わず目を見張る。膝丈ほど高くなっているその場所が、一面、白い花で飾りつけられていたのだ。ただ、近づいてよく観察すれば、それは造花。これも、信者の手によるものなのだろう。

			（これが、シャルノスって人？）

			　等身大と思われる女性像が、祭壇の中央に祀られていた。長い髪をなびかせた、全身真っ白の裸身像で、背中の翼を大きく広げている。足元の白い花を雲に見立て、空に羽ばたく様子でも表現しているのだろうか。ずいぶん大仰に神格化したものだと鼻で笑ってしまうが、リリアーヌとしては、右脚に巻きついた蛇のようなものが気に入らない。

			　洞窟内を眺めていたら、信者が続々と入ってきた。主な年齢層は、十代後半から二十代前半といったころか。本当に若い女性しかいない。一番年かさでも、三十前だろう。

			　リリアーヌは「一応は新入りだから」と、一番後ろの座席にコゼットを誘った。

			　だが真の目的は、全体を一望し、信者の人数を確認する事。

			（ええっと……。百と……二十人くらい？）

			　大まかに数え、違和感に眉を寄せる。修道院の内偵部が把握しただけでも、その倍はいたはず。実際はもっと多いだろうと予想されていたほどなのに。

			　疑問を解消できないうちに、レンカの説法が始まった。

			「本日も、お勤めお疲れ様です。シャルノス様は、常にみなを見守っておられます。信仰する心を忘れずに励みなさい。そうすれば、シャルノス様へのお目通りも叶いましょう」

			　毎日、同じ事を繰り返しているんだろう。淀みなく朗々と、自己陶酔しているように両手を高々と挙げて語りかける。しかし、それを聞く信者の側に決まった作法はないみたいだ。しっかりと両手を組んでいる者もいれば、単に頭を下げているだけの人も。服装も自由というか、下界にいた時のままなのだろう。修道服でも問題視されないわけだ。

			（信仰さえあれば、形は問わない主義なのかな）

			　ただ、真剣な面持ちなのは、みな同じ。いい加減な気持ちは感じられない。俗世のしがらみから救ってくれた事に心から感謝しているように見えた。隣のコゼットはといえば、まだ実感がないようで、話がよく分からないという顔をしている。

			（それにしても退屈な説法ね……）

			　文言も洗練されていないし、素人が思いつくまま喋っている感じ。これを毎朝毎夕に聞かされるのかと思うと、うんざりする。

			　だが、最後の決まり文句だけは、妙に引っかかるものがあって聞き流せなかった。

			「シャルノス様を信じなさい。崇めなさい。お目通りが叶えば、寵愛を受け、その腹に神の子を宿す事ができるのです！」

			


			　礼拝後、リリアーヌとコゼットは宿坊に案内された。こちらも、よく言えば質素。素直に表現すれば粗末という感じの板壁の建物。孤児院時代を思い出すが、あそこより毛布もシーツも清潔で、不快感はない。

			「身体検査のひとつもしないなんて、不用心すぎじゃないかしら」

			　二本の剣とハルバートをベッドの下に隠す。取り上げられずに済んだのはいいけれど、警戒心が皆無に近い教団を、逆に心配してしまう。

			「絶対に安心だからじゃないかな。ほら、男の人は来られないって話じゃない？　きっと悪意のある人は近づけないような術を、教祖様がかけてるんだよ」

			　リリアーヌの呟きを聞きながら、自分のベッドに座ったコゼットが、指を立てて無邪気な推理をする。鋭いようではあるが、残念ながら外れだろう。もしそうなら、リリアーヌを含め、断罪修道院の者が入り込めるはずがないからだ。

			（でも……男性の接近を阻んでいるのは確かだし、何らかの仕掛けはありそうね）

			　身体検査をしないのが自信の表れだとするなら、油断はできない。ここで仲間が何人も行方不明になっているのだ。警戒を怠るわけにはいかないだろう。

			


			　それから数日は、何事もなく過ぎた。畑仕事を手伝ったり、繕い物や食事の支度をしたり。沢から引いた水で沐浴もできるし、山の中にしては不便もなく、実に穏やかな生活が続いている。日に二回の説法の時だけは、何らかの催眠効果でもあるかもしれないと身構えた。だが別に感銘を受けるでもなし、心に影響を受けた自覚はない。

			　リリアーヌは、衣服が自由であるのをいい事に、あえて修道服を着続けた。先に潜入した仲間が接触してくるかもしれないと思ったからだ。極秘任務が多い内偵部に顔見知りは少ない。でも向こうは、物腰で普通のシスターとは違うと見抜くはず。

			　それ以前に、もしフラヴィが紛れていたら、何らかの動きがあってもいい頃。なのに、ここまで何もないとなると。

			（もしかして……わたし、来るところを間違えた!?）

			　そんな疑念さえ頭をよぎる。ここまで条件が一致する場所が他にあるとは思えないが、万が一、違う教団だとしたら、とんでもない時間の無駄遣いをしている事になる。何にせよ、今回の任務はフラヴィの救出。彼女の居所を突きとめないと話にならない。

			　焦りを覚えたリリアーヌは、情報を集めるため積極的に動き始めた。今日はキュウリの収穫を手伝う約束。真面目に作業をするふりをしながら、お喋りできる機会を窺うかがう。

			「こんにちは。精が出ますね」

			　一人で作業をしている女性に、にっこりと笑いかける。演技は大の苦手で笑顔が引き攣つるけれど、フラヴィを助けるためだと自分を奮い立たせる。

			「こんにちは。何日か前に入信されたシスター様ですよね」

			　入信なんてしていません、なんて正直に否定すると話がややこしくなるので、そこは愛想笑いでごまかす。

			「あなたは、ここに来て長いんですか？」

			「二か月ほどです。といっても、ここでは入信の順番で差をつけられたりはしないから、安心してくださいね」

			　そんな事は気にしていない。知りたいのは、金髪のシスターが来たかどうかだけ。どう切り出そうか迷った刹那せつな、女性の方がまくし立ててきた。

			「一緒に来た娘は妹さん？　まあ、違うの？　じゃあ、どこで知り合ったの？　教会はどうしたの？　シスターって、普段はどんな生活をしているの？」

			　休む間もなく質問が飛んでくる。過去の詮索はマナー違反じゃなかったのかと面食らうリリアーヌの背後を、別の女性が数人、クスクスと笑いながら通り過ぎた。

			「その子に捕まったら大変よぉ。小一時間は離してくれないから、覚悟してね」

			　どうやら、特別お喋りな人に声をかけてしまったみたいだ。人選ミスに後悔する暇も与えてもらえず、正体を悟られないよう、適当に取り繕うのが精一杯だった。

			


			　キュウリ畑の女性は、小一時間どころか、夕食時まで貼りついていた。おかげで他の人と話す機会を得られず、空しく時間を浪費してしまった。

			「……明日がんばろう」

			　無理は承知のつもりだったけど、潜入任務なんて、やはり自分には不向きだったと思い知る。部屋に戻ったリリアーヌは、下穿き一枚になり、疲れた身体を横たえようとした。

			　しかし、違和感を覚えて身体を起こす。コゼットが大人しい。同じく下穿きだけの格好で裸の背中を向け、ぼんやりベッドに座り込んでいる。そういえば、昼間に姿を見なかったが、何の作業をしていたんだろうか。

			「…………コゼット？」

			　囁ささやくように声をかけると、彼女は大袈裟なほど大きくお尻を跳はね上げた。まるで、同じ部屋に人がいるのを完全に忘れていたように。慌てて振り返るけど、無理矢理に作った笑みは、何かをごまかそうとしているのが明白だ。

			「ど、どうしたのリリアーヌさま」

			「コゼットこそ、どうしたの？　何だか元気がないようだけど」

			「そ、そんな事ないですよ？　ほら元気。元気です！」

			　握った両手を小さく上下させてアピールしても、表情は冴えない。見るからに空元気。昨日までは、普通だった。ずっと明るく振る舞っていた少女の急な異変に、人付き合いの苦手なシスターは困惑しかできない。

			　短い沈黙が、流れる。リリアーヌは裸足で床に降り立ち、彼女のベッドへ移動した。

			「リ……リリアーヌさま？」

			　戸惑いの表情を浮かべる少女に、腕を回す。それは、フラヴィにされて嬉しかった事。彼女に抱き締めてもらえた時が、一番幸せを感じた。だから、それを真似してみる。ここでは自分が彼女の姉にならなければと、使命感が湧き上がる。

			「……家に、帰りたくなった？」

			　もしかしてと思い、髪を撫でながら尋ねたが、彼女は無言で首を振る。

			「……違います。そういうんじゃありません」

			　任務で、嫌というほど嘘や言い繕いを聞かされたので、それは素直な言葉だと聞き分けられた。だとすると、ぼんやりしていた理由は何だろう。

			「はあぁ……」

			　コゼットが、深い息を吐きながら、腕に力を込めた。意外に豊かな乳房が、リリアーヌの小振りな胸に、一分の隙もないほど密着する。

			　彼女の先端が、膨らみの上で転がった。硬くなったそれを、グイグイ押しつけてくるようで気になるけれど、今のコゼットには、他にも注視すべき点がある。

			「少し身体が熱い。熱があるんじゃない？」

			　抱き合っている肌が、火照っている。額を当てると、微熱があるようなないような。ただ、見詰め合った瞳は涙を湛えたように潤んでいる。

			「環境が変わったせいで、疲れが出たのかも。今夜は早く休んだ方がいいわ」

			「……そうします」

			　素直に言う事を聞いて、横になるコゼット。ただ、抱き合ったリリアーヌを離してくれなかった。軽い抱擁ではあるけれど、こうしていると、すがるような彼女の思いが伝わる気がしてくる。

			（シスター・フラヴィもこんな気持ちだったのかしら……）

			　だったら無理に自分のベッドへ戻る必要はない。リリアーヌは少女の髪を撫でながら、自分も疲労している事を思い出し、いつの間にか深い眠りへと落ちていった。

			


			　違和感で、目を覚ました。窓には月が煌々と輝き、まだ夜半過ぎのようだ。

			「……コゼット？」

			　腕の中にいたはずの少女がいない。ベッドがふたつ並ぶだけの小さな部屋だ。寝ぼけて床に落ちたのでなければ、外に出たとしか考えられない。

			「こんな夜中に、どこへ行ったのよ」

			　リリアーヌは、動きやすいように戦闘服で部屋を出た。この建屋は、廊下を挟んで左右に同じ造りの二人部屋が五つずつ。半分は空室らしいが、それでも、誰もいないかのように静かだった。床板が大きく軋きしみ、まるで幽霊屋敷にでも迷い込んだみたいだ。

			　外に出れば、同じような平屋の小屋が何棟も整然と並ぶ。女性だけでこれを建てた労力に感心するが、今はコゼットを探さなくてはならない。

			　就寝前、彼女は体調がすぐれないように見えた。どこかで倒れているかもしれないと思うと、気が気でない。敷地内にあるのは、寝起きするための宿舎と食堂。各種作業場。あとは畑と礼拝堂くらい。行ける場所なんて限られている。とはいえ、百人以上の女性が生活しているだけあって、それなりに広い。月明かりだけで探すのは困難に思えた。

			　あちこち回って、服や布団類を繕う、紡績作業小屋の前を通った時だった。

			　──んッ。

			　くぐもった、息を詰まらせたような声が、中から聞こえた。静寂の中でなければ気づかなかったかもしれない小さな声。なのに、それを耳にした瞬間、まるで背中を逆撫でされたような痺れが走り、動けなくなってしまった。

			「な……なに？」

			　これに似た感覚を、知っている。その記憶からあえて目を逸らし、声の方へと足を向けた。音がしないように扉を開け、後ろ手に閉める。開け放しでもよかったはずなのに、なぜか、そうしなければならない気がして。

			　その判断は正しかった。思った通り屋内に少女を見つけたものの、その有様が、とても他者に見せられるものではなかったのだ。

			　下着だけで、ここまで移動したのだろうか。そのたった一枚すら脱ぎ捨てて、いかがわしい行為に耽っていたのだ。

			「あ、あ……ん、あ……っ」

			「なッ！　…………何をしているのコゼット……！」

			　窓からの月明かりに、少女の身体が照らし出される。重ねた布団にもたれかかり、閉じた睫毛まつげを震わせながら、左手で乳房を鷲掴みにしている。もう一方の手が、大きく開いた脚の間で卑猥に蠢いている。どう見ても、間違いなく自慰行為。

			「ちょ、およしなさいっ。そんな事をするものでは……」

			　仕事柄、あえて性行為の最中に踏み込む事はある。とはいえそれは、悪意に満ちた場面ばかり。普通の女の子の自慰に出くわしたのなんて初めて。

			　神に仕えし身なれば、このような不健全な行為は止めるべき。なのに、狼狽ろうばいして目線を泳がせる以外、何もできない。

			「い、淫欲に負けては……いけない、わ……」

			　制止の言葉も、途切れ途切れ。フラヴィの修行を受けた時、自分が何を感じ、何を考えていたのか。それを思い返すと、どうしても彼女を責められない。

			「リ、リリアーヌ……さまぁ……」

			　うっすらと、コゼットが目を開いた。愛らしい唇に、切なげな声で呼ばれ、心臓がドクンと跳ね上がる。ふらふらと吸い寄せられるように歩み寄り、彼女の正面に両膝を突く。

			「はぁぁ……！」

			　いきなり、コゼットが息を吸いながら仰け反った。急な動きに驚き伸ばしかけた手を止めると、今度は彼女の上半身が弾かれるように跳ね返り、首に抱きついてきた。

			「な……!?」

			　咄嗟とっさの攻撃にも対処できるよう訓練しているはずなのに、こんな普通の女の子に難なく捕らえられてしまうなんて。しかも彼女は、困惑と混乱に固まるリリアーヌに裸身を擦りつけてきた。

			「ン……ふあぁぁぁ……」

			　乳房の先端を、修道服に押しつけ転がす。太腿に跨って、腰を前後に振り立てる。ただ抱きついているのではなく、この身体を使って自慰の続きをしているのだ。

			「あん、あぁ……。あふ、んは、ん、くふぅン……」

			　耳に、首筋に、熱い吐息を吹きかけられて、身体の内側をゾクゾクとした痺れが走る。戦闘用とはいえ、これは聖衣に対する冒涜に他ならない。許容できる一線を大きく踏み越えられ、さすがに鋭い声で非難する。

			「や、やめなさいコゼット！」

			「いや……いやぁぁ……！」

			　それでも彼女は離れない。むしろ、駄々を捏こねるように首を振り、より力を込めて抱きついてくる。

			「ちょっと……あっ!?」

			　のし掛かってくる勢いに負け、床に押し倒されてしまう。無造作に置かれていた毛布が背中を受け止めてくれたけど、そんな事で安堵してはいられない。お腹に跨ったコゼットが、唇を奪おうと顔を寄せてきた。

			「リリアーヌさま……。キス……キスしよぉ」

			「ま、待ちなさいっ。それは……それだけはダメッ！」

			　別の事なら構わないというわけではないけれど、とにかく必死に少女の肩を押し戻す。正直を言えば、同性とのキスに抵抗があるわけじゃない。むしろ、フラヴィと口づけする妄想を、これまでにどれだけ重ねた事か。決して叶わぬ願いと知りながら守り続けてきた唇を、そう易々やすやすと許すわけにはいかない。

			「ど、どいて。離れなさい……。悪ふざけは許さないわよっ！」

			「ふざけてなんかないぃ……。こんなのヤダ……。リリアーヌさま……助けてよぉ……」

			　切々と訴える声と瞳に、ハッとなった。リリアーヌの頬に、ぽたぽたと水滴が落ちてくる。見上げれば、コゼットの方こそが、困惑した顔で涙を零している。

			「止まらないの……。身体が疼いて……どんなに触っても、鎮まってくれないのぉ……」

			　泣きながら、それでも胸や股間を押し当ててくる彼女を見て、ようやく理解した。理由は分からないが、自分で性欲を制御できていないのだ。リリアーヌも欲情に苛まれる事はあるが、今のコゼットは、理性のタガが外れてしまったかのようだ。

			「やだ、こんなの……やだよぉ……。どうにかして……あ、あ、ンあッ！」

			　むせび泣きながら、リリアーヌの上で自分の股間を弄いじり続ける。しかし助けを求められても、信仰と意志の力で性への欲求を抑え込んできたので、何をどうすればいいのか皆目見当がつかない。だからといって、彼女のこんな姿を余人に晒すわけにもいかない。

			「ど……どうすればいいの？」

			　対応に困り果て、思わず尋ねる。その瞬間、困惑と悲嘆しかなかった少女の目に喜色が宿った。まるで主にエサを見せられた飼い犬のように「はぁはぁ」と息を荒らげる。

			「触って……。あたしのここ、触って、触ってっ」

			　喘ぎながらリリアーヌの手首を掴み、自らの秘部に導いた。しかし、無意識に拒んでしまう。性的経験が皆無とはいえ、女性器が繊細な器官である事くらい知っている。自分のだってよく分かっていないのに、他人のなんて怖くて触れない。

			「ねえ、助けてくれるんじゃなかったの？　シスターなのに、ウソつくの!?」

			　それが精神的に追い詰められたが故の暴言だとしても、嘘吐き呼ばわりされては聖職者としての矜持きょうじが許さない。リリアーヌは、ムキになって彼女の淫部に指を食い込ませた。

			「ひゃうン！」

			　瞬間、コゼットが甲高い悲鳴で仰け反った。想像を超えた反応の大きさに、憤慨なんて即座に引っ込む。反射的に指も離そうとしたけれど、彼女がそれを許さなかった。

			「やぁんっ。リリアーヌさま……やめないで、ちゃんと触って！」

			　手首を掴んだまま、ぐいぐいと自分の性器に押しつける。リリアーヌは、されるがまま秘裂に指を擦りつけ、その感触に驚愕していた。

			（熱い……！　それに……柔らかい……）

			　一瞬、火傷やけどをしたような錯覚を起こす。それほどまで、彼女の股間は熱を孕はらんでいた。初めてまともに触れる女性器の、それが常の状態なのか、それとも発情しているからなのかさえ、知識不足でよく分からない。亀裂は油を塗ったように滑るし、襞々が指に纏わりつく。未知の感覚に次から次へと襲われて理解が追いつかない。

			（何これ……。これが女の身体なの……!?）

			　まるで、そこだけ別の生物のようだ。これは本当に、自分も持っている、あの器官なのだろうか。自分のものも、こんな風になるのだろうか。

			（……シスター・フラヴィも？）

			　聖女そのもののような彼女に、こんな淫らな部位があるなど到底信じられない。でも、指に触れる初めての感触に、なぜか胸の奥がザワザワと色めき始める。

			（しっかりしなさいリリアーヌ！　これは人助け。試練よ。淫らの罠に嵌まっては駄目っ）

			　妖しい雰囲気に流されそうになる自分を叱責し、気を保とうとする。けれどリリアーヌは、コゼットの発情に謎がある事など忘れ、秘裂の探求にのめり込んでいた。

			　とはいえ何もかもが初めてで、五本の指を蠢かせ、秘裂を無闇にくすぐるのみ。

			「ふぅぅぁあぁぁぁ……！」

			　コゼットの身体と声が細かく震える。リリアーヌの顔の脇に突いた腕も、今にも崩れ落ちそうにガタガタと痙攣けいれんしている。

			「こ、これでいいの？」

			「いい……いいけど……。もっと強く……。溝、擦って……ンあっ」

			　少女が、途切れ途切れに要求する。言われるままに、中央の縦溝を中指で引っ掻いた。

			「ひゃあぁぁうッ！」

			　ひときわ高音で少女が跳ねる。リリアーヌは中指の速度を上げ、反応が大きかった箇所を中心に素早く何度も往復させた。

			「こう？　こう？」

			「ひ、あ、ひはっ。そこ、もっと強く……早く……そう、そうっ！」

			　叫びながら、首を縦横に振り立てるコゼット。でもその表情は、眉を寄せ、苦しそうにしか見えない。本当に言葉通りなのか確信が持てず、愛撫の手を緩めようとした。それが不満だったのか、脚がキュッと閉じられる。

			「あんッ！」

			　声を上げたのは、リリアーヌの方。手首を挟む内腿が、あまりに柔らかくて心地いい。たったそれだけで、ゾクゾクと甘い痺れが背筋を走る。

			「こ、これって……」

			　水車小屋での絵筆修行の時に、しばしば覚えた背徳感。だけど今は、自分のあそこを直に触れたわけじゃない。それなのにどうしてと、不可解な事象に軽く目眩を起こす。理解が追いつかず、思考が空転したリリアーヌにできるのは、愛撫を再開させる事だけ。手首を動かせなくなった分、指を細かに動かして恥裂をくすぐる。

			「あ……あん、あんっ。リリアーヌさま、それ……それ、気持ちいいッ！」

			　コゼットが小刻みに震える。身体を前後に動かすたび、乳房も重そうに揺れる。少女が快感に溺れていく様を唖然となって見上げていたら。頬に水滴を感じた。また涙かと思ったら、彼女の唇から溢あふれた唾液が、顎を伝って滴っている。

			「コ、コゼット……？」

			「あぁぁ……ンふあぁぁぁ……！」

			　呆然となった呼びかけに、少女は喘ぎで答えるのみ。このまま愛撫を続けていいのか戸惑い、恥溝の中を迷走していたら、指先が、中心にある窪みに嵌まった。

			「きゃうン!!」

			　腕の力を失ったように、コゼットがリリアーヌの上に落ちてきた。拍子に指が秘裂から外れてしまう。急に愛撫が中断されたので、少女は身体をクネクネと捩よじりながら大声で不服をぶちまけた。

			「やぁん！　リリアーヌさま、ちゃんと触ってぇ！」

			「そ、そんな事を言われても……。じっとしてコゼット」

			　愛撫なんて初めてなのに、派手に動かれては狙いが定まらない。リリアーヌは急いで身体を起こし、暴れる少女にのし掛かった。左腕を肩に回し、彼女の左膝を脚で挟む。そうして開脚状態を保ち、再び股間を撫で上げた。

			「ひあぁぁぁ！」

			　少女が仰け反る。逃げそうな肩を必死に抱き寄せ、さっき大きな反応を見せた淫裂の窪みに指先を潜り込ませた。円を描くような動きで入り口の縁を撫でると、彼女は、それに耐えかねたように腕を握ってきた。

			「ひっ、ひッ……！　そこ、もっと深く……！」

			　中断を請うかと思ったら、全身を硬直させて続行をおねだり。リリアーヌもすっかり彼女の淫気に当てられ、その声に操られるかのように、肉穴深くに指を押し込もうとした。

			「…………ンッ！」

			　コゼットが苦しそうに息を詰める。その表情が、そして指を包む痛いほどの圧迫感が、この窪みの正体に気づかせた。

			（ここって、赤ちゃんを産むところ……!?）

			　ならば、この先にあるのは処女膜。純潔を重んじ、姦淫を厭いとう修道女が、市井の少女を穢す過ちは犯せない。しかし、そこを避けるとするならば、どうやって彼女を満足させればよいのだろう。

			「そういえば……！」

			　絵筆修行の時に、ひときわ過敏な部位があったのを思い出す。おぼろげな記憶を辿りながら、少女の恥襞をまさぐって、割れ目の先端近くにある突起を掘り起こす。そしていつも自分がされるように、指の腹で思いきり擦り上げた。

			「きひぃッ！　それダメ、強すぎ……ひぃぃぃッ!!」

			　コゼットが奇声を上げる。当然、驚いて手を引こうとするけれど、またも彼女は手首を掴んで逃がさない。

			「ダメだけど、やめないで！　続けて、触って！」

			「そんな、どっちよ!?」

			　駄目と言ったり続けろと言ったり、どうして拙つたない性知識しか持たないリリアーヌを惑わせるのか。でも、上目遣いの彼女が、笑っていた。淫ら一色に染まった瞳に射抜かれて、胸の心臓が跳ね上がる。迷いも躊躇もどこかに吹き飛ぶ。

			「コゼット……コゼット……！」

			　不意の情動に衝き動かされ、淫突起を激しく擦る。少女の細い肩をしっかり抱き締め、無我夢中で転がしまくる。

			「あ、あ、それ凄……凄い、気持ちいッ…………リリアーヌさまッ！」

			　コゼットも両の手足でリリアーヌにしがみつき、はばかる事なく快感を叫ぶ。自由度を増した手で彼女の淫裂まで震わせると、びちゃびちゃ卑猥な音と共に、生暖かい粘液が掌をしとどに濡らす。
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「シスター凄いの……。腰、蕩とろけちゃう……。あ、あン、んぁ！　も……もうイク……。イッちゃいそう……!!」

			「イク……？　イクの？」

			「うん、うん！　いいの、いいのぉぉ！」

			　言葉の意味が分からず聞き返す。だがコゼットは、ただ快感を訴えるばかりで会話が成り立たない。リリアーヌにも、質問を繰り返す余裕なんて微塵みじんもなかった。

			「ふぁぁぁ……リリアーヌさまぁぁぁ……！」

			　快感に蕩けた少女の顔が、間近に迫る。熱くて甘い吐息が、鼻孔と口腔こうこうに流れ込む。濡れた瞳に見詰められて、口づけしたい欲求が身体の奥から湧き上がる。

			「コ……ゼット……！」

			　うわ言のように名前を呼んだだけで、口の中に溜まっていた唾液が流れ落ちた。それを目ざとく見つけたコゼットが、舌を伸ばして舐め取った。顎の先から遡り、あっという間に下唇に到達する。リリアーヌの舌も無意識に伸び、彼女を迎え入れようとする。

			　ふと、焦点のぼやけた目に、窓の外の月が映った。その金色の輝きが、脳裏に大事な人の面影を蘇らせる。

			「キス、だめぇぇっ！」

			　したい欲求を必死の思いで跳ねのけ、リリアーヌは愛撫に逃避した。口づけされないように頬と頬を密着させて、無心に陰核いんかくだけを責め立てる。

			「ひぃぃぃっ！　凄い、シスターしゅごいぃぃぃッ!!」

			　腕の中で少女が仰け反る。彼女の発する淫熱いんねつに思考を溶かされながらも、もう一息だと本能で察する。

			「リリアーヌさまっ！　ホントにイクっ、もう……もう……ンあぁぁぁぁッ!!」

			　背中が折れたかと思うほど、少女が大きく仰け反った。心配になって抱き寄せるけど、激しく跳ね回る小柄な肢体を、戦闘で鍛えた腕でも押さえきれない。あまりに痙攣が激しくて、これではまるで悪魔憑き。

			「コゼット、コゼット!?」

			　聖職者とはいえ、悪魔祓いなんて話に聞いた事しかない。リリアーヌにできるのは、力の限り抱き締め名前を呼び続ける事だけ。それが功を奏したのかどうか。彼女の表情が、次第に穏やかさを取り戻す。

			「ふ、あ……リリアーヌしゃまぁ……」

			　今度は、幼女のように舌足らずな甘えた声で、キュッと抱きついてきた。短時間に何度も様相が変化し戸惑うけれど、ひとまず胸を撫で下ろす。

			「気持ちよかったです、リリアーヌさま……。あたし、こんなに激しくイッたの初めて」

			　目を細め、仔犬のように頬を擦り寄せてくる。それを心地よく感じながら、リリアーヌは漠然と理解した。

			（イクって……あれがそうなのね）

			　快感が極まった末の到達点。程度は著しく違うけど、絵筆修行の時の解放感が何だったのか、その正体がやっと分かった。

			　いつの間にか、コゼットが寝息を立てている。リリアーヌも眠気を覚え、目を閉じる。だが、冷静さが戻るにつれ、急に顔から血の気が引いた。恐怖にも似た焦りで、弾かれるように上体を起こす。

			「わたし……何をしたの？」

			　想い人とは違う少女と、淫らな戯れ。それを、途中から疑問に思わなくなっていた。

			　狂乱の絶頂が嘘のような静かさで眠る少女を、無言で見下ろす。リリアーヌは、背筋に寒気を覚え、自らの身体を抱き締めた。

		

	

			第二章　礼拝堂の秘密

			


			　気を失ったコゼットを背負い部屋に戻ったが、その後の記憶が曖昧。リリアーヌ自身も異様に疲労を覚え、泥のように眠ってしまったようだ。そこまでの状態になるほど激しく絶頂した自分に驚き、呆れ果てる。だがそれ以上に、起床して彼女と顔を合わせた瞬間の気まずさといったら、筆舌に尽くしがたいほどだった。

			「あの……あたし……変、でしたよね」

			　ベッドに座り込んだコゼットが、両手を腿に挟んでモジモジする。心底申し訳なさそうに、真っ赤な顔を俯かせて。

			「あ、その……。大丈夫、大丈夫」

			　全然大丈夫じゃない。聖職者にあるまじき行為をさせられたのだ。本心では、いくら謝罪されても足りないくらい。

			　それを口にはできなかった。彼女だけでなく。リリアーヌもまた、自分の行動を理解できないでいたからだ。戒律に殉じ、強い意志でフラヴィへの想いを押し殺してきたつもりだったのに、あんなにも簡単に性的な行為に及ぶなんて。

			「昨夜の事は忘れましょう」

			　お互い、それが一番だと思った。コゼットだって、リリアーヌに痴態を覚えていて欲しくはないだろう。

			「……え？」

			　それなのに彼女は、信じられないとでも言いたげな顔で、小さく声を漏らした。

			


			　コゼットの気持ちが分からない。

			　朝の礼拝に向かう途中、何度も離れて後ろを歩く少女を振り返っては、首を傾げた。さっきの残念そうな反応は何だろう。知り合って間もない同性に卑猥な行為をされたのだから、普通に考えれば、後悔していてもおかしくない。

			（わたしの場合……シスター・フラヴィにしてもらえたら、もちろん嬉しいけれど……）

			　そんな風に考えるのは、自分だけだと思っていた。まさか、彼女もリリアーヌに対して同じような想いを抱いているとでもいうのだろうか。

			「こんな事で悩んでいる場合じゃないのに……」

			「リリアーヌさまっ」

			「わぁっ!?」

			　溜息を吐いていたら、いきなり腕に抱きつかれた。驚きのあまり反射的に身を引くが、彼女は逆に、まるで恋人のようにグイグイと身体を密着させてくる。

			「ど、どうしたのコゼット」

			　急な積極性に戸惑いを隠せないでいると、彼女は顔を耳に近づけ、あらぬ事を囁いた。

			「昨夜のアレ、またしてくださいね」

			「──なッ!?」

			　年下とは思えない、妖しく艶っぽい声と目つき。言葉を失うリリアーヌを置いて、少女はクスクス笑いながら小走りで行ってしまった。

			　相手がシスターだと分かっているのだろうか。いや、表向きはここに入信しているのだから、元の教義は関係ないのかもしれないけれど、それでも二人は女同士。

			「まさか……コゼットにもその気が？」

			　しかし、リリアーヌのフラヴィに対する気持ちは、長い時間をかけて変化していったもの。彼女の場合、危機から救ってもらった恩を、愛情と錯覚しているのかもしれない。あるいは、快感体験が強烈すぎて、欲望のタガが外れたままになっているのか。

			「な……何にしても、一時的な気の迷いに決まっているわ」

			　リリアーヌの育った環境では、恋愛など許されなかった。だから、あんなにも直接的に気持ちをぶつけられたのは初めて。しかも、愛の告白を通り越して肉欲の要求だ。混乱と動揺に、胸の鼓動が鎮まらない。

			「お……落ち着きなさい。わたしが毅然と拒否すればいいだけの事よ」

			　でも、また昨夜のように泣きつかれた時、果たしてそれができるだろうか。

			「…………あとで考えよう」

			　宗教者の末席を汚す者として、人の悩みを無下にはできないが、今は冷静に判断するのが難しい。ひとまずコゼットの問題から目を逸らし、朝の礼拝に気持ちを切り替える事にした。とはいえ、こちらも憂鬱である事に変わりはない。あの退屈な説法で、無駄な時間を費やされる羽目になるのだから。

			　聖堂に入ると、すでにほとんどの信者が着席し、リリアーヌは最後列組だった。

			「みんな、よくおとなしく聞いていられるわね」

			　特に、キュウリ畑のお喋り好きなんて、じっと座っているのも苦手そうなのに。彼女がどんな顔でレンカの話を傾聴しているのか知りたくなって、何となく探してみる。

			「…………あら？」

			　いない。あの女性が見当たらない。百人以上もいるので見落としたかもしれないと、もう一度、整然と座る信者たちを、端から端まで確かめてみる。

			　それが、リリアーヌに別の異変を気づかせた。

			「……人数が、減ってる」

			　キュウリ畑の女性だけではない。見知った顔だけでも、四、五人ばかりいなくなっている。体調不良で欠席だろうか。しかし、ここ最近は気候も温暖だし、健康的で精神的重圧も少なそうなこの生活環境で、そんなにまとめて具合が悪くなるとも考えづらい。

			「まさか……！」

			　昨夜の件に気を取られて鈍っていた頭が、急に使命を思い出す。

			　複数女性の急な欠席。これが問題とされている失踪ならば、フラヴィや仲間の手がかりに繋がるかもしれない。コゼットの事も気になるけれど、今は任務が最優先。というか、都合よく考えるべき事ができたので、そちらに逃避したというのが正確。

			　そんなわけでリリアーヌは、農作業に出る道すがら、同行する数人の女性に聞き込み調査を始めた。

			「きっと教祖様に見染められたのです」

			　すると、欠席組について、全員が同じ見解を示した。それだけでなく、夢見心地の瞳で礼拝堂の方を眺めて「羨ましい」と口を揃えた。

			（お目通りが叶って教祖様のお側に……ってやつ？）

			　それが、このシャルノス教団信徒の目標であるとは聞いた。しかし改めてその事実を目の当たりにして、ひとつの疑問が浮かぶ。

			「見染められた……という人は、戻ってこないの？」

			「ええ。だって、教祖様のもとに行くという事は、高次元の存在に昇るという事だから」

			　そういえば、レンカの説法でもそんな話をしていた気がする。真面目に聞いていれば、もっと早く怪しさに気づけたのに。リリアーヌは己の迂闊うかつさを悔やんだ。

			「とはいえ……礼拝堂に何かがあるのは間違いなさそうね」

			


			　もしかしたら、フラヴィたちもすでに「見染められし者」となって、教祖に接近しているのかもしれない。だとするならば、自分の順番が来るまでおとなしく待っている必要もないだろう。そもそも、選ばれるための具体的な条件は、信者にも曖昧なのだ。

			　そこでリリアーヌは、手っ取り早く礼拝堂へ忍び込む事にした。聞き込みをした女性たちの視線から、そこに何かあるのは間違いない。ベッドの下に隠した剣を確認し、深夜を待つ。ただ、調査に出るためには、同室の少女についても考慮しなくてはいけない。

			「リリアーヌさまぁ。今夜も一緒に寝ましょお」

			　消灯前、同衾を断ろうとしたら、コゼットに機先を制された。甘えた声とは裏腹に、素早く毛布に潜り込んでくる。

			「だ……だめよ。あなた、今日は元気じゃないの」

			　予定していた「毅然とした態度」とは違ったが、一応、きっぱりお断りする。それでも彼女は、リリアーヌの隣に陣取り動こうとしない。

			「昨日みたいな事はしないからっ。お願い、一緒に寝るだけ。……ね？」

			　子供っぽい無邪気さから一転、不安そうな顔で見上げてくる。芝居のような気もしなくもないけど、一度は異常な乱れ方を見ているだけに、拒みきれなかった。

			「仕方ないわね……」

			　諦めて溜息混じりに承諾すると、コゼットは再び笑みに戻った。その現金さが、今だけはちょっと苛立いらだたしい。でも、元気なのは表面だけだったようだ。毛布から半分だけ出した彼女の顔に、不安の色が翳りを落とす。

			「……あたし、どうかしちゃったのかな」

			　明るく振る舞っていたのは、不安の裏返しなのかもしれない。そんな事にも気づいてあげられなかったなんてと、リリアーヌは自分を責めた。

			　自らの意志でとはいえ、急に俗世から離れたのだ。ここでの生活は自由度が高いが、曲がりなりにも宗教施設。清廉さを求められているし、他の人の目も多いので、肉欲を解消する機会もない。生活環境の変化に心と身体がついていかず、何かのきっかけで欲求が暴走しても不思議はないだろう。

			（特に、コゼットなんて性欲を覚えたての年頃だろうし……）

			　昨夜は、たまたまそんな場面を目撃してしまっただけ。リリアーヌは、自分も深刻に考えすぎていたと反省し、少女の髪を撫でて慰める。

			「気にしなくても大丈夫。誰にだってある事よ」

			「リリアーヌさまも？」

			　まさかの切り返しに「うっ」と言葉を詰まらせた。身に覚えは、ありすぎるほどにあるのだが、純潔を旨とするシスターとして、肯定するわけにもいかない。

			「わ……わたしは神に仕える者だから。あなたも教祖様へのお目通りを希望するなら、身を清くいられるよう努力したら？」

			「はぁ～い」

			　心に抱えたやましいものを見透かされまいとして、一気にまくしたてる。少女は素直に聞き入れてくれた。やれやれと溜息を吐き、リリアーヌも横になる。

			「おやすみなさい、リリアーヌさま」

			「ええ、おやすみ」

			　穏やかに微笑み目を閉じる少女に、昨夜のような呆けた感じはない。あとは、彼女が寝てくれるのを待つだけ。

			


			　真夜中に目が覚めた。コゼットが寝入るのを待っていたら、いつの間にか自分も眠ってしまったのだ。一晩や二晩の徹夜は平気なはずなのに、気が緩んでいるんだろうか。

			「…………コゼット!?」

			　また彼女が消えている。飛び起きてシーツに手を当てると、すっかり冷えていた。抜け出す機会を窺っていた方が出し抜かれたわけで、不甲斐なさに歯噛みする。

			「もうっ……面倒見きれないわよ!?」

			　戦闘服を掴み、外に飛び出しながら身に着ける。ただ隠れて自慰をしているだけなら、今回は見て見ぬふりをして、自分は調査を済ませてしまう手もある。だが、妙に胸が騒いで、どうしても放置できない。

			　また作業場だろうかと見当をつけ、夜の帳の中を音もなく駆け抜ける。

			「でも……昨日みたいな事になったら、どうしよう……」

			　妖しい快感を思い出し、背筋や股間がゾクリと疼く。応じるべきではないと思っても、身体の方が、我慢できるのかと挑発してくる。

			「馬鹿にしないで！」

			　流されそうになる自分自身を小声で一喝し、作業小屋の壁に背中で貼りつく。

			　──はぁん。

			　予想通りの声が、半開きになった扉から漏れてきた。短い喘ぎが耳を掠めただけで、即座に股間が反応する。甘いウズウズに膝まで震え出す。

			「し……仕方ないわね。また、わたしが相手をしなくちゃいけないってわけ？」

			　これは本意ではない、人助け。妖しい情動に飲み込まれそうな自分を言いくるめ、深呼吸をしてから小屋の中を覗き込む。

			「──ッ!?」

			　声になりそこねた息だけの悲鳴が、喉を通り過ぎていった。全裸のコゼットが、大きく開いた脚を扉に向けている。それが自慰であるならば、ここまで驚きはしなかった。

			　そこに、もう一人いたのだ。白い服の何者かが、片膝を突いた格好でコゼットの頭を胸に抱いている。その右手で、彼女の股間を撫でている。

			「いい感じですよ、コゼット。もっと、もっと快感に身を任せなさい」

			「はい……。あん、んぁぁぁ……」

			　謎の女性が中指を小刻みに動かすと、少女も全裸の肢体を震わせる。羞恥に顔を染めているのに、脚を大きく開いていく。

			（な……何をしているのコゼット。それは誰なの!?）

			　まるでリリアーヌの心が聞こえたように、彼女は大きな声で女性の名を呼んだ。

			「気持ちいいです……レンカさまぁ……！」

			　出てきた名前に驚き、白衣の女性をまじまじと見る。コゼットの身体ばかりに目を奪われていたけれど、確かに司祭。リリアーヌなどよりも遥かに巧みな指使いで、少女の性器に快感を与えていく。

			「あぅん、んっ。きゅふぁっ」

			　震える両手は口元を押さえきれず、甘えた喘ぎも短く小刻み。彼女が全身で感じているのが伝わってくる。

			　だが、それを覗き見るリリアーヌの心は、複雑だった。

			　いかがわしい行為を手伝わずに済んだのだ。本来なら安堵するべき。それなのに、胸の奥がザワザワと騒がしい。焦燥と憤りが混ざり合った不快感に、内側から掻き毟むしられているかのようだ。

			（……コゼットったら、何のつもりよ。わたしにして欲しかったんじゃなかったの？　相手をしてくれるなら誰でもいいの!?）

			　分かっている。これは嫉妬だ。シスターが抱くべきではない醜い感情。なぜそんな気持ちになるのか自分でも分からない。コゼットは友人として好きだが、フラヴィのように深く愛しているわけじゃない。彼女が誰と睦むつみ合おうと、一向に構わないはず。

			「あ、あっ……。そこ気持ちいい……。レンカさま、もっと……もっとぉ！」

			　背中を波打たせて、コゼットが快感を訴える。彼女が司祭の名を呼ぶごとに、悲しくて胸が締めつけられる。身体が重く感じて、ずるずると、壁に沿ってへたり込んだ。脱力感で、地面に着いたお尻も持ち上げられる気がしない。

			「ふぁぁぁン！」

			　そんな正体不明の感情に悩まされていながら、リリアーヌの背筋は、少女の喘ぎでゾクゾク震えた。痺れは一瞬で股間に到達し、無意識にそこへ手が伸びる。スカートの脇から差し込まれた指が、易々と下着の中心へと到達する。

			（あ、ダメッ……！）

			　心地よさを感じた時には遅かった。指が性器部分から離れてくれない。本人の意思に逆らうように、下着の上から恥溝をグイグイ押さえつける。質の低い布地を、荒っぽく性器に擦りつける。これが通常の修道服なら、長い裾が邪魔をして秘部には触れなかっただろう。礼拝堂に侵入するつもりで戦闘用にしたせいで、手首の侵攻を容易にしてしまった。

			（やめなきゃ……。これは、罪の行為…………ひあぁぁッ！）

			　強い痺れが背中を逆撫でした。自慰を拒むリリアーヌを非難するように。その衝撃が合図になって、指も本格的に淫溝を撫で始める。

			（どうして……？　今まで我慢してきたのに……）

			　涙が零れた。しかし、いったん開いてしまった快感への扉を閉じるなど、容易にできる事ではなかった。コゼットへの愛撫で多少学んだとはいえ、自慰なんて初めて。それなのに、最初からやり方を知っていたように、何の迷いもなく性器を撫で回す。

			（これは悪魔の仕業……。わたしの意志では……んっ……んくぅっ！）

			　責任転嫁したところで、指は速度を増すばかり。押し込まれた下着の底が、割れ目の奥を乱暴に擦り上げる。筆の穂先など比較にならない強い刺激に、悲鳴が何度も漏れそうになる。もう一方の手で口を塞ぐが、何の助けにもならない。むしろ股間から発生する快感の疼きが、出口を失い身体の内側で何倍にも増幅されていく。

			（んンっ……むぅぅぅッ！）

			　お尻が浮く。背中が小さく仰け反る。自分の指に責め立てられて、大粒の涙が零れ落ちる。リリアーヌがそんな事になっているとは知らず、屋内では、コゼットがレンカの愛撫に耽溺していた。

			「レンカさまぁ……。凄いです……気持ちいいよぉっ」

			　白い司祭が触れているのは、恥裂の一点のみ。それでも少女は歓喜に声を震わせ、自らも両手で胸を鷲掴みにして身悶える。パクパクと開閉する唇から、涎よだれが一筋流れ落ちた。それを舐め取る彼女の舌の艶なまめかしさに、リリアーヌの鼓動も指も速くなる。

			（本当に気持ちいいの？　わたしじゃなくて、その人でも構わないの？）

			　再び嫉妬が胸を焦がし、それが淫裂の疼きを倍増させる。身体の中で高まるものを感じながら、でも、眼前の光景に違和感を覚えた。

			　愛撫をしているレンカには、興奮した様子がない。見下ろす目は冷静で、身体を許し合うほどの親密さも、少女への慈愛も感じられない。

			「ふむ……。なかなかの仕上がり具合ですね。ここはどんな感じでしょうか」

			「んッ……！　深い、深い……よぉぉっ」

			　コゼットが息を詰める。まさか処女を奪ったのかと、焦って腰を浮かせかける。

			「暴れないでください。これ以上は膜を破ってしまいますよ」

			　レンカが濡れた指を引いた。どうやら純潔は守られていたようだ。コゼットが弄もてあそばれている事に変わりはないのに、それだけで安堵を覚え、お尻を戻してしまう。

			（でも、仕上がり具合って何？）

			　改めて屋内を覗き、さっき覚えた違和感の正体に気づく。

			　レンカの落ち着いた口調に、醒めた視線。彼女はコゼットの欲情を慰めているのではなく、反応を観察しているのではないだろうか。妹のように感じていた少女を物扱いされ、沸々と怒りが湧いてくる。

			（やめさせなくちゃ……！）

			　踏み込んでコゼットを助け出すべく、今度こそ、重い腰を浮かせる。

			「ふぁあぁぁぁ……」

			　けれど、蕩けるような少女の声がリリアーヌを腰砕けにさせた。お尻は地面に逆戻り。全身の肌を逆撫でされたような心地よさに襲われて、一瞬、忘我の表情で天を仰ぐ。

			（あ……あ……）

			　声を出さなかったのは奇跡的。おかげでレンカに気づかれずに済んだが、身体中が痺れて動けない。ただ右手の指だけが、勝手に淫裂を嬲なぶり続ける。

			（やだ……助けて……！）

			　肩で外壁にもたれかかり、涙目で屋内のコゼットに訴えかける。もちろん彼女は応えてくれない。膣口ちつこうで円を描く指に嬲られて、腰を上下左右に躍らせるだけ。

			「や……そこ、穴ンとこ……感じすぎて……ひ、ひっ、はひぃんっ」

			　少女が全身をうねらせ叫ぶ。その卑猥な声と動きに、リリアーヌの体内でもゾクゾクと快感が高まっていく。

			「あっ……来る……。レンカさま、イッ……ちゃいそう……！」

			　うっすら涙で濡れる視界の中で、コゼットが絶頂の予感を訴える。それを言わせているのが自分でない事に胸が痛む。嫌なのに、悔しいのに、悶える彼女から目を離せない。

			（イクの？　コゼット、イッちゃうの？）

			　それに追いつこうとして、リリアーヌの指もせわしなく動く。膝立ちになって無我夢中で自分の淫唇を嬲りまくる。

			「ダメダメ、も……イッちゃう……レンカさま……イクぅ……っ!!」

			　レンカの腿の上で、コゼットの身体が強張こわばった。背中を反らせ、ピクピクと全身を小さく引き攣らせる。それを見るリリアーヌの身体も、激しい快感に貫かれた。

			（う……く……きゅふぅぅンッ!!）

			　全身に痺れが走る。腰が前後にカクカク動く。寄りかかっていた壁に爪を立て、右手の五指で下着ごと性器部分を鷲掴みにして、震えに耐える。頭まで真っ白になって、何も考えられない。

			（こ、これが……イクって、事なの……？）

			　腰の痙攣が止まらない。今までも絶頂らしきものは感じてきたけど、こんなに強烈なのは初めて。我慢に我慢を重ね、忌避してきた自慰は、全身が蕩けるほどに気持ちいい。

			（ついに……やっちゃった……）

			　絶頂による脱力感と、堕落した事への失意と自責の念。気力の全てを奪われたようで、一歩も動く気になれない。しかし、そうしてもいられない事態が、早くも作業小屋の中で起ころうとしていた。

			「ふふ、もう十分のようね……。さあ、コゼット嬢。いつまでも呆けていないで。お部屋に戻りますよ」

			「ふあぁぁい……」

			　レンカが、酔ったように寝ぼける少女を背負う。脱力感に身を委ねていたリリアーヌは息が止まるほど大慌てで飛び起きた。

			（同室のわたしが不在って知れたら、怪しまれてしまう！）

			　この場で覗き見がばれるのも恥ずかしいが、司祭に不審感を抱かれでもしたら、今後の調査が面倒になる。彼女たちよりも早く部屋に帰って、寝たふりを敢行しなくては。

			　でも、焦る気持ちと絶頂の余韻で、足腰が立たない。

			（わたし、何をしているの!?）

			　大事な人を救う使命を放り出しての、ひとり遊び。どんな申し開きも通用しない。リリアーヌは何度も自分を責めながら、覚束ない足取りで闇に紛れた。

			


			　その後は、一睡もできずにベッドの中で固まっていた。レンカがコゼットを運んできた時も、毛布の中で固まっているのが精一杯。覗き見に夢中になるあまり、何の成果も得られなかったのが情けなくて、とても呑気に眠ってなどいられなかった。

			（やっぱり、わたしに潜入調査など無理だったのでしょうか）

			　フラヴィの忠告を、今になって痛感する。だからといって、ここで引き返すつもりなどなかった。任務を続行する以外の選択肢など、ありえない。

			　窓がうっすら白んでくるのを見て、リリアーヌはベッドの上で膝立ちになった。

			「主よ、友人の身体で欲情し、自らを慰めた淫らなわたしをお許しください……」

			　自分の教会の方に向かって手を合わせ、一心不乱に罪を告白する。

			「リリアーヌさま、何をブツブツ言ってるの？」

			「きゃあ!?」

			　背後から声をかけられ、ベッドから転げ落ちそうになった。

			「コ、コゼット……。驚かさないで」

			「それはこっちのセリフですよぉ。こんな時間に独り言って、ちょっと怖いです。おかげで、すっかり目が覚めちゃいました」

			「そ、そう。ごめんなさい」

			　頬を膨らませる少女に頭を下げる。リリアーヌは戸惑った。彼女は、いつも以上に明るく無邪気。ほんの数時間前まで、淫欲に我を忘れていた人とは思えない。

			「きょ……今日は、元気なのね」

			　その言葉の意味を理解しかねたのか、コゼットが首を傾げる。だがすぐに、顔が真っ赤に染まっていった。

			「もうっ。言わないでっ。でも……それって、またしてくれる気になったって事!?」

			　両手で顔を押さえ、身を捩って恥じらいながらも、歓喜に目を輝かせる。そこには、他の誰かに身を任せた後ろめたさなど微塵も感じられない。この少女は、誰彼構わず平気で抱かれる、ふしだらな女の子だったのだろうか。

			（そんな娘のために、わたしは戒律を破るような真似をさせられたの!?）

			　心配が裏返り、憤りが急沸騰した。浮気されて拗すねた気持ちを込めて皮肉をぶつける。

			「わたしじゃなくても、相手をしてくれる人はいるんじゃないの？　あなた、とっても可愛いのだし！」

			「やだもぉ、可愛いだなんてぇ。そんな事まで言われちゃったら、あたし、ますますリリアーヌさま以外に考えられなくなっちゃいますよぉ」

			　ところがコゼットは、皮肉にまったく気づきもせず、身体をくねくねさせて喜んだ。思わず彼女の顔を覗き込む。本気でそう思っているのか、それとも、レンカとの事を隠そうとしているだけなのか。あいにく、見ただけで分かるほど心の機微に敏感な方ではない。でも、真っ直ぐに見詰め返してくる彼女の目に、嘘偽りは感じられなかった。

			（まさか……あの司祭との事を覚えてない？）

			


			　朝の礼拝に行くためコゼットと並んで歩いていたら、レンカと顔を合わせた。いつも通りに挨拶しただけで、二人に特別な様子は見受けられない。あまりに自然に接していたので、昨夜のあれは夢だったのかと自分を疑ってしまったほど。

			「もう少し様子見を……する必要はないわね」

			　彼女たちは、今回の任務において重要人物ではない。優先事項は仲間の救出。もし再び同じような場面に出くわしたとしても、無視すると決める。

			　しかし、その日のうちに、またも状況が変化した。夕方の礼拝後、礼拝堂を退出しようとするコゼットを、レンカが呼び止めたのだ。

			「彼女に大切なお話があります。外してもらえますか」

			　同行していたリリアーヌに遠慮するよう、言い含めてくる。彼女たちには関知しないと決めたので「分かりました」と同意するが、内心、穏やかでいられない。

			（……まさか、こんな時間から？）

			　立ち去る二人の後ろ姿に、胸がざわめく。頭の中で、彼女たちが全裸になって絡み始める。リリアーヌは、慌てて頭を振って卑猥な妄想を追い出した。これでは、焼き餅を通り越して下種の勘繰りだ。

			「わたし、いやらしい事ばっかり。これでは聖職者失格だわ」

			　断罪シスターとして、もっと身も心も強く、鋭くあらねば。大切な人を取り戻すため、これ以上の無駄足は踏んでいられない。

			　リリアーヌは、コゼットが留守の間に武具の点検を済ませた。昨夜は突発的な事態のせいで何も持たずに出てしまったが、今夜は完全装備で出るつもり。

			「……よし」

			　武器にも防具にも問題ない。ひとまずベッドの下に片付けたところに、コゼットが戻ってきた。しかし、朝に見せた元気がない。まるで気配を消すように音もなくドアを閉め、物思いに沈んだ顔で小さく溜息を吐く。

			「どうかしたの、コゼット。あの司祭に叱られでもした？」

			「あ、いいえ。どっちかっていうと逆で……」

			　それなら落ち込む必要はないだろう。首を傾げるリリアーヌに、彼女は何度も口籠り、両手の人差し指の先をツンツンと突きながら、急な呼び出しの理由を語った。

			「それがその……あたし…………今夜から、教祖様のお側に仕えるようにって。生活態度が極めて善良だから、教祖様がお見染めになったって……」

			「あなたが!?」

			　急な話に声が裏返る。しかし、その割に驚きは小さかった。昨夜の光景の方が、よほど衝撃的だったくらいだ。それにしても、彼女は入って日が浅い。他の信者も真面目に暮らしているように見えるのに、どんな基準で選ばれているのだろうか。

			　色々と疑問は浮かぶが、何よりもまず、コゼットの顔色が優れないのが気になる。

			「どうして、そんなに暗い顔をしているの？　ここの信者にとって、教祖の側仕えになる事は無上の喜びなのでしょう？」

			　彼女がそれを望んでいるか不明だが、一応、建前上の理由を尋ねてみる。途端に少女の表情が、驚きと不安と不満を掻き混ぜたように複雑な様相を見せた。

			「あたしだけこの部屋から出ていくんですよ？　リリアーヌさまは平気なんですか!?」

			　そういう事かと、得心がいった。離れ離れになるのを惜しんでくれないので、冷たくされたと感じたのだろう。

			　リリアーヌは彼女に歩み寄り、俯く頬に手を添え上向かせた。

			「もちろん寂しいわ。でも、もっといい環境に行けるかもしれない機会を、あなたから奪うなんてできない。だから……向こうで教祖に、わたしも教祖の側仕えになれるよう口添えしてちょうだい。そして、また一緒に暮らしましょう」

			　我ながら、歯の浮くような小芝居に背中がムズムズする。これではまるで、純情な田舎娘をたぶらかす詐欺男だ。

			　しかし、沈んでいたコゼットの顔色が、一瞬にして太陽のように輝いた。そして頬に添えられたリリアーヌの手を取って、うんうんと何度も力強く頷く。

			「分かりました！　あたし、ひと足先に行ってリリアーヌさまをお待ちしています！」

			　希望を取り戻したように満面の笑みを浮かべるコゼットに、お願いねと微笑み返す。

			　もちろん、彼女の口添えを待つつもりなど、毛頭なかった。

			


			　夕食後、身を清くしたコゼットは、迎えに来たレンカと共に部屋を出た。

			「リリアーヌさまも、すぐに来てくださいね！」

			　元気よく手を振るコゼットを、リリアーヌは微笑みで見送る。

			　扉が閉められた瞬間、何とも言えない寂寥感せきりょうかんが室内と、そして胸の内に広がった。

			「あんなに元気の有り余った娘、教会にはいなかったな」

			　妹のような少女に保護欲を感じていただけじゃない。その明るさに自分も癒されていたのだと、ほんの数秒で思い知らされた。

			「シスター・フラヴィを助け出したら、一緒に教会へ連れ帰ろうかな」

			　もちろん、コゼットに暗殺任務をさせるつもりはない。ただ居場所を与えてあげたいだけ。普通のシスター生活も彼女には窮屈だろうが、借金取りに追われたり、こんな怪しい宗教組織にいるよりは、ずっと安全なはず。

			　そのためにも、一刻も早く任務を遂行しなくては。コゼットが沐浴をしている間に装備は整えた。戦闘服になったリリアーヌは、窓から外へ飛び出し、尾行を開始した。

			「……やっぱり、礼拝堂か」

			　二人が扉の向こうに消えるのを見届けると、リリアーヌは崖をよじ登った。ここが怪しいと睨んだ時から、壊れた農具を拝借し、手に装着できる鉤爪を作っておいたのだ。

			「意外に便利ね。帰ったら装備部に提案しよう」

			　礼拝堂の側面には、明かり取りの穴が開いている。覗き込んでみると、中は蝋燭の灯りひとつない真っ暗闇。人の気配も感じない。

			　断罪シスター用修道服の腰紐は、こんな時にロープになるよう通常より長い。鉤爪を結びつけると、それを穴の縁に引っ掻けて身体を滑り込ませた。聖堂の構造は頭に入れている。紐の長さが少し足りないのも想定内。物音を立てないように気をつけて飛び降りる。

			　──ガシャンッ！

			　それなのに、目測を誤って剣の鞘が椅子に当たってしまった。高い音が堂内で幾重にも反響する。己の迂闊さに心の中で舌打ちし、身を低くして様子を窺う。

			「…………誰も出てこない？」

			　本当に無人のようだ。だが、コゼットたちは間違いなくここへ入った。どこかに教祖とやらのところへ行ける通路があるはず。断罪シスターは夜の活動が多いので多少の暗さは苦にならないが、洞窟内は想定以上に闇。捜索は難航しそうだ。

			「部屋の蝋燭でも持ってくればよかったかな。……ん？」

			　そんな小さな炎では物の役に立たないだろう。準備不足を悔いていたら、頬を、かすかな風が掠めた。生暖かくて、そこはかとなく甘い匂いも感じる。多少の疑問に首を傾げつつ、そよいでくる方向を探る。

			　案の定というべきか、風は教祖像の方から流れてきていた。台座の後ろには扉があり、開くと、地下へ続く階段がある。

			「こんなところにコソコソとお隠れですか、教祖様」

			　皮肉たっぷりの視線と口調で、偶像を見上げる。大きく広げた翼はともかくとして、こんな若い女性が、本当に教祖として実在しているのだろうか。

			「いたとしても、信者に顔も見せられないなんて、どれだけ後ろ暗いのよ」

			　きっと碌な人間じゃない。そう決めつけて、改めて階段を覗き込んだ。

			　壁に並ぶ蝋燭が、狭い空間を照らす。立って歩ける高さはあるが、左向きに曲がって先が見えない。もし向こうから誰かが来た時に、果たして逃げ隠れできるかどうか。

			「迷っている暇はないわね」

			　この先にコゼットやフラヴィがいると信じて、怪しい隘あい路ろに潜り込む。

			　どんな掘り方をしたのか、階段は右に左に不規則な曲がり方をしていた。しかも岩壁に手を突くと、粘液でも薄く塗ったように、しっとり湿って気持ちが悪い。リリアーヌは顔を顰め、足早に歩を進めた。

			「意外に深い……」

			　二百段も下り、さすがに足が疲れてきた頃、行く手がほのかに白んできた。やっと辿り着いた安堵が先に立ち、つい気が緩みそうになる。

			　そんな状態でも気づく奇妙な点が、ここにはあった。こんなに深い地下にしては明るすぎる。それに、風に乗ってかすかに聞こえる音は何だろう。

			「獣の遠吠え？」

			　か細く、長さや音程が一定しないのも、不安を掻き立てる。リリアーヌは左の剣の柄に手をかけて、一気に底まで下りきった。階段が終わると同時に、人の背丈の二倍を超える大きな穴が、ぽっかり大きく口を開ける。

			「…………なっ!?」

			　迂闊と分かっていながら、棒立ちになった。

			　そこには、上の礼拝堂よりも広く、天井も高い空間が存在していた。壁も床も硬い岩石ではなく、柔らかな輝きを放つ白い物質で、一面覆い尽くされている。それ自体も異様だが、眼前で繰り広げられている行為は、輪をかけて異常だった。

			　女性同士が、全裸で抱き合っている。

			　何十人か、何百人か。数えきれないほどの滑らかな肢体が、絶え間なく蠢いている。唇を重ね、舌を絡ませ、乳房と乳首を擦り合わせ、互いの股間に顔を埋めて。むせかえるような牝の匂いに目眩がして、まともに数を把握する事すらできない。

			　──ん……あ、あぁぁ……ふぁぁぁぁ……。

			　耳を塞ぎたくなるような、卑猥で切ない喘ぎ声。眉を寄せたその表情も、苦しんでいるのか悦んでいるのか、リリアーヌには区別できない。

			「さっき聞こえていた声って、これだったのね……」

			　そんなものが判明したところで、状況を理解する助けにはなってくれなかった。性行為なのは分かっている。どうして、こんな地下深くで、女性だけの肉欲の宴が開かれているのか。唖然となって一歩も動けず、圧巻の光景を漫然と眺めるのみ。

			「これ……サバトってやつなんじゃ……」

			　自然に漏れ出た独り言で、リリアーヌはハッとなった。

			「そうだ、シスター・フラヴィも言ってたじゃない！　教団の目的は悪魔召喚かもって。まさか、これがそうなの？」

			　だが女性のみを集めた性行為で、どうやって悪魔を呼び寄せるのだろう。そもそも、そんな事が可能なのか。仮にできたとして、一体、誰が、何を企んでいるのか。

			「ン……あぁぁぁあぁぁぁんっ」

			　ひときわ甘くて甲高い嬌声きょうせいが、リリアーヌの背筋をゾクゾクくすぐった。そちらの方に顔を向けると、広間の中央で、二人の女性が抱き合っている。直立した一人に、もう一人が四肢で蝉のようにしがみついている。どんな愛撫がなされているのか、身体を浮かせた方が、快感に耐えかねたように激しく背中を仰け反らせた。

			「──あっ！」

			　それは、数日前に姿を消した、キュウリ畑のお喋り女性。すると、リリアーヌの声に反応したように、立っている方の女性が顔を上げた。

			「──!!」

			　目が合った瞬間、息を飲んだ。言葉を失った。彼女の、あまりの美しさに。

			　一部の隙もないほど整った目鼻立ち。陶器のように白い肌。煌々と緋色に輝く、切れ長の瞳。そして、どことなくリリアーヌに似た、燃えるように真っ赤な髪。

			「な……何、この感じ……」

			　鋭い視線に射竦められる。彼女は何気なくリリアーヌを見ているだけなのに、身体が動かない。そればかりか、脚の間が妖しく脈打ち始めた。膝から力が抜けて、立っているのも辛くなる。尿意にも似たムズムズが大きくなって、堪らず両手で股間を押さえた。

			「ど、どうしてこんな……。まさか、催眠術の類いなの？」

			　今にも崩れ落ちそうな膝に鞭打ち、真っ直ぐ立って睨み返す。その挑発的な態度をどう受け取ったのか。白い女性が、小さく、不思議そうに首を傾げた。それが小馬鹿にされたように見えて、リリアーヌの方がカッとなった。

			「な、何のつもりよ！　だいたいあなた、こんな事をして神がお許しになるとでも……」

			　頭に血が昇り、女性同士の姦淫をやめさせようと足を踏み出す。

			　だが、再びそこで動きが止まった。その代わり、驚愕に目が大きく見開かれる。

			　白い女性の瞳が赤く光ったのだ。何かの例えではない。オリオン座のペテルギウスよりも明るく、ステンドグラスより鮮やかに、強烈な眩まぶしさで。異常を感じ、逆に後ろへ飛び退って剣の柄に手をかける。だが、それは始まりに過ぎなかった。

			「あ……あ……？」

			　女性が、鳥のような羽を広げる。真っ白で、巨大な翼を。何かの仕掛けかと疑う間もなく、今度は腰から尻尾が伸びた。人肌でありながら、形は蛇やトカゲのようで、その異様さに鳥肌が立つ。

			「い……異形!?」

			　その姿は、礼拝堂に鎮座していた女性像そのもの。翼なんて、ただの権威づけに過ぎないと思っていた。人間の教祖を神格化するためだと。まさか本当に生えているなんて考えるはずもない。

			　しかしリリアーヌには、驚愕しているほどの余裕もなかった。

			「や……これ、あそこが……んくぅ！」

			　堪らずガックリ膝を突く。白い女性が本性を現すや、まるで抑え込まれていたものが解放されたように、熱い波動が空間を覆い尽くしたのだ。広間では、女性たちの喘ぎも激しさを増す。恥じらいの欠片もなく欲情を晒して絡み合い、愛欲を貪り合う。

			「や、やっぱりこれって……異形の仕業……。いや、こいつが悪魔なのね！」

			　翼だけなら、天使かと思ったかもしれない。だが頭上に光の輪もなく、女性に淫行を強要するなど、神の御使いであろうはずがない。

			「もう悪魔召喚がなされていたなんて……」

			　リリアーヌは、双剣を抜き放った。悪魔祓いなど未経験だし心得もない。手にしている武器はあくまで人間相手のもので、退魔の力など備わってはいない。それでも、ここから退しりぞくわけにはいかなかった。

			「貴様を斃して、みんなを……コゼットとシスター・フラヴィを取り戻す！」

			　愛しい人や妹のような少女が、こんな淫らな宴の中にいるなんて考えたくない。焦燥と不安に衝き動かされ、雄叫びを上げながら白い悪魔に向かって疾走した。柔らかな弾力のある、踏ん張りの利かない奇妙な地面を、強引に駆け抜ける。

			「だぁぁぁ！」

			　鋭い気合と共に剣を振り下ろす。同時に蛇のような尻尾が鞭のように鋭くしなり、刃を苦もなく弾き返されてしまった。まるで鋼でも斬りつけたような衝撃で手首が痺れる。間髪入れずに尻尾が伸びて、リリアーヌの胴を横薙ぎに払おうとする。後方宙返りでそれをかわし、態勢を立て直す。だが、攻撃に移る事はできなかった。

			　白い肌の少女が十人ばかり、悪魔との間に突っ立っていたのだ。

			「な……何？」

			　いつの間に、どこから湧いて出たのか。少女というより幼女と表現した方が正確かもしれない。あどけない顔立ちの、まだ胸も膨らみきっていない子供たち。それが、不思議なものを見るような目で、リリアーヌを眺めている。

			　彼女たちは、人間ではなかった。髪の色は様々だが、赤い瞳に、申し訳程度の小さな翼と短い尻尾。まるで、白い悪魔をそのまま幼くしたような容姿。

			「あいつの仲間……なの？」

			　ならば躊躇する必要はない。神の意志の代行者として、無慈悲に誅すればいい。

			　けれど、足を踏み出す事すらできなかった。剣を握った手が震えて動かない。自分を見詰める、キョトンとした瞳があまりに無垢で、本当に悪魔の眷属なのかと自信が揺らぐ。姿形は、明らかに人外の者なのに。

			（迷うな！　姿に騙されるな！　悪魔は人の心の隙を突いてくる!!）

			　神の教えを心で叫び、剣の柄を握り直した。

			「うぁ……。うわぁぁぁぁッ！」

			　悲鳴のような声を上げ、幼女異形のひとりに斬りかかった。その瞬間──。

			「殺しては駄目よ、シスター・リリアーヌ」

			　聞き馴染みのある優しい声と共に、首の後ろに重い衝撃が走った。視界がぐにゃりと歪む。身体から力が抜けて、斜めに倒れ込んでゆく。

			「シスター……フラヴィ……」

			　優雅に揺れる金髪と優しい微笑み。

			　探し求めた愛しい人が、全裸で片脚立ちしていた。訓練中に一度だけ食らった事のあるこの感覚は、間違いなく彼女の回し蹴り。

			（ど、どうして……）

			　回転が止まろうとしている頭でも、混乱せずにいられない。誰よりも敬虔な信者の彼女が、魔物の子供なんかを守るためにリリアーヌを攻撃したとでもいうのか。

			　そして、闇に覆われていく視界を、もっと不可解なものが掠めた。

			　シスター・フラヴィのお腹は、あんなに大きかっただろうか。

		

	

			第三章　地下神殿の淫虐儀式

			


			　どれだけ気を失っていたのか、地下なので時間の経過が分からない。

			「う……」

			　鈍痛の残る頭を押さえ、リリアーヌは、うつ伏せ状態から起き上がった。拘束はされていないようだ。ただ、妙に身体が軽いと思ったら、武装が全部剥はぎ取られている。戦闘服こそ手つかずだが、二本の剣と防具一式は、洞窟の隅で無造作に放り出されていた。

			「わたし……」

			　失神前の記憶が戻ってくる。フラヴィに蹴り飛ばされた気がするが、あれは夢だったのだろうか。格闘訓練ならともかく、ここは敵地。リリアーヌを窮地に追い込む真似をするとは思えない。きっと何か事情があるはず。白くて正体不明の地面を見詰めながら、まだ呆けた頭で、とりとめもなく考えていたら。

			「あんっ、あン、あはぁっ！」

			　目覚めに聞くには心臓に悪い、性に爛ただれた嬌声が耳を刺激した。反射的に顔を上げたリリアーヌを、激しい後悔が襲う。信じたくない、見たくなかった光景が、すぐ目の前で繰り広げられていたからだ。

			「ん……あっ、あふ……ンあぁぁぁっ！」

			　全裸の少女が、コゼットが、白い異形と交わっていた。寝そべって脚を交差させ、腰が卑猥に波打っている。密着させた性器同士を擦り合わせているのだと分かったのは、一分以上も眺めてから。愕然とするあまり、完全に思考が停止。彼女たちの痴態を、我知らず凝視してしまった。

			「あ……あ、あぁぁ……！」

			　コゼットが穢された。異形に犯されてしまった。それを認識するや、喉から、嘆きに満ちた呻うめきが漏れた。勝手に絞り出されるのを自分では止められず、手をこまねいたまま、膝立ちで頭を抱える。

			　そんなリリアーヌの苦悩どころか、いる事にさえ気づいていないのか、コゼットは夢中で腰を振り立てていた。

			「あはぁ……！　これ凄い……凄いのぉ!!」

			　白い異形の長い脚を胸に抱え、背筋をうねらせる。異形の女も同様に、コゼットの脚を抱き寄せる。その足首を掴みながら腰で円を描き、少女に快感を与えている。

			「ひはっ、ひぃんっ」

			　いきなり、コゼットが背中を強張らせた。むやみに頭を振り回している。どうしたのかと心配になって観察すると、異形女が、掴んだ彼女の足首を舐め回していた。

			「そ、それ……しょれダメ……。くすぐった……イッ、ひっ、ひぃっ」

			　異形女の舌は妙に長く、口の位置を動かす事なく足首全体を這はい回り、たっぷり唾液を塗りつけた。土踏まずをチロチロくすぐられたコゼットが、派手に身体を跳ね上げる。足指の間まで執拗しつように舌で愛撫され、息も絶え絶えに身悶えする。

			「やんっ、ひンっ、ひはぁぁッ!!」

			　女性器同士を合わせる事も、足を舐めるなんて事も、初めて見る行為。呆然となっていたリリアーヌだったが、少女の鋭い喘ぎ声に不安と焦燥が掻き立てられて、弾かれるように身体を起こした。

			「や、やめなさ……きゃあっ!?」

			　うまく立ち上がれない。いつの間にそうなったのか、膝から下が、例の柔らかい床に埋もれていたのだ。前のめりに倒れると、まるで泥に手を突っ込んだように、ずぶずぶと白い物質に飲み込まれる。妙に滑らかな感触が気持ちよくもあり、不気味でもある。

			「な、何これ……がッ!?」

			　引き抜こうともがいていたら、背中を蹴られた。そのまま踏みつけにされてしまう。

			「無粋ですね。邪魔をしないでください」

			　誰かと思えば、司祭のレンカ。フードの内側から、蔑さげすむような目でリリアーヌを見下ろしてくる。

			「何が無粋よ！　コゼットに何をしたの!?」

			　レンカは「ふふん」と鼻で笑うだけで、まともに答えようとしない。その代わりリリアーヌを椅子代わりにして腰をおろすと、前髪を掴んでコゼットたちの痴態を見せつけた。

			「あなたに、我が教団の目的を教えてあげましょう」

			「目的……!?」

			　それを探るのは重要な任務のひとつ。相手から情報を与えてくれるというなら、この上ない好都合。しかし頭に血が昇ったリリアーヌは、コゼットを助けたい一心で、のし掛かるレンカを跳ね飛ばす事しか考えていなかった。

			「ん、く……この……っ！」

			　動かない。手首足首が埋もれているとはいえ、訓練と戦闘で鍛えた筋力なら、女性ひとりくらい容易に排除できるはず。それなのに、岩でも乗っているような重量感で、少しも持ち上がらない。

			「どきなさいよ！　何て重い女なの!?」

			「失礼ね。私は重くなんかないわ」

			　確かに、彼女はどちらかといえば痩せぎすな方。では、他に怪しい力が働いているのかといえば、そうじゃない。動けない理由は、リリアーヌ自身にあった。

			「あ、やん……やあぁぁ……」

			　コゼットの喘ぎが耳に届くたび、悲しさで胸が押しつぶされそうになる。無垢な少女を守れなかった自責の念が、泥濘ぬかるみのようにのし掛かり、身体を押さえつけていたのだ。その重さを背負いきれなくなったリリアーヌは、とにかくレンカに当たり散らした。

			「どけっ！　今すぐわたしから降りなければ、縊り殺す！」

			「シャルノス様の御前ですっ。汚い言葉は慎みなさい！」

			　激昂したレンカが、リリアーヌの頭を床に叩きつけた。謎の物質の弾力のおかげで痛みはないが、素人の細腕に屈しているのが耐えられない。

			　だから、せっかく彼女が重要な名前を口にしたのに、反応するのが著しく遅れた。

			「…………シャルノス、ですって？」

			「そうです。あの方が、我が教団の教祖にして信仰すべき唯一神、シャルノス様です！」

			　コゼットと交わる白い女性を、レンカは嬉々として指し示した。確かに、彫像のような顔立ちや白い翼は、悔しいけれど人間離れして美しい。それでも、神に仕えて戦ってきた者としての本能が、あれは危険だと訴える。

			「あんな化け物が神なんかであるものか！」

			　吐き捨てるように罵倒する。信者でもない者の前に軽々しく顕現し、同性同士の淫行に耽る神がいるわけがない。レンカは怒りに顔を歪め、再びリリアーヌの前髪を掴み上げると、異形と少女の行為を見せつけた。

			「ご覧なさい！　シャルノス様の美しさを。神々しさを！　あの方と交われる以上の幸せなんて、この世にあって？　ほら、コゼット嬢もあんなに嬉しそう」

			「そんなわけが……！　コゼット、しっかりして！」

			　必死になって呼びかけるが、応えてくれない。手を伸ばせば届きそうな距離なのに、少女は異形に与えられる愛撫に溺れ、自分から腰を押し当てていく。

			「コゼット、コゼットぉ！」

			　何度も名を呼んで、やっと視線を向けてくれた彼女の瞳の色に、リリアーヌは、むしろ言葉を詰まらせた。

			　蕩けている。まるで、快感以外の思考を失ったように。顔は向けてくれても、目の焦点が合っていない。唇はだらしない笑みを湛え、歓喜の声を漏らし続ける。

			「あはぁっ。あ……あたしの、あそこ……熱くて溶けちゃいそうだよぉ」

			「コ、コゼット……」

			　自分を恩人と慕ってくれた少女の変わり果てた姿に、気力が抜けていった。これ以上、彼女が他の女と抱き合っているところを見たくない。現実を受け入れられず俯くリリアーヌに、レンカが顔を寄せて囁きかけた。

			「これは、神聖な儀式なのです。シャルノス様がこの世に満ちるための」

			「訳の分からない事を……！　あいつは一体何者なの!?」

			「言ったはずです。あの方こそが真なる神。人の欲望によって歪んだ世界を正し、原初の形へと戻す偉業を成すため、異次元より降臨された女神なり！」

			「異次元？　偉業？　悪魔の所業の間違いでしょう」

			　リリアーヌの背中に片足を置いて立ち上がり、芝居がかった大仰な口調で語るレンカを鼻で笑う。しかし彼女は意に介さない。さらに強めに踏みつけながら、逆に蔑んだ笑みで見下ろしてきた。

			「そうやって強がっていられるのも今のうちよ。さっき、あなたの邪魔をした子供たち。あれが何かご存じ？」

			　知るわけがない。リリアーヌが分からないのを承知で尋ねているのだ。彼女の意地の悪さに憎悪が膨らむ。身動きできない苛立ちも加わって、殺気を孕んだ目で睨みつける。

			「何て恐ろしい目。あなた方は隣人を愛するのではなかったのですか？　ふふ……そうです。あの子供たちは、信者たちとシャルノス様が愛し合った証。愛の結晶なのですよ！」

			　レンカが何を言っているのか、すぐには理解できなかった。妙な不快感だけを覚えて、白けた目で女性と幼女異形がいる光景を見渡す。その、ほんの数秒後。まるで電撃に打たれたように、いきなり事態を把握した。そして戦慄した。

			　ここにいる信者たちは、全員、あの異形に孕まされたというのか。

			「ば……馬鹿馬鹿しいっ。妊娠から出産までは十か月もかかるのよ？　この教団ができて何か月？　そもそも、女同士で子供を作れるわけがないでしょう！」

			　悪魔の子を産み落とすなど、神への反逆に他ならない。事実と認めたくなくて懸命に反論する。するとレンカは、小馬鹿にした顔で「あははは」と高笑いした。

			「神の御業に人間の常識など通用しません。それに、あなた方も聖書で説いて回っているではありませんか。聖母の処女受胎とやらを！」

			「お前の邪神なんかと一緒にするな！」

			「そうです。一緒ではありません。これは、女体にシャルノス様の聖なる力を注ぎ込み、シャルノス様の子を産ませ、神の一族で世を満たす、その始まりの祭礼なのです！」

			　激昂するリリアーヌを無視し、彼女は興奮した口調で前方の光景を指差した。冷静さを失っていたせいで、素直にその指先に誘導されてしまう。

			「ちょうど頃合いです。見るがいい。今まさに、コゼット嬢が種付けされる瞬間を！」

			　彼女の宣言を合図にしたように、絡む二人の様子が急変した。速度を増したシャルノスの腰が、激しくコゼットに打ちつけられる。少女も腰も、それに同調して暴れ回る。

			「ふあっ、あ、あ……っ。入ってくる……。何か、何かが……あぁぁぁぁッ！」

			　シャルノスが最後に大きく腰を打ちつけた瞬間、コゼットの喉から悲鳴が迸ほとばしった。折れんばかりの弓なりに背中を仰け反らせる。

			「こ、これも絶頂……なの？」

			　リリアーヌは唖然となった。彼女が達したところは何度か見たが、激しさが段違い。口から泡を吹いて、正気を失ったように目を剥き、残像が見えそうなほどに全身をガクガク震わせている。

			「今、彼女は神の子を懐妊しました」

			　言葉を失うリリアーヌを踏みつけたまま、レンカは淡々と告げた。あまりの事に呆然となり、彼女の言葉が頭に入ってこない。

			　それでも、顔から、全身から、血の気が引いていく。

			　妹のように可愛がっていた少女が異形に犯された挙句、その子供を孕まされた。手も足も出せないまま、むざむざ彼女が穢されるのを許した衝撃と罪悪感。悲惨すぎる出来事の連続を心が処理しきれなくなり、リリアーヌは狂ったように絶叫した。

			「うわぁぁぁぁ！　コゼット、しっかりしてコゼット！」

			　絶望が信じられない力を生んで、手足を白い物質から強引に引き抜いた。転びながら駆け寄って少女を抱き起こすが、気を失っているのか返事がない。ただ、眠りながらも満足そうに舌なめずりする彼女に、胸の奥を抉えぐられるような痛みが走る。

			「こんなの嘘よ！　嘘に決まってる！」

			「事実です。数日のあとには、元気な赤ちゃんを産む事でしょう」

			「数日後？　ほら、やっぱり嘘じゃない。だって赤ちゃんは十か月……」

			「言ったはずです。神の御業だと」

			　コゼットを抱えるリリアーヌの上に、勝ち誇ったような顔のレンカが影を落とす。だが戦慄を覚えたのは、彼女に対してではない。翼をひとつはばたかせ、ふわりと立ち上がる白い女性。ゆっくりとした歩みで近づいてくる異形の姿に、身体が芯から凍りついた。

			　人形のように無表情。それなのに、女を犯したがっている欲求と欲望が、全身から溢れ出している。目に見えているわけじゃない。実戦を重ねたリリアーヌは、相手の気配や気迫に敏感だった。今はそれが仇となり、戦闘本能が危機感を訴える。威嚇されているわけでもないのに、腕の中の少女を放り出して逃げたい衝動に襲われる。

			「シャルノス様。この不信心なシスターに、あなたの偉大なるご意志をお示しください」

			　異形の傍らに跪ひざまずき、首を垂れるレンカ。その言葉に応じるように、リリアーヌを見詰める赤い瞳が、煌々と輝いた。

			「──!?」

			　シャルノスは言葉を発していない。だが、鮮血のように赤い光線が彼女とリリアーヌの目を結び、頭の中へ、直に何かを送り込んできた。

			「ひっ……ひっ……!?」

			　見えてきたのは、光と闇が混じり合い、色も形容しがたい混沌とした空間。上下の別も、時間の感覚もなく、人間には存在さえ認識できない世界。

			　初めて見る光景のはずなのに、なぜか覚えがあるような、不思議な感覚。

			　その中に「彼女」が漂っていた。何かと──おそらくは敵対する神と争い、敗れ、ただ虚無の空間に存在するだけのものとして。

			　どれほどの間、そうしていたのだろう。永劫とも思える時が流れ、意識も実在も曖昧になっていた、ある瞬間、激しく渦巻く闇の中に光の裂け目が現れた。

			　何気なく覗いてみると、そこは人間の世界。異次元から抜け出し、彼女は肉体を得た。最初に出会った人間の女性、レンカは、彼女にシャルノスの名を与えた。

			　そしてシャルノスは、ただひとつの目的のために動き始めた。

			　それは、己の分身を増やす事。人間の女を眷属として、犯し、孕ませ、子を産ませ、この世界の隅々まで自分たちで満たす事。

			　受肉によるものなのか、あるいは最初から備えていた本能なのかは分からないが、その行為のみに、彼女は激しい欲求を覚えたのだ。

			「あ……あぁ……？」

			　レンカによって集められた女性が、次々とシャルノスに犯されていくのが見える。顔を確認する事さえできない早さで、光景が続々と折り重なる。

			　やがて視界に、世界に、数えきれない白い小山が連なった。その中に、さらに無数の赤い点が現れる。それが幼い異形の目だと気づいた瞬間、全てが一斉にこちらを向いた。

			　──われに、そのみをゆだねよ。

			「いやあぁぁぁぁぁあッ!!」

			　声ではない「意思」が、直に頭の中に響く。まばたきよりも短い刹那に、過去と未来の膨大な場面が怒涛どとうのように押し寄せる。とても人間に処理しきれるものじゃない。圧倒的で暴力的な情報量に、リリアーヌは発狂寸前の悲鳴を上げた。

			「うあっ、あ、あ……ああぁぁ……」

			　吐き気に襲われ、だらしなく開いた口から涎が流れ落ちる。ごっそり体力を削られて、小柄な少女を抱えているのさえ辛い。

			「どうです。シャルノス様のご意志は理解されましたか？」

			　レンカの言葉に頷く。確かに、この異形の思惑は完全に理解できた。

			「よ……よく分かったわ。こいつが、仲間を繁殖させる事しか考えていないって事が！」

			　侮辱したのに、白い司祭は勝ち誇ったような狂信者の笑みで、高々と両手を広げた。

			「その通り！　産めよ増やせよ、地に満ちよ。まさに、あなた方の神の教えと同じです。ならば、シャルノス様に従わない道理がどこにありましょう！」

			「一緒にしないで！　こんなやつ神でも悪魔でもない！　ケダモノ以下の存在よ！」

			　さっき見せられた最後の場面。人外の子供で満たされた世界。もし、あれを本当に目指しているのだとすれば、現実のものにするわけにはいかない。

			（今ここで仕留めなくては……！）

			　リリアーヌは意図を悟られないように、コゼットを支えるのが辛くなったふりをして、静かに横たわらせた。彼女の頭を地面に置き、奇襲の機会を窺う。

			「やれやれ、この期に及んで、まだそのような戯言を」

			　レンカが呆れ顔で溜息を吐いた。気を抜いている今が好機と、得物を狙う猫のように、異形女性に飛びかからんとして背中を丸める。

			「あなたのお仲間は、もう完全にシャルノスの信奉者になったというのに」

			　ご覧なさいと、レンカが掌を上にして、リリアーヌの背後を指し示した。襲撃の呼吸を乱され舌打ちする。彼女の尊大な笑みに苛立ちを覚えながらも、警戒を怠らないように、ゆっくりと後ろを向く。

			　警戒心など呆気なく吹き飛んだ。そこにいたのは、探し求めた愛しい女性。

			「…………シスター・フラヴィ!?」

			　脚を崩し、お尻を地面につけて、くつろいだ雰囲気で座っていた。一糸纏わぬ全裸ながら、相変わらずの美しさ。再会の昂揚が胸に込み上げる。

			　けれど、それも警戒心と共に一瞬で消え去った。代わりに湧き上がるのは、疑念。本物かどうかを疑いたくなる姿を、彼女は見せていた。

			「シスター・フラヴィ……。あなた……」

			「ごきげんよう、シスター・リリアーヌ。あなたが追いかけてくるとは思わなかったわ。……いいえ。むしろ、あなたらしいと言えるかしら。相変わらず無謀なのだから」

			　優しい口調で苦笑するのは、いつものフラヴィ。でも、視線はリリアーヌに向けようともしない。彼女が聖母のように微笑みかけたのは、別の存在。その腕に、あの白い異形の幼女を抱き、乳首を咥くわえさせている。まるで、我が子に乳を与えるように。

			「シ……シスター・フラヴィ。な、何をしているのです。その子供は……」

			　赤みがかった金色の髪。見た目は十歳にも満たないが、乳を飲むような年齢ではないはず。そんな事など些細に感じるほどの疑問に、彼女は穏やかな声で答えた。

			「ええ、私の子よ。シャルノス様に抱かれて私が産んだの。可愛いでしょう」

			　柔らかな微笑みは、むしろ、気が遠くなりかけるほどの衝撃となって襲いかかった。

			　シスター・フラヴィという女性は、そんな悪い冗談を好む人ではない。彼女が言うのなら、それは紛れもない事実。行方不明になってから、十か月どころか三か月弱。その間に妊娠し、出産したという事になる。

			　幼女異形が口を離すと、乳首が母乳で白く染まっていた。小さな舌でそれを舐め取り、再び吸いつく「我が子」に、フラヴィが、慈愛に満ちた目を細める。

			「や……やめてください！　あなたの愛は、化け物なんかに注ぐためのものじゃない！」

			　声が掠れんばかりに訴えかけるが、どこ吹く風。子供の髪を撫でながら授乳を続ける。それだけでも気力を奪われるには十分すぎるのに、さらに信じがたいものから、どうしても目を逸らす事ができないでいた。

			　彼女のお腹が、真ん丸に大きく膨らんでいる。蹴られて失神する直前に見たものは、間違いではなかったのだ。

			　リリアーヌの視線に気づいたフラヴィは、妖しい流し目で微笑んだ。

			「これね、二人目なの。ふふっ、私からシャルノス様におねだりしちゃった。あの方に抱かれると、とーっても気持ちよくて、この世のものとは思えない幸せを感じるの。あぁ、シャルノス様ぁ。この子が産まれたら、三人目もお授けくださぁい」

			「そ、そんな……いやぁぁぁ!!」

			　フラヴィが恥ずかし気に頬を染める。彼女の告白を打ち消したくて悲鳴を迸らせる。

			　清楚にして可憐。誰もが憧れる女性。シスターの鑑。それが魔物の名を慈しむように口にしたうえ、自ら子作りをねだる。

			　もし、他の誰かから伝え聞いただけならば、絶対にありえないと余裕で笑い飛ばす事もできただろう。でも自分の耳で聞いてしまった以上、それも叶わない。彼女がシャルノスに犯されている場面が嫌でも鮮明に浮かび、とても正気を保てない。

			「これは夢。悪い夢を見ているの……！」

			　あんな悪魔ごときにフラヴィが負けるわけがない。そう自分に言い聞かせても、幼女異形に授乳し、二人目を孕んだフラヴィのお腹が、否応なしに現実を突きつける。

			「わたしは、何のためにここまで……」

			　両手を突いて項垂うなだれるリリアーヌの前で、乳を飲んでいた幼女が両手でフラヴィに抱きつく。だがそれは、娘が母親に甘えるような、微笑ましいものではなかった。

			「あらあら。この子ったら、また？」

			　フラヴィが地面に横たわる。その上に幼女異形がのし掛かり、再び乳首を咥える。さっきまでの授乳とは、明らかに違う吸い方で。

			「あ、はぁぁ……」

			　目を閉じたフラヴィが、熱い吐息を漏らした。膝が切なげに曲げ伸ばしされる。幼女異形の舌が、母親の乳首を震わせながら、舐め回している。これは授乳ではない。愛撫だ。

			「あんな子供が……!?」

			　リリアーヌが唖然となる間にも、娘から母への愛欲の行為はエスカレートしていった。乳首を転がしていた舌が範囲を広げ、たわわな果実のように量感のある乳房全体を、くるくると螺旋を描いて舐め回す。

			「あは……上手ぅ。とっても気持ちいい……」

			　母親に褒められて、幼女異形は嬉しそうな顔で尻尾を振った。シャルノスよりも人間寄りなのか、表情豊かに喜びを伝える。そしてフラヴィもまた、快感に耐えかねるように腰を左右にくねらせた。眉を寄せ、喘ぎも熱を帯びてくる。

			「はぁぁ……いい。すごく……はぁぁンっ」

			　その声で昂ったように、幼女異形の動きが活発になった。小山のような乳房を、麓から頂上までひと息に舐め上げる。同時に、もう一方を無造作に揉みしだいた。乱暴に掴まれた乳房の先端から、白い母乳が噴き上がる。

			「あぁンっ。おっぱい出ちゃうっ」

			　それすら快感であるように、フラヴィが笑みを蕩けさせた。幼女異形は、流れ落ちる乳を夢中で舐め取ると、下の方に移動した。自分の「妹」がいるであろう孕み腹を抱きかかえ、口づけの雨を降らしていく。

			「あぁん。そんなに強く抱き締めたら産まれてしまうわ」

			　咎めているのか悦んでいるのか分からない声でフラヴィが悶える。異形娘は母親の言う事を聞いて移動を始めた。テラテラ鈍く光る唾液の跡を残しながら、丸く膨らんだお腹を越え、下腹部の方へと下ってゆく。

			「や、やめて……」

			　フラヴィが魔物に嬲られているのに、リリアーヌは、衝撃と驚愕と失望に気力を奪われて、何をするべきなのか、ひとつも思い浮かばない。

			「やめて……」

			　自分の呟きさえ遠くに聞こえる。夢の中にいるように現実感がない。四つん這いの格好で固まったまま、茫然ぼうぜんと、二人の動きを目で追うだけ。

			　その間に、幼女異形が目的地に達した。

			「あぅン!!」

			　鋭い悲鳴で現実に引き戻された。フラヴィがお腹を突き出し悶えている。幼女異形が彼女の股間に顔を埋め、ぴちゃぴちゃと卑猥な水音を立てている。

			「あぁん、そこぉ。そこ、もっと強く……。そう、いいッ！」

			　恥じらいの欠片もない快感絶叫を聞かされて、リリアーヌの全身から力が抜けた。

			　下品なほど大きく脚を広げ、金髪を振り乱し、蕩けた笑みで娘に恥裂を舐められ悦ぶ彼女に、もはや、優秀な断罪シスターの面影はない。

			「はふぅ……。ンまぁあぁ……」

			　ママ、と言っているのだろうか。幼女異形が舌足らずな甘えた口調で、母親の反応を確かめるように視線を上げる。

			「いいわ、とっても気持ちいい。穴のところグリグリって……そう、そこ、そこぉ！」

			　再び娘に淫部を攻められ、激しく悶えるフラヴィ。膣口を抉られているのか、苦し気に眉を寄せる。だが舌なめずりする唇は笑みを湛え、しかも信じられない言葉を吐いた。

			「そこ……が、あなたが産まれてきたところよ。……ンふふっ。妹も安産になるように、いっぱいいっぱい濡らしてね」

			　母が娘に語りかける事じゃない。しかも相手は、人間ですらない異次元の魔物。

			「あ、あッ。おマメまでなんて……。おいたが過ぎてよ……ンッ…………いいっ！」

			　誰よりも深く神を信仰し、規律に厳しく、断罪シスターとして、姦淫の罪をもっとも憎んでいたはずのフラヴィ。その彼女が、同性の娘と近親相姦に耽溺している。どれほどの惨劇に見舞われて、ここまで堕落してしまったのか。

			「…………許せない」

			　リリアーヌの口から、地の底から響くような呟きが漏れた。

			「許せない」

			　怒りが込み上げる。失われていた気力と体力が、殺気となって息を吹き返す。だが憎悪の対象は、堕落したシスターでも、彼女を犯したシャルノスでもなかった。

			　フラヴィの膣口とクリトリスを堪能している幼女異形が、憎い。彼女の肌を、身体を、好き放題に楽しみ、あまつさえ愛を向けられているのが、羨ましくて堪らない。

			（その場所はわたしのもの！　シスター・フラヴィと愛し合う資格があるのは、わたしだけよ！　どれだけわたしが彼女に劣情を抱いていたかも知らないくせに!!）

			　リリアーヌが独占するべきその肉体を、無邪気に貪る異形が許せない。身体の内側で、己を焼き尽くさんばかりの炎が燃え盛る。

			　これは嫉妬だ。こんな醜い感情を抱いた以上、フラヴィの堕落を責められない。だがそんなものはどうでもいい。大切なものを取り戻すのに、神も信仰も関係ない。

			「やぁぁぁぁッ!!」

			　リリアーヌは、衝動のまま絶叫と共に駈け出した。幼女異形の細い首を掴んで縊り殺してやろうと必死になって手を伸ばす。

			　その行く手に、シャルノスが立ちはだかった。何もなかったところに、陽炎かげろうのように揺らぎながら一瞬で出現したのだ。だが頭に血が昇ったリリアーヌは超常現象に気づきもせず、ただの障害物としか認識できない。

			「邪魔をするなッ!!」

			　延髄に回し蹴りを食らわせる。棒立ちの彼女に避ける術はない。

			「──!?」

			　相手が並の人間なら、確実に首を折って絶命していただろう。だが、渾身の蹴りはシャルノスの片翼で軽く払われた。戦闘中に反撃されるのは珍しくない。考えるより早く反応し、反対側から蹴りを出す。しかし今度は、その足首に尻尾が巻きついた。

			「きゃ……ッ!?」

			　彼女の頭上まで一気に持ち上げられ、そのまま無造作に投げ捨てられた。地面に叩きつけられ、壁際までゴロゴロ転がる。洞窟内が妙な弾力の物質で覆われているので怪我はないが、衝撃は免れない。

			「かはっ……げほっ」

			　息が詰まって咳き込む。必死に呼吸を整えながら追撃を警戒する。しかし、シャルノスは悠然と立っているだけ。馬鹿にされているようで、ますます頭が沸騰する。リリアーヌは近くに自分の剣が落ちていたのを見つけ、急いで飛びついた。二本とも鞘を払い、姿勢を低くして斬りかかる。

			「どんな怪物だろうと、ここなら……！」

			　左右の剣を交互に振るい、彼女の顔を斜め十字に切り裂いた。自分でも驚くほどの鮮やかな手応えを感じ、今度こそフラヴィを穢す幼女異形を手にかけようと切っ先を向ける。

			　そんな激情に駆られながらも、戦闘の常套として、反撃に備えて視界の端に敵を残す。そのせいで、信じがたい光景を目の当たりにする羽目になった。

			「そんな……馬鹿なっ!?」

			　シャルノスの顔が、塞がっていく。ひとりでに、時間を巻き戻すかのように。肌は瞬く間に融合し、斬撃の跡など綺麗さっぱり消えている。彼女は具合を確かめるようにパチパチと数回瞬きすると、何事もなかったように再びリリアーヌを見下ろした。

			「み、見間違いよ。そんな事、あるはずがない！」

			　今度は間違いなく仕留めてやると、両手の剣を振り回して全身に無数の傷を刻み込む。その全てが、即座に跡形もなく塞がってしまう。攻撃を重ねるごとに、焦りが募っていった。一歩も動かず立っているだけの女に、何も痛手を与えられないなんて。

			「この……化け物ッ！」

			　破れかぶれの大振りが、シャルノスの左肩に食い込んだ。今度こそという執念を込め、心臓ごと身体を切り裂いていく。

			　おかしいと思うべきだったのだ。人体を、細身の剣なんかで容易に両断できるわけがない。しかし追い詰められたリリアーヌに、そこまで考える余裕はなかった。

			「……なっ!?」

			　肩から入った刃が脇腹に抜ける。血が噴き出すどころか、何の手応えもない。まるで水を切りつけた時のように、斬った跡さえ残らなかった。ここに至り、やっと本当に理解する。思い知る。

			　シャルノスが、人の力などでは及びもつかない存在なのだと。

			（こ……こんなのがいるなんて聞いてない!!）

			　ここで教会に文句を言っても事態の打開には繋がらない。でも身体も思考も恐怖に支配され、誰かのせいにしないと正気を保てない。

			　野生の猛獣から距離を取るように、じりじりと後退する。心の内が、逃げたい欲求に満たされていく。けれど、視界の中に、異形の娘に抱かれるフラヴィが映った。地面に横たわるコゼットも。たとえ穢されてしまったのだとしても、大切な人たちである事に変わりはない。見捨てるなんて、できるわけがない。

			（──助けたい！　助けなくちゃ！）

			　見失いかけていた使命感が、胸の中に湧き上がる。かといって、恐怖心も消えてくれたわけじゃない。逃げたい欲求との葛藤で、前にも後ろにも足が動かなくなってしまう。

			　その迷いを、レンカの表情が振り払った。怯えるリリアーヌを見下し、馬鹿にした、いやらしい笑い顔が。

			「こ……このぉ！」

			　脱出するのが正解だったかもしれない。仲間に連絡し、態勢を整えて再度襲撃する手もあったはず。だが、その間に逃げられたら追跡は困難になる。ならば、ここで決着をつけるのが、きっと最善の手。

			　否。そんな理屈など微塵も考えていなかった。馬鹿にされて激怒しただけの単純な感情で、無策のままシャルノスに立ち向かう。

			「……うわぁぁぁぁっ！」

			　胸のロザリオを引きちぎり、鎖で邪神の首を絞めつけた。これは剣を失った時の暗器。信仰の対象を武器に使う、断罪シスターの最後の手段。鍛えた技が何ひとつ通用しないなら、もはや神にすがる他はない。これで決められなければ、本当に手が尽きる。

			　希望は、あっさり打ち砕かれた。肩への斬撃と同じように、鎖が首をすり抜けてしまったのだ。予想できたはずなのに、その一瞬、無力感に襲われて、目の前が真っ暗になる。

			「く……っ！」

			「気は済んだ？」

			　飛びすさって唇を噛むリリアーヌを、レンカが勝ち誇ったように嘲笑った。

			「ふふん、ざまぁないわね。あぁ……思い出した。そういえば、そこの金髪のシスターさんもシャルノス様に手も足も出なくて、そんな顔をしていたっけ。それが、今はこの有様よ。あなたも神に逆らうのなんてやめて、素直に子を孕みなさい」

			「な……何ですって!?」

			　挑発されて激昂する。孕めなどという侮辱もさる事ながら、リリアーヌが負けるはずないと反射的に反発して。

			　だが、彼女の膨らんだ腹が、レンカの言葉を裏づける。反論の言葉を封じられる。

			　やはり撤退するべきだった。フラヴィでさえ敵わなかった相手を、リリアーヌがどうにかできるわけがなかったのだ。もし彼女がまともな状態だったら、冷静な判断ができない弟子を叱責していたはず。もう、そんな事すらしてくれないのかと思うと、絶望感で胸が潰れそうになる。

			「この……この……ッ！」

			　ロザリオを握り締め、やり場のない怒りを吐き出すだけのリリアーヌを、レンカが嘲笑う。唇を噛み締め、腸がちぎれる思いで背を向ける。今度こそここを抜け出して、仲間に助けを求めるために。

			　その判断は、あまりにも遅すぎた。数歩も進まないうちに、足首を何かに掴まれる。

			「きゃあ!?」

			　咄嗟に受け身を取り、顔が地面に激突するのは回避。振り返れば、ひとりの幼女異形が脚にしがみついている。蹴飛ばしてやろうとする前に、十数人もの白い幼女が飛びかかってきた。胸や腹に折り重なり、手足までも押さえつけられる。勢いでロザリオがどこかに飛ばされた。信仰の証を手離した瞬間、弱気が心の大半を浸蝕し始める。

			「お、重……いっ。ど……どきなさい……かはっ！」

			　だからなのか、異形を殴ろうとする手が止まってしまった。魔物とはいえ相手は子供。どうしても攻撃を躊躇せずにいられない。そうしている間に幼女異形は数を増し、跳ねのけるのが不可能な状態に陥った。白い裸体に覆われて、出ているのはほとんど顔だけ。あまりの重さに呼吸もままならない。

			「──ヒッ!?」

			　そこへ、シャルノスが影を落とした。群がっていた幼女たちが、あっさりと身体から降りる。そして、おのおの母親のもとへ飛んで行き、授乳や淫らな交わりを始める。

			　重しからは解放された。なのに、異形の目に射竦められ、身体を起こす事もできない。

			「な……なに？」

			　ゾクリと背筋に悪寒が走った。理由も分からず、身震いした自分を抱き締める。

			　彼女の瞳の輝きが、さっきまでと違う気がしたのだ。ガラスのように無機質だったそこに、生気のようなものを感じる。単に生命力を宿したというだけではない、異様な熱さ。

			　断罪の現場で何度も目にした、深く、歪んだ「性」への執着。

			　シャルノスが笑みを浮かべる。獲物をいたぶる高揚感が、三日月形の唇から漏れる。

			「いや……いやぁぁぁ!!」

			　相手の思惑を感じ取った「女」としての本能が、リリアーヌを絶叫させた。

			　コゼットやフラヴィの有様を目の当たりにしていながら、それでもなお、どこかで他者の出来事だった。自分の身に起きる事だとは、想像していなかった。

			　その邪神の欲望が、己に向けられた。身体の奥底から言い知れない恐怖が湧き上がる。

			（逃げなきゃ……は、早く……！）

			　気持ちは焦るのに、腰が抜けて立ち上がれない。尻もちをついた無様ぶざまな格好で、必死に後ずさりする。その背中に誰かがのし掛かった。またも幼女異形による妨害かと、顔から一気に血の気が引く。

			「どうして逃げるの、リリアーヌさまぁ」

			　そんな呼び方をするのは一人しかいない。いつの間にか目を覚ましたコゼットが、蕩けた笑みを浮かべながら背中に覆い被さってくる。恐怖心に囚われたリリアーヌは、こんな小柄な少女の圧迫すら跳ね返せない。

			「ちょ……。コゼット、やめ……」

			「さぁシャルノスさま。あたしのだーい好きなリリアーヌさまの身体、いーっぱい気持ちよくしてあげてください」

			「何を言って……きゃあっ!?」

			　あんなに命の恩人と慕ってくれたのに、そうとは思えない言葉でリリアーヌを地面に引き倒した。耳を疑う余裕さえない。反射的に飛び起きようとするが、その肩を白い腕に押さえ込まれた。

			　──おとなしくしていなさい。

			「…………んあっ!?」

			　短い言葉が頭に響いた。たったそれだけで、身体の自由が奪われる。赤い瞳から目を逸らせないまま、彼女の手が乳房に触れた。指先で、服の上から軽く掴んだだけ。なのに、そうとは思えない衝撃が全身を駆け巡った。

			「ひ、あ、何これ…………きひッ!?」

			　爪先から頭のてっぺんまで、淡い痺れに包み込まれる。それが快感である事は、すでに知っている。だが違う。フラヴィの修行、コゼットとの戯れ、禁断の自慰。そのいずれも遠く及ばない。心地よさの次元が比較にならない。

			「嘘よっ。こんなので、わたしが……！」

			　リリアーヌは頭を振って否定した。愛する人の手なら納得できるが、こんな化け物で快感を覚えるはずがない。

			　それを嘲笑うかのように、シャルノスが胸の先端を指先で軽く弾いた。

			「ひあぁぁぁぁ!?」

			　喉から悲鳴が迸る。背中が仰け反り、舌が突き出る。戦闘訓練でも実戦でも受けた事のない衝撃で、一瞬、意識が遠のきかける。

			（こ、これって……）

			　全身を通り抜ける解放感。ビクビクといつまでも止まらない細かな痙攣。頭ではなく、身体が即座に理解する。

			　今、自分が絶頂したのだという事を。

			　恐怖した。こんな化け物の手で快感を覚えたからではない。身体の奥が、疼く。理屈や感情とは関係なしに、肉体が、早くも次の絶頂を欲しがっている。

			（違う、違う！　わたしはそんな事求めていない！　やっぱり肉欲は罪……！）

			　必死に神の教えの正しさを自分に言い聞かせる。だが、シャルノスの手が何気なく脇腹に触れただけで、突風のような快感が巻き起こって思考が吹き飛ばされてしまう。

			「ふぁあ！　あ……」

			　瞬間的ではあったけど、頭が真っ白になった。服の上からで、この有様。もし直接肌に触れられたりしたら──。

			　嫌な予感を読み取ったように、シャルノスが服の襟に手をかける。それを無造作に左右に開くと、頑丈なはずの戦闘服が、紙切れのようにビリビリと音を立てて引き裂かれた。小振りな乳房が揺れながら飛び出す。

			「きゃあぁぁっ!?」

			　その慎ましい膨らみ具合を嘲笑うかのように、白い邪神が唇を歪めた。侮辱された憤りより、自信のない部分を見られた羞恥が先に立つ。とにかく胸を隠そうとして破れた服を掻き合わせるが、両手首を掴まれ、抵抗する間もなく地面に押しつけられた。

			「やだ……見るな……見るなぁ!!」

			　覆うもののなくなった無防備な胸を、邪悪な存在にまじまじと観察される。恥辱に屈するものかと声を張るけれど、思うように力が入らない。

			　乳房が、撫でられているようにゾクゾク感じる。羞恥心で肌が過敏になっているのかと思ったが、そうじゃない。シャルノスの視線が乳首に集中すると、全神経がそこへ集まったかのように激しく痺れる。触られてもいないのに、硬く尖った左右の先端を摘まれた感触を覚え、背中が地面から浮き上がる。

			「何これ、いや……いやぁ……!!」

			　訳が分からず、リリアーヌは目を見開いて泣き叫んだ。必死に身を捩って逃げようとするけれど、手首を掴んだ彼女の腕は、鋼鉄のように動かない。せめてもという思いで顔を逸らすが、その選択は間違いだった。無防備に晒した首筋を、長い舌に舐め上げられる。

			　──ぺろっ。

			「…………ッ!!　ひあぁぁぁぁっ!?」

			　洞窟内に悲鳴が響いた。爪先も指先もピンと突っ張る。嵐のような快感が体内を吹き荒れ、股間から温かい何かが迸った。下着を越えて太腿を濡らし、投げ出された脚の間に、ゆっくりと水溜まりを作ってゆく。

			　どこか懐かしくさえある、妙な解放感。だがそれは、逆に鈍った思考を鮮明にさせる。

			「…………あっ！」

			　温かさの正体に気づき、思わずレンカの方を見てしまう。そんな事をするべきじゃなかった。彼女の無慈悲な高笑いが、嫌でも目に入ってしまったから。

			「あははは！　驚いた！　聖女さまが、おしっこを盛大にお漏らしされたわ！」

			　リリアーヌの失禁を、その場の全員に聞こえるように、大音声だいおんじょうで喧伝する。いい歳をしてのお漏らしだけでも恥ずかしいのに、それをみんなに知られてしまうなんて。コゼットやフラヴィの顔を見る事もできず、死にたくなるような悔しさで顔は真っ赤。歯を食い縛りながら、首を亀のように竦ませる。

			　その間も、シャルノスの愛撫は止まらなかった。長い舌が、縮めた首筋を強引に舐め続ける。普通なら、失禁の羞恥に気を取られて感じている場合じゃない。それなのに、脚の間で欲求がさらに脈打つ。内腿が痙攣するたび、股間からおしっこが絞り出される。

			「いやっ！　ひ、あ、ンあ……ヒッ!!」

			　唾液のぬめりが頸動脈付近を往復するたび、軽い絶頂に繰り返し襲われる。首を振って逃れようにも、腕と同じように、舌の力強さに押し負けてしまう。相手が魔性なのを気にする余裕もない。短い悲鳴を上げながら、脚をジタバタ暴れさせる以外に何もできない。

			「や……ヒッ、やめ……ンぐっ！」

			　懇願したい弱気と、こんな連中に負けたくないという意地が、リリアーヌの中でせめぎ合う。半狂乱で首を振り立てると、レンカの嘲笑が視界を掠めた。辱めを受けているのを呑気に高みの見物されて、引っ込みかけた怒りが再沸騰する。

			「こ、こんなので勝ったと思ってるの？　わたし、は……必ず……こいつとあんたをぶち殺して……んあ、あひ……んぐぅ！」

			　決死の思いでぶつけた殺気を、彼女は緩んだ半笑いで受け流した。

			「何を言っているのです。こーんなに、たくさんお漏らしをしたくせに」

			　リリアーヌのお尻が動くたび、生温かい水溜まりがピチャピチャ音を立てる。言い訳できない悔しさに、唇を噛み締める。

			「それに、まだ始まってすらいないのをお忘れなのかしら。あなたはこれから、シャルノス様のお子を、その腹に宿すのですよ？」

			「──!!」

			　息を飲んだ。忘れていたわけじゃない。でも、衝撃的な快感と絶頂を繰り返し食らわされ、頭から飛んでいたのも事実。最大の危機から目を逸らして虚勢を張っていたリリアーヌは、レンカの目には相当な間抜けに映ったに違いない。

			「さあ、シャルノス様を受け入れられるよう、その汚れたものを脱がせてあげましょう」

			「や、やめ……ンあぁぁっ！」

			　足元に移動したレンカが下着に手をかける。抵抗はシャルノスに阻まれた。戯れのように、指先が両耳の穴をくすぐる。それだけで、リリアーヌは舌を突き出し悶絶した。

			「うあぁぁぁっ、ひあぁぁぁぁぁッ!!」

			　邪神が指を回すたび、頭の中身までグリグリと掻き回される感触がして、気がおかしくなりそうだ。かすかな摩擦も耐えきれないほどの快感となり、背中が波打つように跳ね上がる。その動きが、下着を脱がすレンカの助けになってしまった。

			「ほーら、脱げましたよ」

			「いやぁっ！」

			　足首から抜いた下着をレンカが見せつける。たった一枚の布切れを失っただけで、脚の間が心細さに委縮する。

			「ふんふん……。シスターといっても、おしっこの匂いは普通の女と同じですね」

			「やめて！　そんな匂い嗅がないで!!」

			　レンカが奪い取った下着を鼻に近づけ、失禁の残り香を確かめる。きっと自分を辱めて遊んでいるだけ。そうと分かっていても、受け流す余裕なんて残されているはずもなく、みっともないほど必死に怒声をぶつけてしまう。ただ、それすら彼女の期待する反応ではなかったようだ。

			「まだ逆らう余裕があるのですか。やはり受け入れ準備が済んでいない女は面倒ですね」

			「受け入れ準備？　一体、何を言って……」

			「説明するより、こちらの方が早いでしょう。……ねえ、シャルノス様」

			　怪訝な顔をするリリアーヌを一瞥いちべつし、レンカが邪神に囁きかけた。左肩に両手の指先を置き、媚びたように色目を使う態度は、司祭というより、まるで情婦。

			「この女、シャルノス様に抱かれるのが嫌なんだそうです」

			　その簡単な言葉で、白い邪神の表情が変わった。見た目に大きな変化はないのに、不機嫌なオーラが体外に溢れ出す。

			「え……ええ、その通りよ！　わたしは、神に仕えし断罪シスター。邪教徒の思惑通りになんかならないし、こんな化け物ごときに身体を許すとでも……んぐぁ!?」

			　拒絶を認めた瞬間、身体が浮いた。邪神がリリアーヌの首を掴んで持ち上げたのだ。片手なのに、リリアーヌがどんなにもがいても外れない。さっきと同じ、鋼のような腕力で首を絞められ、次第に呼吸ができなくなる。

			「く……がは…………あがッ！」

			「シャルノス様は、拒まれるのがお嫌いなのよ。だから、常にここから性欲を煽る波動を発してもらって、判断力の弱った女から側仕えに選んでいたの」

			　さらりとレンカが秘密を明かす。やはり邪淫の教団だったかと憎しみを込めて司祭を睨みつける。だが、そんなリリアーヌを見て、彼女は少し不思議そうな顔で首を傾げた。

			「でも、あなたには効果が薄かったのよね。まだ理性が残っていたみたいだから、あとにする予定だったの。それなのに、順番を待たずに割り込んだりするから……」

			　待っていたわけでも割り込んだわけでもない。言いがかりに憤慨するが、反論の言葉が出てこない。呼吸を止められているも同然の状態で、意識が朦朧としてくる。

			　身体が生命の危険を察し、涙と涎が溢れ出た。脚の間でも、チロチロと漏れたおしっこが内腿を流れ落ちる。任務で命を落とす覚悟はしてきたつもりだが、こんな終わり方なんて、無念で悔しくて、たとえ神の国に召されようとも、とても納得なんてできない。

			（せ、せめてシスター・フラヴィだけでも……）

			　自分はどうなってもいい。大事な人を逃がす事ができれば本望。そんな覚悟さえ、司祭の無情な言葉が打ち砕いた。

			「シャルノス様が機嫌を害すると、元に戻るまで大変なの。暴れまわって、何人が巻き添えで死んだ事か。女もお子も見境なしなのよ？」

			「な……なんですって!?」

			「……さて。あなたは、どれだけ道連れにするのかしらね」

			　レンカが、フラヴィとコゼットに視線を向けた。さらにその向こうには、罪のない無数の女性たち。ただの脅しだ。リリアーヌを従わせるための虚言に過ぎない。そう思い込みたかったのに。

			　──ビシィッ!!

			　苛立たし気に、邪神の尻尾が地面を打った。白い物質が大きく裂け、その下に隠されていた岩盤が露出する。砕かれた岩が小さな礫となっていくつも飛び散り、柔らかな壁にめり込んだ。幸い誰にも当たらなかったが、もし、今の勢いで直撃したら即死は免れない。ましてや尻尾を直接食らおうものなら、人間など一撃で破壊される。

			　蒼褪めるリリアーヌの前で、さらに肥大した尻尾が再び振り上げられる。その着地点にはフラヴィが。娘との絡みに夢中になって、危機に気づいていない。

			「さあ、お仲間の死を選ぶか。シャルノス様への服従を誓うか……」

			「やめて！　やめてやめて!!」

			　レンカの言葉を待たずに叫んだ。余計に首が締まって呼吸が詰まるが、意識が飛ぶのも厭わずに、何度も何度も声を張り上げた。

			「やめて……！　誓う、から。……服従を…………誓います……から……」

			　息苦しさではなく、苦渋の思いで言葉が途切れる。呼吸困難ではなく、悔恨で涙が零れる。邪悪な異形に服従するなど、神がお許しになるだろうか。

			（もう、これで……天国の門をくぐれないかもしれない……）

			　それでも、レンカがシャルノスに耳打ちし、尻尾がフラヴィから離れるのが見えて、心に安寧が戻った。リリアーヌの首を締めていた手も緩められ、地面に落とされる。

			「げほっ、がほっ……んあッ」

			　急に呼吸が戻り、しゃがみ込んで咳き込む。しかし休む間は与えられず、前髪を掴んだレンカに上向かされた。

			「呑気に休んでるんじゃないわよ。シャルノス様に服従の口づけをなさい！」

			　なんて約束をしてしまったのだろう。後悔で、胸が鉛を飲まされたように重くなる。

			（しっかりしなさい。これも、シスター・フラヴィを助けるためよ）

			　自分を励まし、顔を上げる。だがリリアーヌは、せっかく戻った息を再び飲み込んだ。脚を開いて立つ邪神。その剥き出しの股間が、いきなり視界に飛び込んできたのだ。

			「く……口づけって、まさかそこに……!?」

			　動揺を隠せない目でレンカを見上げる。普通のキスだってした事がない。ありえないと分かっていても、初めてはフラヴィに捧げたいと密かに願っていた。それなのに、大切な唇のバージンを、どうしてこんな化け物の性器ごときに捧げなくてはいけないのか。

			「逆らえば何が起きるか……もう分かっているはずよね」

			　レンカが囁きかけてくる。邪神の目が、犠牲者を探すように辺りを見渡す。

			「待って！　わ、分かった……。いえ、分かりました……」

			　絶対に嫌だ。心の底で拒絶が渦巻く。それでもリリアーヌは地面に両手を突き、気持ちに逆らって顔を上げた。

			　陶器のように白い肌の中、その亀裂だけは、毒々しいほどのピンク色。薔薇の花びらのような肉襞にくひだが、発情を示すように、ぬめぬめした粘液で濡れて光る。初めてまともに見る他人の女性器。邪神か悪魔か知らないが、多分、構造は人間のそれと同じ。

			　卑猥で忌まわしい悪魔の淫部を眺めていると、悔し涙がとめどなく溢れる。

			（くそ……ッ！　どうしてこんな……）

			　リリアーヌは目を閉じた。この馬鹿げた儀式を、とっとと終わらせるために。一瞬でも触れさえすれば、忠誠を誓ったとみなされるだろうと期待して。

			　視界が閉ざされると、花のように甘ったるく、でもそこはかとなく生臭い匂いが鼻孔を刺激した。お世辞にも芳香とは言い難く、顔を顰める。悲壮な決意も鈍りそうになるが、大切な人の命を守るため、息を止めて邪神の花びらに口づける。

			「…………ンッ!!」

			　予定では一瞬で終わらせるつもりだった。形だけ従ったふりをすれば十分だろうと。しかし、敵はそんなに甘くなかった。

			「舌を伸ばして！　隅々まで舐めて！　シャルノス様がくださる聖蜜ですよ。しっかりと飲みなさい！」

			　何が聖蜜だ。嵩にかかって高圧的に命令するレンカと、悦に入るシャルノスに、改めて殺意が芽生える。

			（くそ、くそ……この売女ばいたども！　必ずあとでぶち殺してやる!!）

			　聖女にあるまじき汚い言葉で罵り、涙を流しながら指示に従う。舌先で、恐る恐る邪神の女性器をなぞる。柔らかくて弾力がある、不思議な肉襞。コゼットのもので知った形や感触を、今度は舌先に覚え込まされる。

			　ただ、この味は、人間と同じなのだろうか。匂いと同じように、蜜のような甘ったるさと、魚のような生臭さが混同した変な味。こんなもの、教会の粗食にだって存在しない。

			　邪神に舌で奉仕しながら、悲しさで涙が溢れた。せっかく女性器に触れる機会を得たのに、どうしてフラヴィじゃないのだろう。

			　悔恨と悲哀から逃避するように、リリアーヌは奉仕に没頭した。頭の中を空にして、憎い相手の性器を舐め続ける。粘り気の強い愛液が舌を覆い、唾と一緒に喉へ落ちる。

			「はぁ……はぁ……。ん、ちゅ、ちゅる。れろれろ、じゅる、じゅぱっ」

			　しばらくして、リリアーヌは心の中で首を傾げた。荒い息遣いと、眉を顰めたくなるような粘着音が、やけに大きく耳に響く。それが自分の口で鳴っていると気づいた時、激しい混乱に陥った。

			　いつの間にか、鼻先をシャルノスの股間に深々と突っ込んでいたのだ。舌先を熱心に動かし、膣口から淫液を掻き出している。仕方なくキスしていたはずなのに、両手で彼女のお尻を引き寄せ、まるで自分から求めているように女性器に吸いついている。

			（わたし、何をしているの!?　でも、この味……何だか……）

			　疑問が浮かぶのに、淫らなキスをやめられない。邪神の淫液と知りながら、ワインをあおるようにゴクゴクじゅるじゅると喉を潤す。そうして邪神のネクターを際限なく飲み続けたリリアーヌの身体に、異変が生じ始めた。

			「はぁ……はッ、あ……ンはぁぁぁ……！」

			　熱い喘ぎが漏れる。首を絞められているわけじゃないのに、朦朧としてきた。シャルノスの脚にしがみつきながら、震える背中を反り返らせる。乳首も股間の突起も痛いほど尖り、とても我慢なんてできない。

			「な、何これ……！　か、身体が……変っ。……んあ、ふぁあっ」

			　忠誠のキスでこんな風になるなんて聞いていない。その憤りも、困惑の中に溶けてしまう。邪神の腿に頬を押し当て、懸命に身体を支える。

			　目の前を、淫蜜が小水のように流れ落ちた。これこそが異変の原因と容易に想定できるのに、咄嗟に舌が伸びて受け止める。

			「ンあぁぁぁぁッ!!　堪らないッ！　からだ熱い……熱いよぉ……！」

			　気がおかしくなりそうな悦びが、頭と身体を貫いた。震える手が邪神から離れ、仰向けになってのたうち回る。堪えきれない衝動が下腹部を襲い、腰を高々と突き上げる。

			「ンあぁぁんっ!!」

			　股間から、再び水流が迸った。放物線を描いて、爪先立った脚の間に、さっきよりも大きな水溜まりを作る。人前で二回目の失禁。だが羞恥心より、身体の内側を暴れる欲情を制御できない事におののき怯える。

			「いやぁぁっ！　これ、何とかしてぇっ！」

			　シャルノスが、上から覗き込んできた。リリアーヌのお腹に当てた人差し指を、股間の方へ滑らせていく。疼きが解消される期待感で思わず脚を広げそうになるが、魔物なんかに秘部を触らせるなど論外。聖職者としての矜持が愛撫を拒む。

			　だがそれは、欲求との戦いを、より困難なものにするだけ。

			（……これも、神の思おぼし召し……。神の与え給うた試練……！）

			　邪教徒の脅迫に屈した罰だと思えば、どんな苦痛にも耐えられるはず。

			　そんな悲壮な覚悟さえ、邪神の愛撫の前には無力だった。

			「ひぃぃあぁぁぁぁッ！」

			　彼女の指に縦筋を逆撫でされた途端、爪先が痛いほど真っ直ぐに伸びる。おしっことは違う液体が、プシュッと破裂音を立てて勢いよく噴き出す。服の上からの乳房愛撫で達したほどなのに、性器への直接攻撃をしのげるはずがない。

			「きひぃ、ん、あひ、ひぃぃぃッ！」

			　数本の指で陰唇を撫でられ、陰核を転がされる。感じさせようという意識の低い、触れるだけの愛撫。それが、雷のような衝撃となって全身を絶え間なく打ち据えた。感じすぎて肌が辛い。それなのに脚が開いていく。邪神の愛撫を受け入れようとしている。

			（いやっ！　こんなのイヤよぉ！）

			　それを拒んで理性が叫ぶ。悦楽を求める肉体との間で乖離が生じ、快感そのものが苦痛となって心身を責め苛む。

			　涙を流して悶絶するリリアーヌを、呆れ顔のレンカが覗き込んだ。

			「あーあ。やっぱり、あなたには早すぎたのよ。ちゃんと洗脳が済んでいないのに乱入したりするから、苦しい思いをするの。変に抵抗なんてせず、素直になりなさいな。シャルノス様に全てを委ねれば、この世ならざる楽園に行けるわよ」

			「そ、そんな甘言に……あひ、ひは、んひ、ひぐッ」

			　虚勢を張っても、身体が上下に波打つのを止められない。そんなリリアーヌの両脚を、シャルノスが掴んで持ち上げた。スカートが逆さにめくれて、失禁で濡れた下腹部が剥き出しに。彼女は、羞恥で強張る膝を肩に乗せると、股間に顔を近づけてきた。

			「な、何を……いやぁぁぁッ！」

			　怖い予感に悲鳴を上げる。浮き上がったお尻をどうする事もできないうちに、彼女の唇が吸いついてきた。

			　──ちゅぅぅぅ。

			「はぁぁぁうッ！」

			　性器への攻撃に身構えていたら、吸引されたのは鼠径部。予想を外した不意打ちが、むしろ堪らない痺れとなって、浮いた腰をさらに跳ね上げさせた。肩に乗った膝が真っ直ぐに伸び、収縮した内腿の筋肉が、さらに淫液を噴出させる。愛撫中の顔を直撃したけれど、彼女は気にする様子も見せず、今度こそ核心部に口づけてきた。

			「──ヒッ!!」

			　まるで味見をするように、舌先がチロチロと縦溝をくすぐる。かと思うと、唇と陰唇をしっかり重ねて擦り合わせる。長い舌が陰唇を掻き分け、本人に性器の形を教え込むかのように、ねっとりと動き回った。

			「ふわぁぁぁ……。んあぁぁぁぁ……！」

			　彼女が口づけを交わすたび、めくるめく快感が頭の中で七色に弾ける。涎が垂れるのも気にならないほど、呆けた顔で舌愛撫に酔い痴れる。

			（だめ……。気をしっかり持ちなさい！　耐えていれば、必ず反撃の機会が……）

			　──ズズズズズッ！

			「ンひぃッ!!」

			　わずかに残った理性さえ奪うように、シャルノスが淫蜜を啜すすり上げた。洞窟内に派手な水音が反響し、離れた場所で睦み合う母娘までが、興味深げに顔を上げる。

			「あらあら、すごい音。どれだけ濡らしていたのよ、このシスターは」

			「違……っ。濡れてなんか…………ふぁあぅあぁぁぁっ」

			　シャルノスが舌先で膣口を抉る。掻き出された大量の粘液が、お尻の谷間から雫となって垂れ落ちて、レンカの嘲笑に対する反論が説得力を失う。

			（へ、変よ。いくら何でも、こんな濡れ方……）

			　人ならざる者の手で強制的に発情させられているとはいえ、愛液の量が多すぎはしないだろうか。その疑問を解消する事はできなかった。陰核を舐め上げられて、頭が真っ白になる絶頂へと飛ばされてしまったからだ。

			「ふぁう、あぅ、んあぁぁぁっ！」

			　ガクガクと腰が大きく跳ね上がり、シャルノスの肩から落ちてしまう。地面に横たわって全身を細かく引き攣らせる。

			　それが鎮まるのを待たず、シャルノスがリリアーヌの足首を掴んだ。彼女も地面に腰を下ろし、二人の脚を交差させる。

			「こ、これって……」

			　身体に緊張が走る。彼女がコゼットに施していた、性器同士のキス。少女の狂ったようなよがり方を見ているだけに、自分もああなってしまう恐怖に背筋が凍る。

			　しかし──胸の奥底で、どれだけ気持ちいいのか知りたい欲求が、むくりと小さく蠢いた。快感への扉を力ずくでこじ開けられ、蝶番が緩んだ心は、本来なら忌避すべき好奇心の侵入を容易たやすく許してしまう。

			　それが、取り返しのつかない選択だと気づかないままに。

			「ふあぁぁぁぁ……」

			　陰唇同士が触れた。さざ波のような痺れが身体の内と外を走り、全身が総毛立つ。その快感は、むしろリリアーヌに恐怖をもたらした。聖職者にあるまじき好奇心に負けた事を後悔し、本能的に腰を引こうとする。

			「あれ？　何で……どうして離れてくれないの!?」

			　頭では逃げたつもりだった。しかし腰は離れるどころか、円を描くようにして密着度を高めていく。

			「何よこれ……。いや、怖い……。ふ、あ……あン、あっ」

			　ぬちゃぬちゃと、低くて鈍い粘着音が不安を掻き立てる。指や舌とは感覚が別次元すぎて理解が追いつかない。性器の縦溝に沿ってシャルノスが動くと、吊られてリリアーヌの腰も動き出す。肉襞も勝手に蠢き、彼女のものを求めるように絡みついていく。

			「あははっ。この世でもっとも淫らなキスの味はいかが？」

			「いやぁ……いやぁぁ……！」

			　レンカの嘲りにも、リリアーヌは子供のような泣き声でしか応えられなかった。頭では駄目だと思っているのに、身体は貪欲に快感を求める。シャルノスの脚を抱え、自ら派手に腰を躍らせる。どんなに涙を零そうと、体内に渦巻く甘美な痺れに逆らえない。

			「嘘よ！　こんなのウソ！　肉欲は悪……穢けがれ、悪魔の……あぁぁぁう！」

			　淫唇同士が激しく擦れ、ただでさえ支離滅裂な言い訳が意味を失う。

			「肉欲こそ、もっとも享受するべき悦び。神が与え給うた生きる意味。それを禁じるなど愚の骨頂。生命を冒涜する、大いなる過ちなのです！」

			　両手を上げてレンカがご高説を垂れる。それをねじ伏せるに足る言葉を持っているはずなのに、何も出てこない。漏れるのは熱い喘ぎだけ。

			「あ、あん……。ふあ、あ、あ……はぁぁぁぁう」

			　自分でも表情が蕩けていくのが分かる。目は焦点を失い、涎で濡れた唇を舐め、尖った乳首を邪神の脚に擦りつけて自ら快感を増幅させる。肉欲を拒む気持ちだけは残っているけれど、傍から見れば、どう取り繕っても性の虜。

			「いい感じになってきましたね。そろそろ仕上げの頃合です」

			　少し前に、同じような言葉を聞いた気がする。だが思い出そうとすると肉襞の快感が頭を貫き、思考を邪魔する。

			　そんな中でも、リリアーヌは異変に気づいた。さっきから、女性器に触れる感触が違っている。脚を交差させた姿勢は変わっていないのに、まるで唇や舌で舐められているような違和感。頭を起こし、淫裂同士のキスを呆けた目で眺める。

			「…………ヒッ!?」

			　まるで、ではなかった。そこを舐め回しているのは、文字通りに舌や唇。異様な光景に息を飲む。背筋が凍りつく。

			　シャルノスの淫裂が、人間の口の形に変形していたのだ。

			　もとより、翼や尻尾を持ち、神を自称する異形。どんな変化もありえなくはないが、それを受け止めきれるかは別問題。人間の許容を超えた快感責めによって、正気と狂気の危うい狭間に追いやられていた心が、その天秤を大きく傾けた。

			「いやぁぁぁ！　誰か……誰かぁぁぁッ！」

			　狂ったように絶叫する。断罪シスターの尊厳をかなぐり捨てて助けを求める。だが救いの手を差し伸べる者はいない。そんな哀れなシスターに、邪神は容赦しなかった。

			「──ッ!?」

			　下腹部をさらなる異常が襲い、瞬間、呼吸を詰まらせる。シャルノスの「下の唇」から細長い舌が伸び、胎内に潜り込んできたのだ。

			「ヒッ、ヒぃぃぃぃぃッ!?」

			　それは、まるで小型の蛇。陰唇を掻き分け、膣口に頭をくぐらせ、螺旋を描くようにして産道を遡上する。あまりに異様な感覚に、恥も外聞もなく甲高い悲鳴を上げてしまう。

			「やめてやめて気持ち悪い！　しょ……処女だけは……いやぁぁぁ！」

			「心配せずとも、シャルノス様は純潔を奪いません。処女膜を完全には破らないように、気遣っておいでなのです」

			　レンカが説明するけれど、何の慰めにもならない。魔物の舌に犯されている事実に変わりはない。

			「こ、こ、こ……これのどこが純潔を守って……いるって……ひ、ひ、ひぎぃッ」

			　異様な気持ち悪さに目が見開いた。体内の舌先が、レロレロと膣壁ちつへきを舐め回している。人間同士の交情では絶対にありえない感覚で、身体中に虫唾が走る。

			「うあぁぁぁ、あぁぁぁぁっ！」

			　リリアーヌは両の手足を放り出し、狂ったように叫び続けた。シャルノスは身体を起こして、股間から伸ばした淫裂舌を挿入したまま、愉快そうにそれを眺める。そして、さらに奥深くへと一気に押し込んできた。

			「きひぃッ!?　そ、そこは……そこぉぉぉ！」

			　膣の先、お腹の奥。異形の舌が子宮にまで到達した。体内なんて見えなくても、動きが分かる。子袋の形や大きさを確かめるように、くまなく内側をなぞっている。

			　あまりにおぞましい感触。悪魔の所業。それが我が身に起きているという、信じられない、信じたくない事実。

			「うそ……こんなのウソよ！　いえ、これは夢。夢なのぉ」

			　気がおかしくなる寸前で、現実逃避をした。たとえ夢でも、心に思い浮かべた欲望ならば神はお許しにならないだろう。だが、そう思い込む事でしか精神を守る術がない。

			「あらあら、なんて淫らに波打つ腰。そんなにシャルノス様の舌が気持ちいいの？」

			「そんなはず……ない、な……んひぁっ！」

			　レンカの囁きに大きく首を振って否定するが、それこそが嘘だった。こんなにも恐ろしいのに、おぞましいのに、子宮が悦んでいる。膣肉も収縮し、不躾ぶしつけな侵入者を歓迎するように力いっぱい抱き締める。腰も前後に動いて、淫裂舌を扱きまくる。

			「いや……このままじゃ……だめ……なのに……っ」

			　胎内が昂ってくる。今までで一番の大きなうねりが、身体の奥からやってくる。

			「自分を解放しなさい。快感に抗あらがわず、肉体の求めるままに受け入れるのです」

			　司祭が礼拝の時のように朗々と説く。思考力を失いつつある頭に、それは天啓のように染み込んでいった。

			「あぁぁ……気持ちよく、なっちゃ、う。だめに……なっちゃう！」

			　尿意に似た焦燥感が股間に走る。内腿の筋肉が強張り、飲み込んだ舌を膣口で締めつける。神をうそぶく者でも痛みは感じたのか、シャルノスが顔を顰めた。けれどその口元に浮かぶのは、かつてないほど嬉しそうな三日月型の笑み。淫欲に輝く彼女の赤瞳が、リリアーヌの鼓動を昂らせる。

			「本当に駄目っ。イッちゃう……。ダメなのに……イッ、ちゃう!!」

			　膣口が窄すぼまって、淫裂舌を強烈に締めつけた。そこから何かを搾り取ろうとするリリアーヌの反応に歓喜して、シャルノスの嬌声が頭に響く。

			　──うけとりなさい。

			「うぁ、はぁぁぁうぁぁぁぁっ!!」

			　淫裂舌の先端から何かが飛び出した。あまりの勢いに、身体が四散しそうな錯覚を起こす。液体や粘液といった、実態を持つものではない。熱くて、ねっとりとして、神の力としか表現できない波動が、処女の子宮を満たしていく。

			「ふぁあっ!?　お腹熱い……あちゅういっ！　にゃにコレ気持ちいいっ。あちゅいのよすぎて……また……またイッちゃうぅっ！」

			　目を見開き舌を伸ばし、背中を弓なりに反らして、リリアーヌは終わりの見えない絶頂に痙攣し続けた。頭が真っ白、なんて生易しいものじゃない。お腹に打ち込まれた妖しい波動が狂おしいほどの快楽となって、肉体の全てが淫欲にまみれる。

			「あはははっ。喜びなさいシスター・リリアーヌ。あなたもめでたく、処女の身のまま、シャルノス様のお子を孕んだのです！」

			　言われずとも、本能で理解していた。お腹に、子供を宿したのだと。

			　清くあらねばならない身体を、穢された。どこの何者かも分からぬ異形によって。神に顔向けできぬ極めつけの罪を背負わされ、目の前が真っ暗になる。

			　だがそれは心の問題。身体の方は、絶望に沈むほどの余裕すらなかった。

			「何これ、何これ！　イッたのに、足りないっ。まだ、まだ欲し……欲しいっ！」

			　肉欲が暴走する。身体の全てが快感を欲しがっている。秘部や胸は言うに及ばず、唇も指先も、お腹もお尻も、髪の先端に至るまで、激しい欲情に苛まれる。

			「助けて……誰かぁぁぁ！」

			　その声に応じてくれるのは、邪神のみ。絶叫するリリアーヌを抱き起こし、豊満な胸に顔を押しつける。地獄のような疼きをどうにかしてくれるなら、相手なんて誰でもいい。両腕で相手の背中にしがみつき、両脚を腰に絡みつかせ、その深くて柔らかな谷間の底に鼻先を擦りつける。

			「ふぁ……ンあぁぁ……」

			　彼女の甘い匂いを胸いっぱいに吸い込んで、心の平穏を取り戻そうとした。だがそれは逆効果。淫裂舌を咥えたままの股間はますます熱く脈動し、心臓も破れそうに激しく鼓動を打ち鳴らす。

			　ふと、彼女が自らの左乳首を頬に当ててきた。考える事に疲れたリリアーヌは何の疑問も抱かずに、硬く尖った薄紅色の蕾つぼみを口に含む。

			「ンあっ……？」

			　とろりと甘い液体が流れ込んできた。味も匂いも、飲みなれたミルクそのもの。悪夢のような時間が延々と続く中、そんなものに安らぎを覚えてしまったリリアーヌは、無意識のうちに吸いついた。

			（……わたし、何てものを飲んでいるの？　これは邪神の母乳じゃないの!?）

			　頭の片隅で、わずかに残った理性の欠片が警告する。邪神なんかに授乳され、自尊心が激しく傷つく。でも口腔いっぱいに広がる芳醇な味わいが病みつきになって、口を離す事ができない。無我夢中で吸い続け、お腹の中に流し込む。

			「…………？」

			　乳首に触れていた舌が、違和感を覚えた。突起の方が能動的に動き、絡みついてくるかのようだ。唇も強く吸われ、その理由に思い至る。

			「──ンっ!?」

			　慌てて顔を離す。予想した通り、性器同様、シャルノスの左乳首が唇に変化していたのだ。本能的に身体を反らそうとするが、邪神の腕の方が強い。力ずくで引き戻され、再び乳唇との口づけを強要される。

			「んむ……っ。離せ……ん、むぅっ！」

			　乳唇の吸引力で離脱が叶わない。乳舌に舌を搦め捕られて口を閉じる事さえできない。そこへ、唾液ならぬ母乳が噴射された。口腔から溢れるほどの勢いと量に負け、思わず飲み込んでしまう。

			（これ、きっと飲んだらダメなやつ……でも……んぐぅ！）

			　身体の欲求に抗いきれず、自ら舌を絡めて母乳を甘受する。チュパチュパと音を立て、ミルクの味の唇を貪り合う。

			　その音と感触が、白く濁ったリリアーヌの思考に、重大な事を思い至らせた。

			（ちょっと待って……。これって……キス？　わたし、キスをしているの!?）

			　初めての、口づけ。

			　女性にとって、時に一生の思い出にもなる大事な儀式。シスターとはいえ、心ときめくはずだった瞬間を、こんな化け物の乳唇に捧げてしまったなんて。

			（違う、違う！　こんなものが初めてのキスであるはずがない!!）

			　化け物の一部が変形した偽唇を相手にしたところで、数のうちには入らない。悲哀に流されそうな心を必死に繋ぎとめ、自分を納得させる。

			「ど……どんなに身体を穢されようと、心まではあなたなんかに……」

			　懸命に顔を上げ、邪神を睨みつける。きっと望んだ迫力には及んでいないだろうが、それでもできる限り目を吊り上げて、悪魔の思惑に屈しない意思を視線で示す。

			　そのつもりだった。

			「…………ふわっ!?」

			　両の乳房が不意打ちの快感に包まれる。彼女の胸の先端が左右ともに唇化し、リリアーヌの乳首を咥え込んだのだ。舌で転がされ、歯で甘噛あまがみされて、堪らない快感に背中が仰け反る。しかも股間の淫裂舌まで抽送ちゅうそうを再開し、波打つ螺旋摩擦で膣内を責め立てた。

			「そ、そんな……全部いっぺんに、なんて……ふぁ、ふぁ、ンあぁぁぁぁ……！」

			　反抗的な目はあえなく蕩け、切ない快感に声も身体も微細に震える。さらに弓なりに、折れそうなほど反らした背中が、凄い勢いで再び抱き寄せられた。そして頬を挟まれたと思った瞬間。

			「ンむぅ！」

			　唇を塞がれた。今度は正真正銘、本当の口同士で。彼女の肩を殴り、押し返そうにも、乳首と淫部の快感で力が入らず、舌と唾液による蹂躙じゅうりんを許してしまう。

			「いやっ！　わたしは……シスター・フラヴィと……ふぁあンむっ」

			　叫んで動いた舌が彼女のものと擦れ合い、逆に頭の芯が甘く痺れる。深く捻ねじ込まれた舌で口腔内を掻き回されて、目眩を起こす。指先も強張って、白い肩にしがみついた。

			　嫌だった。信じられなかった。唇の初めてを奪われた事も、相手がフラヴィでなく邪神である事も。

			　何より、このキスに、嫌悪ではなく、快感を覚えている自分も。

			（どうして……どうしてこんな目に……）

			　自分はまだ純潔だと信じるための、最後の砦も呆気なく陥落し、リリアーヌは、悲しさと屈辱で涙を零した。その間も秘部と乳首は変形唇にしゃぶられて、身体の芯まで快感で震える。本当の口でも二人の唾液が混じり合う。口腔に残っていたミルクも攪拌かくはんされて、甘美な匂いが頭を直撃する。
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（いや……いやぁぁぁ……！）

			　何度目になるか分からない絶頂感が、身体の奥で疼き出す。涙目で周囲を見渡し助けを求めた。でもフラヴィはずっと娘に抱かれて悦び、コゼットも、犯されるリリアーヌを眺めながら自慰に夢中。愛する誰もが、異様な性愛に侵されているのだと再認識しただけに終わり、胸を絶望という名の重いヴェールが完全に覆い尽くした。

			「まだ……あっ。終わりじゃない……ンっ。絶対に、お前を……お前たちを倒して、ここから出て、それから……それから……あ、んあっ、来る……また来ちゃう！」

			　復讐の宣言は、熱い喘ぎに掻き消される。肉体の悦びに溶けていく。胸と性器だけでなく、包み込むような翼に背中を逆撫でされて、狂気じみた快感嵐の中に放り込まれた。

			「たす……助け……ふぁあぁぁぁッ!!」

			　我慢の限界を超えて邪神の首にしがみつく。鼓動が際限なく高鳴って、頭に血が昇って思考がほとんど機能しない。心に空いた隙のせいなのか、間近に迫る彼女の人ならぬ美しさに強く惹かれてしまう。

			　シャルノスが挑発的に舌を伸ばした。許容を超えた快感に苛まれたリリアーヌはそれを拒めない。自らも首を伸ばして強く吸いつく。

			「んふぅン!!」

			　激しい悦びが身体を貫いた。ぐちゃぐちゃと唾液を飛ばして舌を絡め合う。四枚の舌に犯されて、リリアーヌの心も身体も快感の渦に飲み込まれていく。

			「駄目これ、これ、だめ……。き……きもち……いいぃぃぃッ!!」

			　乳首、陰核、そして舌先。全ての舌に敏感な部分を弾かれた瞬間、意識が途切れた。悦びだけに身体を包まれ、天に昇るような心地に全身を震わせる。悦楽の表情で邪神に抱きつき、上の口からは涎を垂らし、下の口からも、失禁のように淫蜜を垂れ流す。

			「ふ……あ、あ……ん……あぁぁぁ……」

			　絶頂が引き、わずかながら思考力が戻ってきた。そして、戦慄せずにいられなかった。

			　自分がした行為に。自分が叫んだ言葉に。

			　そして、自分のお腹の中で、異変が蠢き始めている事に。

		

	

			第四章　邪神娘との禁断相姦

			


			「はぁ……」

			　リリアーヌは、己の姿を見下ろし、嘆きの息を漏らした。

			　潜入時に着ていた戦闘服は、前も後ろも破れて形を失い、身体に纏わりついているだけの端切れも同然。頭のヴェールも凌辱の最中に外れて行方不明。手離した十字架も、洞窟内のどこかにはあるのだろうが、もはや、どこにあるのか見当もつかない。

			　囚われの身となって、何日経っただろう。レンカが朝夕の礼拝のために行き来した回数を数えた限りでは、おそらく三日ほど。だが確証はない。一度も地上に出る機会を得られず、睡眠も不規則で、次第に時間の感覚が曖昧になっていく。

			　その短い間に、リリアーヌの身体は著しく変化していた。

			　下腹が、膨らんでいる。シャルノスに種つけをされた翌日から急に大きくなり始めた。それ以外に体調の変化はないが、日ごとに、確実に重くなっていく。

			　妊娠させられた現実を、否応なしに突きつけられる。

			　今は人の頭ほどで、通常の臨月に比べればかなり小振り。他の女性の様子を窺う限り、それ以上にはならないようだ。動きにも大きな支障はないし、或いは、ここからの脱出も不可能ではないかもしれない。

			「あ……あぁぁぁ……」

			　それでも、あえてここに留まっていた。正確には、そうせざるを得なかった。シャルノスによる苛烈な快感責めで、気力を削られたのも理由のひとつ。しかしそれより、リリアーヌを離してくれない存在の方が大きかった。

			「やめて、離して……ふぁあぁぁっ」

			　悩ましい喘ぎが、とめどなく漏れ続ける。膝を立て、お尻をついて座り込んだリリアーヌの左右から、コゼットとフラヴィが抱きつく。二人とも邪神の子を妊娠中。理性を失った蕩け顔で、それでもお腹を庇うのを忘れずに、身体中に愛撫の手を這わせてくる。

			　シャルノスに犯されてからというもの、ずっと彼女たちに嬲られ続けていた。

			　体力が尽き、疲労困憊になって寝ている以外は、ほぼ同性性交の爛れた時間。そんな状態が続いたら感覚が麻痺しそうなものなのに、肌は日に日に敏感になるばかり。底の見えない快感地獄に、身体の方は早々に屈した。それが、愛する人たちから与えられているとなれば、なおの事。心まで陥落するのは時間の問題に思えた。

			「お願いやめて！　こんなの……いけない！」

			「何がいけないの、リリアーヌさまぁ。前は、あたしが気持ちよくしてもらったからぁ、今度はあたしが、いっぱい気持ちよくしてあげるんですぅ」

			「まあ。私のいないところで楽しんでいたなんて、ふしだらな子たちね。お仕置きです」

			　右側に陣取ったコゼットが乳首を転がす。左側からはフラヴィが淫裂をくすぐる。二人でリリアーヌの耳朶みみたぶに舌を這わせ、ぴちゃぴちゃと唾液の音を聞かせまくった。

			「それ駄目っ！　感じすぎて……おかしくなるっ。ゆ、許してぇ!!」

			　背中を這い回る快感に耐えかね許しを請うが、厳しい先輩シスターは容赦しない。

			「しっかりしなさい、シスター・リリアーヌ。お腹の子に示しがつきませんよ」

			「そんな事、言わないで……」

			　凌辱を思い出させる言葉なんて、フラヴィの口から聞きたくない。涙目で見上げるリリアーヌの頬に、優しい手が添えられる。目を閉じながら、顔を寄せてくる。

			　唇が、重ねられた。途端に舌が潜り込み、激しく淫らなキスになる。

			「ん、んむっ……むぅぅっ！」

			　リリアーヌは、呻きながら眉を寄せた。夢にまで見ていた彼女との口づけ。本当なら、それはとても素敵な、そこで死んでも悔いのない、一生の宝物になるはずだった。

			　シャルノスから解放された直後、フラヴィは真っ先に飛んできて唇を重ねた。穢されたリリアーヌを憐れんでくれたと思ったのに、彼女が求めたのは、口の中に残った邪神のミルク。唾液ごと舌で掻き集め、残り香までも吸い尽くそうとする姿は、崇拝に近いほど憧れた聖女とは思えないほど浅ましく、悲しさで胸が潰されそうだった。

			　今しているこれも、きっと快感を欲しがっているだけのキス。

			「んむ……む……。ちゅ、ちゅぱ。じゅるるる、じゅるぅっ」

			　下品な音を立て、フラヴィが唾液を啜る。知性を感じない蕩けた瞳で、唇に吸いついてくる。ここまで邪神に洗脳されてしまったのかと悲嘆にくれる、その一方で。

			　哀しさを遥かにしのぐ悦びが、リリアーヌの中に、確実に存在していた。

			　こんな事態に陥っていなければ、彼女と淫らな行為に及ぶなんて絶対になかった。片想いの気持ちを胸に隠したまま、生涯を終えていたはず。

			　だからといって、シャルノスに感謝する気など毛頭ない。ないのだが、彼女と触れ合えると思うだけで、重くなったはずの胸が歓喜に弾む。自分も舌を差し出して、吸引される痛みに鼓動を高鳴らせる。

			「シスタ……フラヴィ……。ん、んあ、あふ……あんっ」

			　そのキスに、いきなり邪魔が入った。フラヴィの娘が割り込んで、リリアーヌから引き剥がす。三人が絡む傍らで自慰をしていたが、いつまで待っても構ってもらえないので、我慢が限界にきたようだ。

			「まぁ……まぁぁ……！」

			　母親の胸に顔を擦りつけ、乳を吸い始める異形の娘。それを見ても、リリアーヌは可愛らしいなんて思えなかった。幼子といえど、これは邪悪な存在。そうでなくとも己の道徳心と戦いながらフラヴィとの愛欲に耽っているのに、邪魔する者を許せるはずがない。

			「か、返して……シスター・フラヴィを……！」

			　今度はリリアーヌが嫉妬心を丸出しに、幼女邪神に掴みかかろうとする。しかし、横から飛びかかってきたコゼットに、抗う間もなく唇を塞がれた。

			「リリアーヌさまぁ。今度は、あたしの番ですよ。ん、じゅる、ちゅばばば、ずるぅ！」

			「コゼット待って……ンふぁっ！」

			　フラヴィより激しい舌使いに背筋が強張る。身動きできなくなった一瞬で、地面に押し倒されてしまう。この地下堂に来てからというもの、肌が過剰に敏感になって忍耐力が働かない。少女の舌が首筋に移動し、さらに強烈な痺れで全身が硬直する。

			「だめっ。そこ舐めちゃ……はひっ、ひぃぃぃッ」

			「んふぅん。リリアーヌさま、こんなので音を上げてたら、次は耐えられませんよぉ」

			　コゼットが目を細める。そんな悪戯いたずらっぽい表情は、元の彼女と変わらない。

			（この娘、いやらしい事をされるのが嫌でここに来たのに……）

			　そんな純朴な少女が、同性との淫ら遊戯に耽溺するほど、精神を改造されてしまった。哀れで、守ってあげられなかった事が申し訳なくて、快感に逃げ道を求めた。

			　少女の舌が下腹部へと向かう。一番気持ちいい部分に到達するのを心待ちにして、無意識に脚が開く。

			「れろっ。れろれろ、ずるるる、じゅるん」

			「んあぁっ！　あん、はひっ、ひぃぃんっ」

			　溢れる蜜を舐め取られる。濡れてふやけた肉襞に、彼女の唾液が塗りたくられる。指で開いた縦溝が、隅から隅まで舐め回される。性器を晒しての開脚なんて、聖女として死にも値する恥ずべき行為。けれど、ひと舐めごとに彼女の深い愛情を塗り込まれていくようで、身体の快感だけでない昂ぶりに胸が熱くなっていく。

			「リリアーヌさまのここ、安産になるように、いっぱい濡らしておいてあげますね」

			　コゼットまでが邪神の子供の事を口にした。忌まわしい現実を忘れさせてくれない彼女たちが、恨めしくなってくる。

			「言わないで……。あ、ひっ！　舌……激し……んあっ！」

			　違う。一番恨めしいのは、自分自身のこの身体。どんなに悲しくなっても哀れな気持ちを抱えても、淫熱が冷めてくれない。欲情の疼きに触れてもらえて、歓喜に打ち震える。

			　淫行への罪悪感が強くなるほど、快感が深くなっていく。底なし沼に嵌まっていくような不安と、相反する高揚感が入り混じり、混乱するままに彼女の頭を股間に押しつけた。

			「もっと！　もっと深く……奥まで抉って……。あぅ、あうっ……ンあぁぁぁぁっ！」

			　螺旋を描いて舌先が膣口に捻じ込まれた。敏感な穴の縁で鮮烈な痺れが生じ、身体の表面と胎内の双方へと一瞬のうちに駆け抜ける。髪を振り乱しながら高々と腰を浮き上がらせ、コゼットの顔に絶頂の飛沫しぶきをぶちまけてしまう。

			「あぁん。リリアーヌさま、すごぉい。おもらし、いっぱぁい」

			　顔いっぱいに受け止めた潮を、少女は歓喜の笑みで舐め取った。汚してしまって申し訳ない気持ちより、彼女の淫蕩いんとうさに胸がときめく。

			「はぁ、はぁ……。はぁ、はぁ……」

			　必死に呼吸を整えるものの、身体はまだまだ満足しない。底なしの淫欲が、早くも次の刺激を欲しがり始める。絶頂直後の快感で半ば朦朧としながら、リリアーヌは、さらなる快感のために横目でフラヴィの姿を求めた。

			「…………あ」

			　娘に乳を与えながら悶える彼女と、目が合った。微笑みかけてくれたけど、それだけ。手が届く近さにいるのに、気持ちが通じ合わず、悲しさが胸に広がっていった。

			


			　その後も、生贄女性は地下聖堂に供給され続けた。その間隔が徐々に早くなっている。レンカが得意気に語っていたが、地上の施設に残る者も少なくなってきたので、そろそろ全員を餌食にして、さらに信者を増やす計画らしい。

			　そんな思惑通りにいくものかと思ったが、連れてこられた女性たちは、みんな催眠状態にあり、最初から邪神に抱かれる事に喜びを感じていた。基本的にシャルノス教祖に救いを求めてきた者の集まりなので、洗脳は容易なのだろう。

			　信者女性が邪神の毒牙にかかるのを、リリアーヌは指を咥えて見ているしかなかった。助けなければならないのは分かっている。神に仇なす異形や悪の司祭を打ち倒し、哀れな子羊を解放するのが、断罪シスターのとるべき行動。しかし一週間近くも愛欲漬けにされ、そんな判断力も気力も、すっかり鈍っていた。

			「シスター・リリアーヌ……」

			　横たわるリリアーヌに、フラヴィが唇を重ねてきた。何度も連続で絶頂に導かれ、なお疼き続ける恥裂を、繊細な指使いが苛いじめてくれる。娘と戯れる事が大半の彼女だが、たまにこうして、気まぐれに相手をしてくれる。

			　それこそが、リリアーヌの足枷になっていた。せっかく念願叶って彼女に愛してもらえているのに、むざむざその機会を失うのが惜しい。脱出なんて考えられない。

			（ち、違う！　そんな理由じゃない！）

			　頭に浮かんだ我欲を否定し、言い訳を取り繕う。

			　この教団の壊滅を完遂し、無事に修道院へ帰れたとして、その後、フラヴィはどうなるだろう。洗脳を解くために医療施設へ軟禁されるか、或いは、魔物と交わった咎で、背教者として収監されるか。仮にそれらの処分を全て回避できても、ここでの記憶が消えていたら、姦淫の罪を憎む彼女は、きっと、二度とリリアーヌを抱いてはくれない。

			　最悪なのは、記憶を残したまま洗脳が解けた時。

			（邪神と交わり、その娘を産んだ自分を、彼女は絶対に許さない）

			　絶望し、教義に反して自ら命を絶ちかねない。ならばいっそ、ここで共に愛欲にまみれ続けていた方が、まだ幸せなのではないか──。

			　自己嫌悪に陥った。あれこれ考えるふりをして、結局は自分に都合よく結論づけているだけ。本気でフラヴィを救いたいなら、もっと必死に知恵を絞らなければならないのに。

			「シスター・リリアーヌは、本当にここが好きね」

			「い……いけません。あ、ひ、ひぁぁぁ……！」

			　フラヴィの五指が淫裂をくすぐる。もどかしくて狂おしい快感が手足を震わせる。こんなに気持ちがいい中で、難問を解けるわけがない。

			　どうせなら、完全に思考を奪われてしまった方が幸せだったとも思う。洗脳済みで何の迷いもなく邪神に抱かれている女性を見ると、羨ましく感じる瞬間もある。なまじ半端に理性が残っているから苦悩するのだ。

			　どういうわけか、シャルノスは、リリアーヌがどんなに反抗的な態度を見せても、洗脳を進めようとはしなかった。どうせ逃げられはしないと高をくくっているのだろうか。それならば、元から熱心な信者も心を操る必要はないはず。

			　時折、彼女は意味ありげな目を向けてくる事があった。表情は乏しいし、言葉が通じるわけでもない。それでも「お前は特別扱いだ」と言っているのが、直感で理解できる。

			（わたしが何をしたっていうの!?）

			　洗脳できないという理由だけで目の敵にされているなら、理不尽極まりない。それはあくまで向こうの都合で、リリアーヌのせいじゃない。

			「ここも好きなのでしょう？　気持ちいいでしょう？」

			　淫襞を弄んでいたフラヴィの指が、不意に陰核を転がした。分泌した蜜を塗りつけながらの素早い振動で、憤りが快感の中に溶けてしまう。

			「や、やめ……やぁぁぁぁッ！」

			　筆修行の最中、ここで何度も達した。監視しているフラヴィに気づかれないよう、懸命に声を押し殺して。それを今、彼女が慰めてくれている。夢を見ているような幸福感に包まれて、それだけで絶頂感が迫ってくる。

			「あぁぁイク……イキます……イク、ンあぁぁぁっ！」

			　背中がビクンと跳ね上がった。フラヴィの手で達した歓喜が、身体の内側で乱舞する。

			（もう、ここでいい……。このままずっと、シスター・フラヴィと……）

			　この地下洞窟の中にあって、数少ない幸福な瞬間。だからなのか、そんな冗談じみた幻想さえ、リリアーヌは真剣に考え始める。

			　だがここは、そんな甘い夢に浸れる場所などではなかった。

			


			　シャルノスは女性たちを犯すばかりではなく、毎日、決まった時間に母乳を与えた。

			「心行くまでたっぷりとお飲みなさい。それが、あなた方自身と、お腹の子供の栄養になるのですから」

			　レンカが言って聞かせるまでもなく、信者女性は競うように白い邪神のもとに群がり、乳を求めた。フラヴィやコゼットまでが、エサを前にした飼い犬のように目を輝かせて乳首に吸いついていく。

			　リリアーヌだけが、例外だった。できるだけ人の群れの後ろに隠れ、洞窟の隅で膝を抱えていた。確かに、シャルノスの母乳のおかげで空腹知らず。疲労も回復させる効果もあるようだ。代償は、理性。飲むごとに思考力を奪われ、発情し、自ら脚を開き、寵愛という名の、淫裂舌による凌辱を受けずにいられない。

			　そんな副作用などなくとも、邪神のミルクなど二度と口にしたくなかった。

			「んぐ……んぐ……。離……せ……やめろッ……んむゥっ」

			　しかし、ひと通り女性たちへの授乳が終わったあとで、最後に必ず捕まった。シャルノスの長い尻尾に腕ごと数回巻きつかれ、足が浮いた状態で乳首を含まされてしまう。奔流ほんりゅうのような母乳が口腔を満たし、その匂いだけで意識が薄れる。ましてや喉に流し込んでしまうと、この邪悪な存在に身を委ねたくなる誘惑に駆られるのだ。

			「わ……わたしに触るな……。この、ケダモノ……」

			　それでもなお罵るリリアーヌに、この邪神は目を細めた。まるで、反抗的な年頃の娘を見守る慈母のように。

			（錯覚だ！　よく見ろ、この人形みたいに冷たい目を！）

			　ともすれば心惹かれそうになる自分を叱り、自我を繋ぎとめる。そんな反応も、彼女は楽しんでいるように見えた。他の信者女性の時とは、嬲り方がどこか違う。

			「こ、この汚らわしいものを離せ……うぁぁうッ……離せぇぇぇ……！」

			　人肌よりも滑らかな感触の尻尾で、グイグイ締めつけてくる。他の女性は快楽に落とすだけなのに、リリアーヌにだけは苦痛を与えてくる。

			（もしかして……従順じゃない相手が珍しい？）

			　フラヴィや、先に潜入した内偵部のシスターたちがどこまで反抗したか分からないが、レンカの連れてくる洗脳済みの信者より手応えがあって面白いのかもしれない。子供が新しい玩具に興味を示しているようなものか。

			「お前の思い通りになんて……絶対に……ならない……っ！」

			　その反抗的な態度こそが、彼女を楽しませてしまう。飽きさせるためには媚びればいいのかもしれないが、そんな真似、リリアーヌにできるわけがない。

			「…………ひっ!?」

			　尻尾の締めつけが強くなったと思ったら、別種の攻撃を仕掛けてきた。太腿を、ぬるりと気持ち悪いものが逆撫でする。覚えのある感触に、身体が萎縮する。視線を下に向けると、シャルノスの股間から例の淫裂舌が伸びて、脚の付け根付近を舐め上げていた。

			（また犯される──！）

			　想像通り、それは急いで閉じた内腿の間をすり抜け、淫裂に潜り込んだ。凌辱を予感して、嫌悪と恐怖に背筋が竦み上がる。

			　だが、狙われたのは別の場所だった。

			「そ、そこは……きひぃッ!?」

			　自分でも聞いた事のない奇声が響いた。細く尖った舌先が性器を掠め、お尻の谷間の、その底にある窄まりを突いてきたのだ。クリクリと円を描くように縁をなぞり、膣口よりも窮屈な穴に先端を突っ込んでくる。

			「そ、そこ違う……。いやそうじゃなくて…………や、やだっ」

			　違うと言ったら、正しい場所がある事になってしまう。まったく予想外の攻撃に混乱する暇もなく、濡れ舌が、窄まりのシワをなぞった。

			　異様な感覚が背筋を這い上がってくる。虫の群れが蠢いているようで気持ち悪い。頭を振って悶えるが、尻尾に巻きつかれているせいで、邪神の凌辱を跳ねのけられない。

			「やめなさい！　そ、そこは不浄の……やぁぁぁ…………あ、あ……あぁぁぁ……」

			　悲鳴と喘ぎが入り混じる。お尻の妖しい違和感が、次第に心を惹きつける。このままでは、快感と認識してしまうのも遠くない。

			　その危機感を見透かしたような声が、背後から響いた。

			「おやおや。今日はお尻を可愛がってもらっているのですね。どうですか？　性器に劣らぬ、癖になりそうな気持ちよさだという話ではないですか」

			　首だけで振り返ると、礼拝から戻ったレンカがランタン片手に立っていた。縛られたリリアーヌの下で腰をかがめ、お尻の有様を照らして「あらあら、すごい」と嫌味な声で嘲笑う。彼女が見上げる格好なのに、気持ちで見下されているのが悔しくて頭に血が昇る。

			「どうせお前も、邪神に穢されまくったくせに！」

			「いいえ。残念ながら、私はシャルノス様の寵愛を受けた事がないのですよ」

			　それは想定外の答えだった。彼女の事だから、私がシャルノス様に一番愛されている、などと自慢してくると思っていた。

			「実はね、シャルノス様が人間世界に迷い出てこられた時、最初に出会った人間が、この私なのです」

			「それが何だっていうの!?」

			　いきなり関係のない話が始まって激昂する。しかしレンカは「まあお聞きなさい」と、軽く前に出した手でリリアーヌの文句を遮った。

			「その時に……あなたも見たでしょう？　あの方が元いた世界と、人間界で仲間を増やすという思惑。あの幻影を、私も見せられたのです。当然、私も犯されかけました。ですが必死に訴えました。もし見逃してくれたら、あなたのために私が女を集めましょうと」

			　驚きと怒りに目が見開く。この自称司祭は、自分が助かりたい一心で、他の女性を生贄として差し出したのだ。ひとりだけシャルノスと共謀しているから、もしかしたら邪神の一族なのかとも疑っていたが、同じ人間とは思えない非道さに身体が打ち震える。

			「申し出は快く承諾されました。おかげで、私だけはこうして清らかな身体のままです。あなた方は好きなだけシャルノス様に抱かれ、何人でも子供を産み落としなさい」

			　あははと高笑いするレンカに怒りが何度も再沸騰する。彼女の保身のためにフラヴィが、コゼットが、数多あまたの女性が犠牲になったなんて。

			「お前っ……お前を許さないっ！　離せっ。この女に制裁を……離せぇ！」

			　レンカを断罪する。任務も信仰も関係なしに、そうしなければ気が済まない。シャルノスの尻尾緊縛から逃れようとしてジタバタ暴れる。シャルノスに蹴りを入れる。

			「きゃひっ──!?」

			　悲鳴を上げたのはリリアーヌの方だった。身体の内側を異変が走る。逆上して警戒が疎おろそかになった尻穴に、淫裂舌が、深々と潜り込んだのだ。

			「あうっ、あぅ、んぐぁぁぁあうっ」

			　蹴りの途中で、脚が固まる。本来の働きとは逆行する強引な侵入に息が詰まる。体内で異物がうねる異様な感覚に気分が悪くなる。それだけじゃない。淫裂舌をお尻に飲み込んだリリアーヌの反応を、シャルノスが興味深げな目で眺めている。

			「いやぁぁ！　み、見るなぁ！」

			　怒りなんてどこかに飛んで、恥ずかしさだけで全身が発熱。尻尾に縛られた身体を右に左に捩るけど、その動きは、淫裂舌をさらに奥へと誘うだけ。しかも、先端部が細やかな動きで腸内を舐め始めた。

			「やめて、汚い！　舐めないでぇ！」

			「汚くなんてありません。シャルノス様の母乳を飲んだあなた方は、身体のどこでも性的に楽しめるよう、外も内側も、すでに浄化されているのです。気兼ねなく、神の御業で気持ちよくなりなさい」

			「こんなので気持ちよくなるはずない！　不浄の穴でなんて……か、神がお許しになるはずが……。悪魔の所ぎょ……所業…………あ、あぁぁ……ンあぁぁぁ……！」

			　意に反し、お尻で生まれたムズムズが、背筋から後頭部にかけてを意地悪くくすぐりまくる。レンカの言葉で安心したかのように、おぞましい疼きを身体が受け入れ始める。

			「そんな……はぅ、んあ……あぁぁん」

			　腸内を抉られ、声が漏れる。その甘い音色にハッとなった。快感慣れさせられたとはいえ、不浄の穴を責められ嬌声を上げるはずがない。自分の感覚が信じられず、恐る恐る、レンカの顔色を窺う。

			　笑っていた。三日月形に細めた目で、お尻で感じただろうと問いかけてくる。

			「ち、違……はぅっ！」

			　言い訳をしようとした口が、舌を突き出して呻きを漏らした。淫裂舌が再び腸壁を突いたのだ。ずるずると大きな動きの抽送で、何度も肛門を出入りする。舌の表面をべったりと腸壁に押しつけ、螺旋状に舐め回す。

			「いやぁぁっ、抜いて！　お尻、グリグリしないでぇ！」

			　涙を流して懇願しても、尻穴凌辱は止まらない。むしろ抽送が激しさを増すばかり。狂ったように身体を波打たせる。引き攣った手足の指が、伸び縮みを繰り返す。認めるわけにはいかない。認めたくないのに、淫裂舌に抉られると、汚らわしい場所が妖しい快感に目覚め始める。リリアーヌを禁断の悦びに引きずり込んでいく。

			「だめ……だめだめだめっ。来ちゃう……あれが……来ちゃう！」

			　快感の果てに襲い来るあの浮遊感が、すぐそこまで迫る。だが性器でもないそんな場所で極まるはずがない。事実を受け入れられない頭と、早く達したい身体がせめぎ合う。

			　泣き喚わめくリリアーヌを、シャルノスが犯しながら抱き寄せた。緊縛尻尾が解かれるが、自由になった腕は、邪神を打ち倒すどころか、その首に抱きついてしまう。脚でも彼女にしがみつき、重なった乳首同士を転がして快感を高める。

			「助けて……お尻、どうにかしてぇ！」

			　その懇願に応えるように邪神が顔を近づける。不安に駆られたリリアーヌは拒めない。涙と涎にまみれた唇を無抵抗で奪われる。

			「ンむッ……むぅぅぅっ！」

			　そこに救いはなかった。口とお尻から暴風のような快感が巻き起こり、一気に絶頂まで吹き飛ばされる。

			「いや、イク……お尻でイクの……駄目ぇぇぇっ」

			　涎を撒き散らしながら、背中が仰け反った。その間もお尻の内側を舐め回され、頭がおかしくなりそうな絶頂快感が、あとからあとから押し寄せる。

			（お尻で……お尻でなんて……）

			　全身が快感の極みで痙攣する中、おぞましい事実に心の中で涙する。でも今日のところはこれで終わり。シャルノスも自分に飽きて、他の女を抱きに行くはず。

			「きゃ……きゃあぁぁ!?」

			　期待は裏切られた。シャルノスがリリアーヌを押し倒す。体重をかけてのし掛かり、お尻に挿したままの淫裂舌を、さっきとは比較にならない激しさで出し入れしてくる。

			「やめて！　もう許して！　お尻……壊れちゃう!!」

			　狂ったように叫びながら、リリアーヌの手足は彼女にしがみついて離れない。お尻を犯す淫裂舌を歓迎するように、腰が淫らに大きく波打つ。

			「おやおや、すっかりお尻の虜のようですね」

			「違うの、これは違……ンあぁぁぁぁっ！」

			　見下ろすレンカの嘲りが、鋭く胸に突き刺さる。リリアーヌは認めたくない事実から逃避するため、シャルノスの唇に自ら吸いつき、催淫効果のある唾液を貪り飲んだ。

			


			「お尻……おひりぃ……」

			　地面に横臥し、口の端から涎を垂れ流しながら、リリアーヌは尻姦の余韻で呆然となっていた。意識が朦朧とする。瞬きもせずに開いた目には、何も映してはいない。

			　解放されるまでの絶頂は、数十回。具体的には数えていない。そんな余裕はないし、知りたくもなかった。それだけ犯され続けたら、普通は体力の方が持たないだろう。異常な回復力をもたらす邪神の母乳が、それを可能にした。疲労で気を失う事もできないまま、前から後ろから、あらゆる体位で尻穴を辱められたのだった。

			「わたし……もう本当にここでしか生きられない……？」

			　不浄の穴の快感まで教え込まれ、元の生活には戻れない虚無感が心に広がる。

			　でも、身体は逆だった。理性が破壊される寸前まで凌辱されたというのに、まだ快感を食い足りない。それは尻穴に限らず、胸も性器も、肌の隅々までが、誰かに触って欲しくて激しく疼く。もしここにシャルノスが立っていたら、その脚にすがって愛撫を懇願していたかもしれない。

			「そういえば、あいつは……」

			　邪神も休みなしに女性を犯しているわけではない。時々、何もせずに立ち尽くし、女性と幼女邪神の絡みを眺めている。人外の思惑など知る由もないが、娘たちの成長具合でも確かめているのだろう。

			「どうでもいいや……」

			　ここまで身を穢されて、もう教会どころか俗世にも戻れる気がしない。いっそ何もかも忘れ、人間性すら捨てて、本当に邪神の肉奴隷になってしまおうか。そんな卑屈な気持ちで、また少し大きくなったお腹を撫でながら、何とはなしに洞窟内に視線を巡らせる。

			　フラヴィとコゼットが目に入った。リリアーヌが尻凌辱を受けている間、彼女たちは、それを興奮した顔で眺めながら幼女邪神と絡み合っていた気がする。

			　ただ、今は様子がおかしかった。お腹を押さえて悶えている。誰にも触られていないのに、まるで愛撫を受けているかのように地面をのたうち回っている。

			「うぅん……あぁぁぁ……」「あう、うん……ン……うぐぅぅぅっ」

			　その表情からは、苦悶か快楽か分からない。ふたりに何が起きたのか分からず、リリアーヌは心配になって駆け寄った。

			「大丈夫!?　な、何かの病気なの？　それとも……まさか邪神の呪い!?」

			　不安が頭をよぎった瞬間、フラヴィとコゼットは、急に仰向けになって脚を広げた。何かに操られているみたいに同じ動きで。

			「ンあぁぁっ、イク、出るっ。イッちゃう、でちゃうぅぅぅっ!!」

			　爪先立ちになったふたりの腰が浮き上がる。どうすればいいのか狼狽するだけのリリアーヌの目の前で、それは起こった。

			　広げた脚の間から、おしっこのように、真っ白な奔流が迸ったのだ。途切れる事なく噴き上がり、ねちゃねちゃと粘着音を立てながら脚の間に溜まっていく。
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　全て出し終わる頃には、人の赤ん坊ほどの大きさになっていた。異様すぎる光景に、言葉を失い傍観している事しかできない。

			「ヒッ──!?」

			　思わず声を上げて飛びのいた。ただの粘液と思っていたものが、モゾモゾと動き出したのだ。凝視している間に、それは、見る見る形を変えていった。

			　身を起こすように高く盛り上がる。四隅が細長く伸び、先端が細かく分かれる。一部が丸い塊になったかと思うと、重そうに項垂れる。ここまで見れば、リリアーヌも気づく。

			「これって……邪神!?」

			　それはまさに、幼女邪神の産まれる瞬間だった。髪が伸び、人の形を取ってもまだ終わらない。勢いよくうねりながら、短い尻尾が一気に生える。そして最後に、壁画に描かれた天使のように小さな翼が、パタパタとはばたく。

			「え……え……？」

			　悪夢を見ているようだ。およそ現実とは思えない有様に、言葉が出てこない。

			　ゆっくりと立ち上がったその姿は、産まれたての赤ん坊などではなく、すでに十歳近い体格をしていた。母親の面影を感じさせる、整った容貌で。

			　フラヴィの娘を見て分かっていたつもりだったのに、誕生の瞬間を実際に目の当たりにして、彼女たちが人間の常識の外にいる化け物である現実を、改めて思い知る。

			「まぁ……まぁ……。ままぁ……」

			　下手な管楽器のような、甲高くて不快な響き。フラヴィの娘が、ふらふらと母親に歩み寄り、その身体にのし掛かった。コゼットの娘も同様に、仰向けの母親に抱きつく。

			　しかしそれは、母娘の睦まじい抱擁などではなかった。

			「あぁ……はぁぁぁん。い、いきなり……すごぉい！」

			　甘い声でフラヴィが悶える。右乳房に吸いついた二人目の娘が、激しい舌使いで乳首を嬲る。喉を鳴らして母乳を飲んではいるが、初授乳というより、これは愛撫。左の乳首も指で摘み上げ、クリクリと転がしている。それだけじゃない。短い尻尾の先端で、たった今自分が産まれてきた場所、母親の秘所まで刺激している。

			「あぁぁん、そこもなの？　すごい……いい子ぉ！」

			　指で摘まれた乳首から母乳を噴き出し、フラヴィが切なげに身を捩る。そこへ一人目の娘が四つん這いで寄って、零れたミルクを舐め始めた。乳房の丸みにまんべんなく舌を這わせるその様子に、幼女らしい可愛げなど微塵もなく、母親への親愛の情も感じない。むしろ、野良猫が水溜まりを啜るような浅ましさ。

			「き、気持ちいい……。ふたりにおっぱい飲まれて……イキそうっ」

			　それでもフラヴィは、歓喜に顔を緩ませた。大きく脚を開いて、自分から「妹」の尻尾を掴んで淫裂を撫で始める。まるで娘の身体を使った自慰だ。母親の欲情に呼応した姉妹は胸から移動し、左右から首筋を舐め始めた。

			「ふぁあぁぁ!?　りょ、両方は……駄目っ！　おかしくなるっ。へ、変になっちゃう！」

			　刺激に耐えきれないのか、フラヴィの脚がジタバタ暴れる。その言葉とは裏腹に、腰が卑猥に波打っている。娘の尻尾に、夢中で淫裂を擦りつけている。

			「シスター……フラヴィ……」

			　リリアーヌは、震える声で呟いた。憧れの聖女が乱れる姿は、もう慣れたつもり。けれど、群がる異形に身体を嬲られている様に、言い知れぬ恐怖が湧き上がる。

			「あぁぁん。だめよ……そっちじゃなくて……あぁぁぁン！」

			　そこへ、別の嬌声が耳を鋭く貫いた。弾かれるようにそちらを見ると、コゼットの股間に、産まれたばかりの娘が頭を突っ込んでいる。ぴちゃぴちゃと派手な音を絶え間なく鳴らし、秘部を舐め回している。

			「の、飲むものが違うよぉ。おっぱいを……あ、あッ」

			　初授乳の代わりに淫蜜を飲まれ、コゼットも自分の乳房を掴んで白いミルクを噴き上げた。言葉では困惑してみせながら、空いた片手で娘の頭を秘部に押さえつける。

			「あん、いいっ。そこ、あなたが産まれてきたとこ、気持ちよくして。あ、あ……そんな奥まで？　すごい、舌、あたしの中で動いてる！」

			　そして、即座に建前を投げ捨てた。悶え暴れる彼女の秘部が、ちらりと覗く。娘の長い舌が、膣内に潜り込んでいる。ついさっき自分が通ったばかりの産道を舐め回している。コゼットはその異常さを疑問にも思わず、迷いのない声で快感を叫ぶ。

			「ふたりとも、しっかりして！　こんなの変よ！　普通じゃない！」

			　ここで暮らしてもいいなんて、一時でも考えたのがどうかしていた。魔物とはいえ相手は我が子。嬉々として同性の近親相姦に耽溺するなど、神に唾する大罪。

			「やめて！　みんな地獄に落ちてしまう！」

			　涙ながらの訴えも、彼女たちには届かない。コゼットは娘に性器を犯され絶頂し、フラヴィは、二人の娘とミルクまみれのキスを交わしている。まがりなりにも母親なのに、幼女邪神に肉体を貪られ、完全に禁断の快感の虜。

			　彼女たちだけではない。周囲が全部、そんな母娘のまぐわいに満ちている。古代、爛れた性がはびこったが故に神によって滅ぼされたソドムとゴモラも、ここまでではなかっただろうと思えるほどの惨状。

			　だってこれは、単なる相姦遊戯ではなく、邪神の繁殖なのだから。繰り返される恥辱と快感が、リリアーヌにその事実を忘れさせていた。だが、愛する人たちが邪神の子を出産した衝撃があまりに大きすぎて、逆に危機感を煽られたようだ。

			「でも……どうすればいい？　どうしたら、この人たちを助けられるの？　あの邪神に、断罪シスターの技は通用しないのに！」

			　途方に暮れるあまり、リリアーヌは重大な事を失念していた。他人を心配している場合ではなく、肝心の我が身が抱える問題を。

			　苦悩に俯き、自分のお腹にも邪悪な種がいるのを思い出した。さっき見た、白い幼女の誕生の瞬間。あれが、この身に起きる。そう間を置く事なく、ここから邪神の子供が必ず出てくる。

			「いやぁぁ……いやぁぁぁ……！」

			　膝から崩れ落ち、頭を抱えて震え上がる。邪神の子を産み落とすなんて、悪魔の軍門に下るのも同然。神の加護を失う恐怖が、蘇りかけた断罪シスターの使命感を上回った。

			「このお腹、どうにかしなくちゃ……。でも……」

			　堕胎は教義に反する。悪魔の子を孕んだ罪は免れないが、だからといって、むざむざと産み落としていいものなのか。そもそも、人の手で堕ろすのは可能なのか。

			「ああ……分からない！　教えてください、シスター・フラヴィ！」

			　その彼女も、すでに罪を犯している。ここに答えてくれる人はいない。肉体の淫ら遊びに惹かれ、邪神の凌辱にも悦びを覚えたシスターに、神も応えてはくださらないだろう。

			（迷うな、疑うな！　わたしがするべきは、一心に信じる事のみ！）

			　跪き、両手を組んで祈りを捧げる。服は見る影もなく破れ、十字架さえ失った。そんなシスターの声でも、信仰さえ残っていれば聞き届けてくれると信じて。

			　苦悩の最中、女性たちの喘ぎに混じり、階段を下りてくる靴音が聞こえた。複数ではなく、ひとつだけ。ならば該当者は他にいない。

			「さて、そろそろ新しい御子が産まれた頃……」

			　洞窟の入り口から顔を覗かせたレンカの首に、回し蹴りを食らわせた。油断しきっている上に、格闘経験など皆無であろう彼女は、まともに食らって昏倒。地面に倒れ込む横をすり抜け、階段を駆け上がる。

			「…………追ってこない？」

			　幾度も立ちはだかって逃亡を阻止そしした幼女邪神の群れが、今度はなぜか動かなかった。シャルノス自身も姿を見せない。突発的にとはいえ、こうも簡単に抜け出せるなんて拍子抜けだが、今は考えるより走る事を優先する。

			　階段を駆け上がり、礼拝堂に出た。何日ぶりか分からない地上の空気。天井の明かり取り窓からは、満月が覗く。

			「夜中だったのね。好都合だわ」

			　そういえば、さっき倒したレンカもランタンを持っていた気がする。何にせよ、突発的だった割に脱走にはうってつけ。どうせなら闇に紛れやすい新月が望ましかったが、贅沢は言っていられない。これはきっと、神の思し召し。この僥倖を享受するのみ。

			　裸足で地面を踏むのは痛いが、足音を立てないように注意して居住区を通り過ぎる。

			「静かね……」

			　窓には明かりひとつ見えない。表向き宗教施設なので、信者の生活は規則正しい。みんな、おとなしく眠りについているはず。だとしても、怖いほどの静寂に違和感を覚える。

			「まさか……もうすでに、全員が地下神殿に連れていかれてしまったの？」

			　不安に駆られるが、確かめる余裕はない。畑の横を走り抜け、石造りの門をくぐる。

			　ここを通ったのは、何日前だっただろう。それほど前ではないはずなのに、遠い昔にも感じてしまう。だからといって感傷的になんてならない。一刻も早く離れたいだけ。

			　でも、必ず戻ってくる。シスター・フラヴィやコゼット、そして騙されて邪神の苗床にされた、多くの女性を助けるために。

			「みんな、待ってて」

			　門の向こうの仲間に短い別れを告げ、暗闇の山道へと走り出した。

			


			「はぁ……はぁ……」

			　格好をつけられたのは、ほんの十数分。すぐに息切れを起こし、走り続ける事ができない。度重なる凌辱で体力が落ちたのかとも思ったが、シャルノスに無理矢理に飲まされた母乳による回復効果は、まだ残っているはず。原因は、別にあった。

			「お腹……重い……」

			　脱走した直後から、子供を宿したところが徐々に重量を増していく。両手で支えても、立っているのさえ辛いほど。脂汗を流しながら休息場所を探して歩いていたら、木々の生い茂る山道沿いに木組みの小屋を見つけた。

			　近づくと、壁に蔦が絡まっている。それなりに月日を経た建物のようだ。人の住んでいる気配もない。

			「す、少し休んでいこう……」

			　木の扉を開く。室内は意外に清潔だった。山賊の隠れ家にしては小奇麗なので、山仕事をする人の小屋だろうか。何にせよ、ベッドがあるのが、ありがたい。

			「う……ふぅ……」

			　仰向けに横たわって、息を整える。まだ教団施設がある山の中。逃げたと言えるほどの距離も稼げていない。本当は、こんなところで休んでいる場合ではないのだが、とにかく身体が重くて動けない。それに、丸腰で夜の山道を歩くのは危険だ。もし月明かりがなかったら、この小屋を発見できなかっただろう。

			「やはり神は見てくださっていたんだ」

			　暗い天井の向こうの満月に向かって、感謝の十字を切る。

			　それにしても、誰かが追いかけてくるような気配がない。一本道だし、身重で走れないリリアーヌを捕まえる事など容易なはず。

			「シャルノスとか子供たちは、あの洞窟から出られない……とか？」

			　もしそうなら、教団を壊滅させる手がかりになるかもしれない。そこに一縷の望みを託し、今はとにかく体力を回復するため目を閉じる。

			「…………うっ！」

			　できなかった。眠りを妨げるようにお腹が疼いて、カッと大きく目を見開く。しかも、さっきまでは重量が増えるだけだったが、今度は明らかに様相が違う。身体の内側で何かが暴れて、出口を探しているかのように、下へ下へと向かっていく。

			「まさか……これが産気づいたって事じゃ……。ン、はぁんっ」

			　そうとは思えない熱い喘ぎが漏れた。教会近くに住んでいた妊婦は、出産時に苦悶し、激痛を訴えていた。だがこの感覚はまるで別物。確かに耐えきれずにベッドで身体をうねらせてはいるが、痛みのせいじゃない。似ているのは、失禁しそうな焦燥感。あるいは、邪神の淫裂舌に膣内やお尻を掻き回された時の、息苦しくも甘美な、あの衝撃。

			「く……ッ、くぅぅぅン。なにこれ……何か……出そう！」

			　仔犬のようなか細い声で悶える。切なさに眉が寄る。身体の中は見えなくても、子宮の内側で液体状の何かが波打っているのを、はっきり感じる。脈動は産道を通って陰唇まで伝播し、我慢できない疼きとなってリリアーヌの腰を跳ね上げた。

			「やん、あん、やぁぁぁっ」

			　尿意的な焦燥が切迫する。両手の指が淫裂を夢中でまさぐる。自慰の禁忌なんて頭の片隅からも追いやられ、快感に顔を緩ませた。

			「これ、気持ちよすぎ……。どうにかなっちゃう！」

			　脚が浮き、膝を折り曲げる。その格好が何のためか知っているのに、考える事なく身体が勝手にその瞬間に備える。

			「あはぁぁ……はぅあぁぁぁ！　来るっ、出ちゃう！」

			　お腹をいっぱいに満たしていた何かが、堰せきを切ったように子宮口を潜り抜ける。産道を押し広げるほどの激流となって、膣口から一気に噴き出した。白い粘液が脚の間で水柱を立てる。膝を抱えて股間を突き上げると、さらに高く舞い上がり、びちゃびちゃとシーツの上に溜まっていく。

			「出てるっ、生まれてるっ！　ひあぁぁぁっ！」

			　シャルノスに犯し抜かれて敏感になりすぎたのか、ねっとりした粘液が子宮や膣を通り過ぎるだけで絶頂してしまった。真っ白に染まった頭で絶え間なく快感を叫ぶ。

			「気持ちいい！　生まれてる！　き……気持ちいいぃぃぃっ！」

			　これが普通の出産でない事くらい分かっているけど、そんなものは関係ない。追っ手に声を聞かれる危険もあるのに、絶叫を止められない。

			「まだ出るの？　ねぇまだ？　き、気持ちよすぎて頭が変に……ひぃぃっ！」

			　絶頂が途切れずに継続し、思考力なんて働いてくれない。ただ、子供を産んでいるのだという悦びが胸を震わせた。信仰も理性も、自分が誰なのかも忘れそうな快感の中、出産の本能に急せき立てられて、純白粘液を最後の一滴まで膣口から搾り出す。

			「あぅ……ンあぁぁぁ……。はぁ……はぁ……」

			　永遠にも思えた時間だが、実際は一分も経っていなかったろう。淫裂から最後に一筋、粘液が滑り落ちる。全てを出しきったリリアーヌは、荒い息で胸を上下させながらベッドに手足を放り出した。脂汗が額を流れる。体力が尽きたというより、激しい絶頂のあとのような気だるい心地よさに全身が包まれている。

			　どこかに飛んでいた思考力が戻り、お腹を触って確かめる。そこは元の通りの滑らかさに戻って、妊娠の痕跡を残していない。

			「本当に、出ていったんだ……」

			　もっと、ここにして欲しかったような。胸に一抹の寂しさを感じ、慌てて首を振った。

			「何が寂しいよ！　あれは邪神なのよ!?」

			　そういえば出産した粘液はどうなったのか。懸命に呼吸を整え、警戒しながらゆっくりと身を起こし、脚の間の水溜まりを確かめる。

			「──!!」

			　右脚の脛に、粘液が貼りついていた。驚愕のあまり、声も出せずに凍りつくだけのリリアーヌの身体を、白いものが這い上がり始める。ずるりと音を立てて移動するごとに、人の形に近づいていく。

			「ひっ!?」

			　乳房に触れる頃には、手指の形が明確になっていた。お腹に乗った塊に、髪と、目鼻が作られた。目蓋を開いた奥の瞳が、鮮烈な赤に輝き出す。

			「ま……ま……」

			　うっすらと桃色に染まった小さな亀裂のような唇が、声を発した。拙く、舌足らずな、いかにも幼い喋り方。最初は不気味でしかなかった白い塊が、大きな瞳をぱっちり開き、小首を傾げて見上げてくる。いつしか粘着感はなくなって、人間と同じ感触になった肌を滑らせ、さらに顔を近づけてくる。

			「ままぁ……」

			　今度ははっきりとした言葉で呼ばれ、リリアーヌはゾッとなった。

			（こ……これが、わたしの子供!?）

			　赤い瞳。漆喰よりも澄んだ白い肌。背中には小さな翼。他の幼女邪神よりも細くて長い尻尾が、彼女のお尻の向こうで左右に振られる。そして、自分のものによく似た赤い髪。

			　どう見ても人間じゃない。こんな生き物が、自分の子供であろうはずがない。さっき、お腹から出ていったのを惜しんだのなんて、一瞬の気の迷い。

			「いや……っ！」

			　身を翻そうとしたが、すでに肩を掴んでいた幼女邪神の手でベッドに押し戻された。生まれたての子供とは思えない力に息を飲む。恐怖の表情で目を見開くが、当人はいたって無邪気な顔のまま。

			　その彼女が、小さな口を薄く開いた。無垢な容貌には似つかわしくない、蛇のように細長い舌が見えたと思った瞬間。

			「──はぅ！」

			　乳首を、乳輪ごと咥えられた。それだけで甘い痺れを感じ、背中が跳ね上がる。

			（こ、この子の口の中……熱い……！）

			　幼女との体温差なのだろうか。温かさを通り越した心地よい熱量に、一瞬、陶然としてしまう。すぐに我に返って突き放そうとするが、それより早く、細長い舌が乳輪辺りに絡みついた。同時に彼女の唇が強く吸いつき、そして──。

			「……ふぁ、ふぁあぁぁぁ……!?」

			　さっきよりも激しく背中が反り返る。思わず彼女の頭を両手で抱えてしまう。小さな口がチュウチュウと吸引するたび、乳首から何かが噴き出すのを感じる。

			「な、何この感じ……ふぁ、ふあぁぁぁ！」

			　思い当たるのはひとつだけ。でも、自分の身体がそんなものを出す事に、理解も実感も追いつかない。リリアーヌの混乱をよそに、幼女がさらに乳首を深くまで咥え込む。

			「まぁま。おっぱい、おっぱい」

			「ま、待って！　わたし、そんなの出ない……ンあっ！」

			　拒むリリアーヌに見せつけるように、幼女邪神が口を開いた。乳輪に絡みつけた長い舌が強弱をつけて締めつけると、幾筋もの白いミルクが彼女の口腔に飛び込んでいく。

			「ふぁぁぁ……あぁぁぁ……!?」

			　もう一方の乳房も鷲掴みにされ、小さな指の間から白い水流が噴き上がる。まるで牛の乳搾りだ。そんな情景を、自分の身体が見せている事が信じられない。

			「嘘、こんな……うそよ、やめてっ。やめ……はぅ、ンあぅ、ひぁぁぁぁぁっ！」

			　リリアーヌを困惑させたのは、母乳が出ている事だけじゃない。

			　乳首が、気持ちいい。ミルクを搾られるたび、性的な快感に全身が貫かれる。それを見通しているかのように、幼女邪神はチュバチュバと音を立てながら、両方の乳首を交互に激しく吸引しまくる。

			「あう、ンあぅ！　やめて、そんな吸い方……いやだぁぁっ！」

			　これは授乳ではなく愛撫。いや、一方的な凌辱だ。なのに胸から溢れる快感で、幼女邪神を跳ねのけられない。乳首が痛いほどに硬直していく。それを彼女の唇と舌に吸われ、舐められて、身体の上下に快感が広がっていく。痺れる頭と疼く股間に逆らいきれない。

			「ちゅば、ちゅばばば、じゅるぅ」

			「いや……いやぁぁぁ！」

			　右の乳首を舌で扱かれ、母乳を彼女の口に噴射した。左乳房も指が食い込むほど握られて、ミルクを辺りに撒き散らす。射乳の快感は下半身にも伝わって、収縮した淫裂が淫蜜を噴き出した。拒絶の言葉を吐きながら、心ならずも達してしまったのだ。

			「こ、こんな……生まれたばかりの悪魔なんかに……」

			　断罪シスターは、悪事を罰し、神の教えを実行する者。それが邪神に凌辱され、快感に屈している。だが、これを産んだのは自分自身。悔しくて、情けなくて、唇を噛む。大粒の涙が頬を流れ落ちる。

			「まぁま？」

			　その雫を、幼女邪神が舐め取った。不安そうに首を傾げている。彼女にとって、リリアーヌは「母親」に他ならない。それが泣いているので、心配になったのだろうか。

			（この悪魔に、人を気遣う感情があるっていうの？）

			　呆気に取られ、しばし、見詰め合う。

			「まぁま、げんき」

			「え……あぁっ!?」

			　つい作ってしまった隙を突かれた。幼女邪神が首筋に顔を埋め、その長い舌で舐め上げたのだ。細かな動きでチロチロとくすぐったかと思えば、ねっとりと這わせてくる。小さな唇で吸いついて、激しいキスを何度も何度も繰り返す。

			「や、やめ……そんな……ひぁっ！」

			　鮮烈な快感を我慢できず、リリアーヌはベッドを転がるように身悶えた。彼女は小さな身体でそれを押さえ込みながら、両の掌で乳房を揉みしだく。強く握り締められるたびに大量の母乳が勢いよく噴き出して、胸やシーツを濡らしていく。辺り一面に充満した甘ったるさで、酔ったように目眩を起こす。そして、やはり幼女邪神は母乳の匂いに惹かれるのか、胸の谷間を舐め始めた。

			「まぁま、おっぱい」

			　無邪気な笑みで、白く染まった舌を見せてくる。朦朧とした意識の中でぼんやり眺めていたら、いきなり、それを口腔に挿し込んできた。

			「んむッ!?」

			　素早い動きに対処できない。幼女邪神は首を傾け、密着させた唇を、さらに深く捻じ込んでくる。呼吸困難で目を白黒させていると、今度は邪神舌を蠢かせ始めた。さっき乳首にしたように、リリアーヌの舌にねっとりと絡みつかせてくる。悪戯な舌に翻弄ほんろうされ、心地よさに飲み込まれそうになる裏で、激しい焦りが胸の中に渦巻いた。

			（これって……母娘でキスを……!?）

			　こんな邪神を「娘」だなんて認めたくない。しかし、自分の腹から産まれたのは動かしようのない事実。たとえキスだけでも、近親相姦に変わりない。

			「ん……んむッ」

			　舌表面のザラザラが擦れ合い、強い痺れに肩が強張った。つい目を閉じ、両手で幼女邪神の肩を掴んでしまう。それを合意の合図と受け取ったように、彼女の動きが激しくなった。ぐるぐると螺旋を描き、母乳の味と匂いを、これでもかと舌に擦り込んでくる。

			「んぱっ、じゅるっ。まま、もっと、ちゅー。ままぁ」

			「や……キスはもう……んぱっ」

			　必死に唇を剥がしたと思ったら、邪神舌が蔦のように絡みついて、今度は彼女の口腔に引きずり込まれた。そればかりか、開いたままになったリリアーヌの迂闊な口に、大量の唾液が流し込まれる。

			「あ、ぷ……あぷ……」

			　溢れんばかりの唾液を喉に流す。邪神の体液に妖しい効果があるのは分かっていても、そうしないと呼吸ができない。案の定、意識が朦朧とし始めた。絡み合う舌から、甘い痺れが広がっていく。彼女の舌に、自分から舌を押しつけてしまう。

			「ひ、あ……はひっ」

			　邪神は生まれながらに愛撫の才を持ち合わせているのだろうか。子供の舌技に翻弄されて、心ならずも熱い喘ぎを漏らしてしまう。鼻孔に流れるミルクの匂いに、酔いが回る。

			　そんな淫らなキスの最中、不意に、下半身に違和感を覚えた。

			「──？」

			　尖ったものが下腹部辺りを突いている。キスの快感に呆けながら右手を伸ばすと、指先が小枝のようなものに当たった。それが何か分からないまま、軽く握り締めてみる。

			「ひゃあぁぁんっ！」

			　いきなり、幼女邪神が甲高い悲鳴を上げた。舌から唾液を撒き散らしながら、大袈裟なくらい背中を仰け反らせる。

			「しょこ……らめぇぇぇ」

			「え？　え？」

			　眉を寄せて、切なげに身を捩る。邪神が困惑の表情を浮かべるのを初めて見たので、驚くというより呆気に取られた。訳が分からず、自分が握っているものに目を落とす。

			「……何よこれ!?」

			　最初、尻尾かと思った。彼女のは、他の幼女邪神に比べて長さがある。しかし、それは小さなお尻の向こう側で、痛みを堪えるかのように、必死に振り立てられている。よくよく目を凝らしてみれば、異物は彼女の性器の上端辺りから生えていた。長さは小指を二本連ねたほどだが、もっと華奢きゃしゃで、先端に行くにつれ細くなっている。

			　男性のそれではない。女性はもちろん、他の幼女邪神にも、こんな物は生えていない。とはいえ、位置と、そして彼女の過剰な反応から考えられるのは。

			「クリトリス!?」

			　異様な大きさだが、間違いない。邪神なら普通なのか、あるいは彼女だけ特別なのか。詮なき考察に没入し、相姦キスから目を逸らそうとする。

			　しかし、幼女邪神はそうはいかなかった。

			「ままぁ！」

			「ヒッ!?」

			　乳房の間に顔を埋めると、細長淫核を女性器に擦りつけてきた。明らかに挿入を狙っている。表情にも余裕がなく、焦りと必死が入り混じる。リリアーヌがそこを刺激したせいで、彼女の欲情に油を注いでしまったのだ。

			「だ、駄目よっ。落ち着いて！」

			　いくら小指くらい細いとはいえ、今度こそ本当に純潔を失ってしまう。彼女を産んだ時点でまだ処女膜が残っているのか疑問ではあるが、聖女のはしくれとして、とにかく挿入は絶対にあってはならない。

			「まま、ままぁ！」

			　挿いれさせてもらえない幼女邪神がぐずり始めた。涙を滲にじませているのが痛々しくて、つい、抵抗を緩めてしまう。それが、致命的な隙となった。

			　──ずぶ、ずぶずぶずぶっ。

			　力の抜けた膝を割って、彼女が腰を押し進める。初授乳と相姦キスで濡れそぼった淫裂に、細長淫核が突き立てられる。その瞬間。

			　ブツリと、体内に響いた。最後の砦が、純潔の膜が、無造作に破られる音が。

			「ひ、あっ！　やっ、あっ……あぁぁぁぁ……っ」

			　リリアーヌの唇が、諦めにも似た弱々しい悲鳴を漏らした。膣口を押し広げられはするが、圧迫を覚えるほどの太さはないし、奥まで届くほどの長さもない。だが、魔物によって完全に穢されきったという事実が、胸を虚無感に沈ませた。

			（わたしは……どこまで神を裏切らなくてはいけないの……？）

			　出産後の処女喪失。常識では理解できない事態と、底が見えない凌辱沼。抜け出す兆しが見えたと思えば、再び絶望へと引き戻される。そもそも、自分に純潔な部分なんて残されていたのだろうか。唇も胸も、性器もお尻も、とっくに犯し尽くされたというのに。

			「いいえ、まだ……。心だけは……信仰だけは…………んあぁッ！」

			　股間から走ったゾクゾクが脳天に至り、奮起の言葉が途切れた。幼女邪神が懸命に腰を振り、邪神陰核をリリアーヌの膣壁に擦りつけている。

			「ままっ、ままっ！」

			「あ、やめ……っ。そんなに腰……激しく……あふッ！」

			　容姿は幼く見えるとはいえ、やはり邪神。人間離れした力で手首をベッドに押しつけられ、暴走する彼女の欲望のままに犯され続ける。

			「あうっ……ンあっ」

			　彼女の腰がぶつかって、全身が激しく上下に揺さぶられる。いかにも性欲の捌はけ口ぐちにされているようで、悲痛な気持ちが加速する。邪神母乳の効果なのか、破瓜はか直後でありながら、出血も痛みもない。だからこそ余計に質が悪かった。邪神陰核を抜き差しされるたびに快感だけを送り込まれ、次第に、身体を許してもいい気持ちに頭を侵食されていく。

			「冷徹になれ！　こいつを始末する手立てを考えるんだ……！」

			　気力を振り絞って、自分を穢した幼女邪神を睨みつける。強い殺意を感じ取ったのか、彼女が不思議そうに顔を上げた。

			「…………まま？」

			「ママなんて呼ぶな！　わたしはお前の母親じゃない!!」

			　赤く輝く瞳に向かって、全力で憎悪を叩きつける。声を限りに彼女を拒絶する。それでもこの化け物は、平然と自分を犯し続けるんだろうと思いながら。

			　ところが。

			「う……あ……うあぁぁぁぁぁんっ！」

			　目にいっぱいの涙を溜めたかと思うと、大声で泣き出したのだ。リリアーヌの胸に顔を埋め、駄々を捏ねるように両手でぽかぽか叩いてくる。まさかこんな反応をされるとは思わず、対応に困り果てた。

			「あなたに泣くなんて感情があったの!?」

			　思えば、地下聖堂にいたのは洗脳済みの母体ばかり。娘を甘やかす以外の場面を見た事がない。母親から憎しみをぶつけられるなんて、間違いなく彼女が初めて。

			「わぁぁん、あぁぁぁあん！」

			「ちょ……泣かないでよ。ごめんなさい」

			　孤児院では諦めと無気力がはびこって、泣いていても放置されるのが普通だった。だから、ここまで大号泣した子供をなだめた経験がない。混乱のあまり、直前に殺意まで抱いていた相手に謝ってしまう始末。

			「ままぁ！　ままぁ!!」

			　何度も自分を呼ぶ泣き声を聞くうちに、次第に胸を抉られるような痛みを覚え始めた。

			　自分は、こんなにも強く母親を求めた事があっただろうか。それがどんな存在かさえ知らないのだ。ただ、捨てられたのだという虚無感は、常につきまとっていた。フラヴィに出会って癒されはしたが、心の空洞は、完全には埋められていない気がする。

			　洗脳された他の信者女性なら、無条件で甘やかしてくれただろう。リリアーヌの娘として生まれていなければ、こんな泣き方をせずに済んだ。

			　親に否定される悲しみを知っていたくせに、それを彼女に与えてしまった。

			「子供は、親を選べないのにね……」

			　犯されて生んだ望まぬ子供。だがそれは、彼女が背負うべき罪だろうか。

			　泣き顔を見て思う。この子は、本当に生まれながらの邪悪な存在なのだろうかと。自分で選んで、邪神として生まれたわけではないはず。愛を与えて育てれば、あるいは天使にもなり得るのではないかと。

			「……ごめんなさい。あなたは何も悪くないのよ」

			　リリアーヌは自由になった身体を起こすと、彼女を膝に乗せて抱き締めた。自分の乳房に小さな顔を押し当てて、その髪に何度も口づける。泣く子をなだめる方法なんて知らない。ただ一心に、誠心誠意、愛情を示す以外にできる事なんてない。

			「…………まま？」

			　それを感じ取ったのか、彼女は、ぐずりながらも泣きやんだ。キョトンとした目で見上げてきたので、微笑みながら髪を撫でると、安心を得るように乳首を口に含んできた。

			「んあっ」

			　ゾワゾワと、さざ波のような快感が身体を震わせた。母乳を飲むと同時に舌で転がす舐め方は、愛撫そのもの。でもどういうわけか、さっきまでと違って不快な感じがない。それどころか、母乳を飲まれる脈動に、陶酔すら覚える。

			（これが……母性というものなの？）

			　果たしてそれが正解なのか、この状況下では誰かに教えを請う事もできない。でも、自分を見上げる目が嬉しそうに細められると、無上の幸福感がリリアーヌを包み込む。これが娘を持った悦びでなくて何だろう。

			「名前……付けてあげなくちゃね」

			「おなまえ？」

			　娘が小首を傾げる。その愛らしさに胸が締めつけられそうだ。とはいえ急な思いつきなので、意外と難しい。

			「じゃあ……わたしの名前の一部を取って、あなたは……リルね」

			「……りる？　りる、りる！」

			　安易だと思ったのに、気に入ったみたいだ。自分の名前を連呼すると、嬉しさを表現するように、再び胸に吸いついた。さっきよりも強くミルクを吸い、硬くなった乳首を舌で転がす。彼女の吸い方に合わせるように、脚の間で欲情が脈打つ。

			「はぁ……あぁぁぁ……」

			　膝の上で乳を与えながら、娘の股間に屹立きつりつする陰核を盗み見た。さっきまでリリアーヌの膣に入っていた性愛器官は、淫液に濡れて、卑猥な輝きを放っている。それを目にしたせいで、性器の疼きがさらに大きくなっていく。

			（あれ……気持ちよかった……）

			　また挿入して欲しい、彼女の淫欲のまま突きまくり、掻き回して欲しいと、身体の内側から膣肉が訴えかける。

			（この子はわたしの娘よ！　それを、自分から挿れたがるなんて！）

			　でも──と、心が揺らぐ。喉が渇いて、唾を飲み込んでも物足りない。しかも、母乳を吸われるたびに思考がぼやけて、自制心が緩んでいく。

			「んふ、まぁま」

			「あ、んンっ！」

			　呆けていたらリルに唇を塞がれた。不意打ちの母乳味キスに理性が飛ばされる。可愛らしさと愛おしさが溢れ出して我慢できない。

			「リル、リル！」

			「ふみゃあぁっ！」

			　娘への愛情と性愛が混然となって、衝動に背中を突かれるようにリルを押し倒した。彼女の頬を両手で挟み、舌を挿し入れる。細い腕が首に絡みつくのに歓喜しながら、二人で唾液を混ぜ合わせる。

			「ぴちゃ、くちゅ。はぁ……リル……。ぐちゅぐちゅ、じゅるぅっ」

			「ま……ま、ま……。はみゅぅぅぅ」

			　リリアーヌが唾液を掻き回すと、リルが身体を小さく震わせた。自分がこんなにも下品な音でキスをしている事に愕然となるが、それよりも彼女が快感の反応を見せてくれる方が遥かに嬉しくて、やめられない。

			「は、あ……ンみゃあぁぁ……」

			　娘の切なげな声に昂揚し、舌を耳に滑らせた。穴を舐め、耳朶を甘噛みし、さらに彼女を快感に追い込む。

			「はぅっ。まま、しゅごいっ。ままぁ……！」

			「あぁ……リル。可愛いわ、リル……！」

			　甲高くなる嬌声が、ますますリリアーヌから思考を奪った。もう彼女の身体を愛でる事しか考えられない。白い肌に唇を押しつけながら首筋に移動して、舐め上げたり吸いついたりを繰り返す。邪神やフラヴィたちに辱めを受け、心ならずも覚えてしまった愛撫を、今度は娘に施していく。

			「はぁぁぁうっ！」

			　首筋責めに耐えかねたリルが仰け反った。隆起の乏しい胸が突き出され、リリアーヌの乳房に当たる。小粒ながらも、しっかりと勃起ぼっきした乳首を感じて興奮し、反射的にそれを口に含んだ。

			「ちゅ、ちゅぱ、ちゅるちゅる、れろっ」

			「はぅん。まま……おっぱいが……おっぱいがぁ……」

			「いいのよ。いっぱい気持ちよくなって。ぺろぺろ、れろ、じゅるっ」

			　なだらかな膨らみを舐め回し、ピンク色の小さな尖塔を甘噛みする。彼女に、できる限りの快感を与える。さっき悲しい思いをさせてしまった罪滅ぼしをするように。

			「ちゅぱっ」

			「あぁぁぁんっ」

			　吸引した乳首を思いきり引っ張って離す。小柄な身体が跳ね上がる。その勢いで、彼女の細長淫核が大きく揺れた。軽く触れただけで、大袈裟なほどの反応を見せた部位が。

			（もっと触ったら……この子、どうなっちゃうんだろう）

			　興味を引かれた次の瞬間、それはリリアーヌの口の中にあった。少し変わった形をしているとはいえ、同性の性器の一部。だが嫌悪も戸惑いも感じない。感触としては、指を舐めているようなもの。

			「ひあぁぁぁッ！」

			　リルが悲鳴を迸らせた。リリアーヌの口から逃れようとするように、腰を左右に捻ねじりまくる。その動きを両手で掴んで阻止し、口中の陰核に舌を絡ませる。

			「やんっ。まま、それ……それ、あぁぁぁん」

			　舌足らずの声で悶えるだけで、言葉にならない。そんなに感じてくれているのだと思うと、胸がいっぱいになる。いったん口から出して、唾液を塗りつけるように根本から舐め上げる。意外に丸みのある先端部を、舌先で転がす。そのたびに彼女は背中をくねらせ、腰を前後左右に振り立てた。

			「ひ、あ、やっ。それ、そこ、らめ……りゃめぇ！」

			　少ない語彙の中で必死に訴えるが、もうリリアーヌも止められなかった。彼女の愛らしい声に興奮して、陰核から口を離せない。同時に、薄い陰唇も五指全部を使って震わせ、さらなる快感で追い込んでいく。

			「やん……まま、ままぁ！」

			　切迫した声が、理性の糸をプツンと切った。彼女の陰核だけでなく淫裂にも唇を押しつけて、唾液と愛液で口元がベタベタになるほど舐め回す。甘えた嬌声と卑猥な娘の味に、自分の秘部も激しい疼きに苛まれる。リリアーヌは躊躇なしにそこへ指を潜り込ませ、濡れ襞を思いきりまさぐった。

			「ふぁっ。ん、ちゅ、じゅるる、はぁぁぁうっ」

			「やん、まま……や、いい……いいよぉ！」

			　性器を舐める粘着音と二人の喘ぎと、汗と愛液の淫靡いんびな匂いが、狭い部屋に充満する。淫欲が昂りすぎて、もう自慰では物足りない。リリアーヌは飛びつくようにリルの唇に吸いつくと、彼女の手を取り自分の淫裂に押しつけた。細い指は要求を即座に理解し、母親の性器を快楽の渦へと引きずり込んだ。

			「あひ、いい、いいッ！　リルの指、凄く……凄いいいぃぃっ!!」

			「りるも！　りるも、ままの……きもちいいっ!!」

			　この体勢では身長差で唇は重ねられない。舌を伸ばして夢中で舐め合いながら、互いの膣に指を突き立て、内側の淫肉を掻き回した。

			「指っ、リルの指……あぁぁぁ……す、凄いぃぃ……」

			「りる、りる……ふぁあぁぁあぁぁ……！」

			　媚肉を擦られ、相手の温かい膣襞ちつひだに包まれて、声も身体も震えが止まらない。鏡映しのように同じ動きで指を動かし、まったく同時に快感の極みへと昇りつめていく。

			「まま、いっちゃう……。りる……ままので……ままので……！」

			「ママもよっ。あぁ……リルの指で……イク、もう、もう……リル、リルっ！」

			「まま、ままっ、ままぁぁぁあっ！」

			　二人の悲鳴が重なった。舌と舌を唾液の糸で繋いで背中を仰け反らせる。身体のもっとも深いところまで浸透するような絶頂感。邪神の強制連続絶頂などとは比較にならない淫楽。自分を「ママ」と呼んだ事にさえ気づかない。

			「まま……」

			「リル……」

			　仰向けになったリリアーヌの上に、リルが重なる。性の快楽も近親相姦も、相手の正体も関係ない。愛しい娘の舌に吸いつき、唾液の音が淫らで心地いいキスにのめり込む。

			（リルとするの……今までで一番、気持ちいい……）

			　夜はまだ長い。たった一回の絶頂で終わらせる気など、母娘には毛頭なかった。

		

	

			第五章　淫母乳に堕ちる断罪シスター

			


			「んあ……あ……ん、はぁぁぁ……」

			　全裸で仰向けになったリリアーヌは、呆けた目で舌を伸ばした。覆い被さったリルが、長い舌からミルクを滴らせる。自分の出した母乳を、娘に口移しされるという倒錯に、異様なまでの興奮を覚える。

			「ねえ、リル。ちゅうして。ちゅー」

			　唇を突き出して、娘にキスをおねだり。でも彼女は、妖しく目を細め、舌をひらひら揺らして見せつけるだけ。焦らしに堪えきれなくなって、リリアーヌの方から腕を伸ばして抱き寄せる。

			「はぁぁぁ……」

			　唇が重なる瞬間の快感だけで、下腹部が疼く。舌が触れ合おうものなら、淫裂から熱い蜜が溢れ出す。脚も使って彼女の腰に抱きつき、自らの手で細長淫核を膣へと誘う。

			「あぁ……。また挿はいっちゃった……」

			　鍛えた内腿の筋肉で膣全体をキュッと締め、リルの陰核に密着させる。余裕だった彼女の表情は一変し、切なげに眉を寄せると、夢中で腰を振り始めた。

			「あん、あん。ま……ままぁ！」

			「可愛いわリル。いっぱい気持ちよくなりなさい」

			　快感に酔い痴れる娘を胸に抱き寄せて、乳首を口に含ませる。際限なく湧き出る母乳を少しも不思議に思わず、吸引する唇の動きにリリアーヌも身震いする。

			「ままっ。りる、また……また……！」

			「いいわ。何度でもイキなさい」

			　自分も腰を振って、娘を絶頂に追い立てた。あと何回かの往復で自分も達する。

			　だが、快楽の頂点に届こうかという時。

			「はーい、お疲れさま」

			　扉を無造作に開け、レンカが小屋に足を踏み入れてきた。ランタンを手にした彼女の後ろには、複数の白い影。シャルノスの娘たちが、背伸びしてベッドを覗き込む。リリアーヌは戦闘で磨かれた反射神経で咄嗟に飛び起き、リルを背後に庇った。

			「そろそろ産まれる頃合だと思って来てみたのですが、予想よりも早かったですね。でもまぁ、誤差の範囲内です」

			　灯りでリルの存在を確認した女司祭が、不敵に笑う。リリアーヌは愕然となった。脱走時に追いかけてこなかったのは、慌てる必要がなかったから。産気づく時期と見計らい、休める場所も限られている事を、彼女は知っていたのだ。

			「その様子だと、ずいぶんお楽しみだったようですね」

			　乱れたベッドを見て、レンカが小馬鹿にしたように笑う。だが、まったく彼女の言う通りで、唇を食い縛って睨み返すしかできない。しかし、悔しさに身を震わせる暇はなかった。完全に囲まれる前に、この場を切り抜けなければ。

			「リルっ！」

			　身を翻し、娘を抱えてベッド脇の窓を蹴った。それだけでは分厚いガラスは破れずに、窓枠ごと外れて落ちる。地面で砕ける音を聞きながら、四角く開いた枠に足をかける。だが外には飛び出せなかった。外にも、無数に輝く赤い光が待ち受けていたのだ。

			「──くっ」

			　すでに小屋が包囲されていた事を知り、進退が窮まる。その躊躇の一瞬で、背後からの手に引き戻された。ベッドに背中から落ちたリリアーヌの上に、小さな邪神の群れが飛びかかる。懸命にリルを抱き締めるが、怪力持ちの集団には敵わない。

			「は……離せ……うぁぁぁっ！」

			　掴まれた腕が軋みを上げ、ついに娘を奪われた。幼女邪神たちは、新たに誕生した仲間を次々に手渡しして、司祭まで送り届ける。

			「さあ、お姫様のご帰還よ！」

			　レンカは上機嫌で、リルを高々と頭上に掲げた。そして大事そうに胸に抱え、颯爽とした足取りで小屋を出ていく。リリアーヌは多数の幼女邪神に抱きつかれながら、必死になってその背中に手を伸ばす。

			「待って！　リルを返して!!」

			「心配しなくても、あなたたちを引き離すつもりはないわ」

			「え……あっ!?」

			　幼女邪神の群れが、リリアーヌを仰向けに担ぎ上げた。手首や足首をしっかり掴まれ、背中やお尻を持ち上げられて、元来た道を運搬される。完全に荷物扱いで屈辱的ではあるが、それよりもリルが心配で、何度も首を上げては、先を行く彼女の様子を確かめる。

			「リル……リル！」

			　おとなしくレンカにだっこされた娘は、状況が理解できていないのだろう。必死に呼びかけても、キョトンとした顔をリリアーヌに向けるだけ。

			　司祭と幼女異形たちの奇妙な行列は、二十分ほどで教団に戻った。必死に走って逃げたつもりだったのに、徒歩と大差なかった。それだけ身重の影響が大きかったのだろうが、そんなものは、もはや関心の範疇外。今はとにかくリルを返して欲しいだけ。

			　為す術なく、地下聖堂に逆戻り。広間に着くなり、運搬係の幼女邪神たちはリリアーヌを放り出し、自分の母親のもとに、文字通り翼を使って飛んでいった。

			　そして再開される、人間女性と邪神娘との相姦の饗宴きょうえん。

			「どこに行っていたの？　ママ、寂しかったわ」「さあ、早くお乳を飲んで」

			　脱走者の捕獲に出ていた娘を、母親が迎え入れる。恋人のように口づけする者、とにかく母乳を飲ませたがる者、そして、尻尾や舌を秘部に挿入するよう、娘に媚びる者。母娘だけではない。洞窟の一角では、ひとりの女性がシャルノスに犯されている。妊婦同士が愛し合っている姿も、そこかしこに。

			　リリアーヌは、淫欲地獄に引き戻された事を実感し、地面に両手を突いて項垂れた。

			「あん、そこ……もっと舐めて……吸って……」

			「ん、あぁぁ……。舌……擦れるの、気持ちいい……！」

			　そんな中、知った声が聞こえてきた。伏せていた視線を上げると、フラヴィとコゼットが、舌を絡めるキスをしている。秘部や胸には娘たちが取りつき、舌で母親を感じさせている。その光景にも、彼女たちの蕩けた表情にも、もうリリアーヌは驚かない。

			　ただ、ほんの数十分前まで自分も同じような顔をしていたのかと思うと、背筋に寒気が走った。娘にキスや愛撫をねだっても、おかしいとすら思わなかった。脱走する直前までは、たとえ身体が欲情に支配されても、罪の意識は残っていたはず。なのに、何も考えず肉欲を楽しんでいた。しかも、もっとも肉体を交えてはいけない娘を相手に。

			「わたし、そんなに精神を毒されていたの？」

			　もし、また快楽漬けの日々に戻ったら、天使になれるかもしれない愛娘を、本物の邪神にしてしまう。どんな犠牲を払っても、彼女だけは逃がすべきだった。諾々と邪神の巣窟に連れ戻された自分を責める。

			（一度は抜け出せたんだもの。必ず機会はやってくるはず！）

			　監視役はレンカだけ。幼女邪神どもの邪魔がなければ、不可能ではない。それが分かっただけでも実行した意味はあった。

			「おやおや。またよからぬ事を企んでいるのですか？」

			　計略を巡らせていたら、眩しい明かりに照らされた。ランタンを突き出したレンカが、半笑いでリリアーヌの顔を覗き込む。

			「考えるだけなら自由だけど、無駄よ。どうせ、その前に二人目の子供を……いえ、三人でも四人でも生んでもらうから」

			「あれを何度も繰り返せというの!?」

			　司祭女の冷笑にゾッとなった。強制妊娠は、もちろん恐ろしい。だがリリアーヌを本当に戦慄させたのは、己の身体の反応だった。邪神に犯された屈辱や、その子を産んだ感覚を思い返した瞬間に、脚の間の性愛器官が熱く疼き始めたのだ。

			「……うっ」

			　欲情を否定しようと、内腿をきつく閉じる。だが、恥辱まみれにされた淫部の記憶と、さっきのレンカの挑発が、不意に捨て身の作戦を思いつかせた。

			（……待って。もし本当にわたしが二人目を妊娠したら……さすがに彼女も油断する？）

			　邪神討伐に繋がるのなら、皆を助けられるなら、我が身を犠牲にするのも厭わない。

			　そんな悲壮な決意に心が傾きそうになり、大慌てで首を振った。脱出のためだけに邪神の子を孕むなんて、そんな危険を冒す必要がどこにある。現に、失敗したからこうして舞い戻っているというのに。

			　ならばレンカを屠るか。しかし、司祭を失った事で邪神がどう動くか読めない。それに彼女ひとりを抹殺したところで、この現状を変えられるとも思えない。

			「一人産もうと何人産もうと、もはや同じ事ではないですか。それとも、まだ抱かれ足りませんか？　シャルノス様の眷属になって欲しければ、もっと自分を気持ちよくさせてみろと、そういうわけですか。いやはや、何と欲深いシスターでしょう」

			　沈黙してあれこれ考えていたら、レンカの勝手な言い草が頭上から降ってきた。

			「馬鹿にするな！　どれだけ穢されようと、わたしの心は屈しない！」

			「では、試してみましょうか？」

			「望むところよ！」

			　思考を中断された苛立ちで、たやすく挑発に乗ってしまった。彼女のニヤリとした笑みを見て焦りが生まれる。

			（落ち着け！　わたしが心をしっかり保てばいいだけ…………ヒッ!?）

			　いきなり、背中に誰かが抱きついた。心の中で悲鳴を上げながら振り返る。

			「ままぁ」

			　そこにあったのは、リルの無邪気な声と笑顔。大人の難しい話が終わるのを待ちかねていたように、胸を求めて手を伸ばす。リリアーヌは、さっそく覚悟の甘さを思い知る事になった。肌を這うその感触だけで、身体の中心が熱く滾たぎり始める。

			「リ……リル離れ……！」

			　突き放そうとしたけれど、また大泣きされるのが怖くなって、思わず口をつぐんでしまう。当然、彼女は無遠慮に乳房を掴む。小屋でのわずかな性交体験でリリアーヌの感じるところを把握し、強弱をつけた指先で乳首を扱く。

			「ま、待ってリル！　そんな事されたら……あひっ！」

			　ピュッと母乳が飛び出した。そんな微細な衝撃が、頭の芯を心地よく痺れさせる。すると、その匂いを嗅ぎつけたように、フラヴィとコゼットが歩み寄ってきた。

			「あら、シスター・リリアーヌもママになったのね」

			「ホントだぁ。一緒ですね、リリアーヌさま」

			　ふたりはリリアーヌの前に並んで膝を突き、乳首の匂いに鼻を鳴らす。ミルクが滲んでいるところを見られるだけで身が竦むほど恥ずかしいのに、彼女たちは、その白いものをペロリと無遠慮に舐め上げた。

			「ひぃぃぃ!!」

			　乳首から乳房、そして全身へ、甘美な痺れが一瞬で走り抜ける。さらには舌で円を描くように乳突起を舐め回されて、一瞬、忘我の表情になる。

			（い……いけない！）

			　このまま快感に流されたら、レンカの言った通り、再び邪神の苗床にされてしまう。

			「シスター・フラヴィ、コゼット…………コゼッ、お、あ、はぁぁぁっ」

			　呼びかける言葉が途切れた。左右の乳首を咥え込まれたのだ。さっきよりも激しい舌使いで転がされる。しかも背後から抱きついたリルが、まるで二人に乳を与えるように乳房を絞る。搾乳される快感に全身が震え、身体を支えていられない。

			「あぁ……！」

			　力尽き、仰向けに倒れ込んだ。素早く覆い被さってきたリルに、唇を奪われる。舌を搦め捕られる快感と、母乳を飲まれる陶酔感が、悪魔のような優しさで、リリアーヌの抵抗する意志を奪い取っていく。

			（ま、負けては駄目……。肉体の感覚を制御すれば、快感なんて……！）

			　混乱しながらも、みんなを押しのけ立ち上がろうと必死にあがく。すると、乳を飲んでいたフラヴィとコゼットが誰かを手招きした。視界の端を小さな白い影が横切ったと思った瞬間、耐えがたい感覚が、左右の足の裏を襲った。

			「きひぃあぁぁぁぁッ！」

			　異様すぎて言葉で表現できず、奇声を上げて救いを求める。舐められている。幼女邪神が──彼女たちの娘が足首を掴み、その長い舌を、土踏まずから指の間まで、くまなく這い回らせている。

			「ひ、ひぁっ!?　やめて、そこ汚い……ンひぃぃっ！」

			「心配ありませんよ。シャルノス様がお作りになったこの白い壁や床は、あらゆる汚れを吸収、浄化してくださいます。あなたが前に漏らした、おしっこもね」

			　ケラケラとレンカが笑う。失禁の恥辱を掘り起こされて怒りが湧き上がる。悔し紛れに彼女に向かって右腕を伸ばすが、それをもう一人の幼女邪神に掴まれた。ひと回り小さな体格や金色混じりの髪色から見て、おそらくフラヴィの二人目の娘。それがリリアーヌの腕を持ち上げ、脇の下をペロペロと舐め始めた。

			「ンひぃぃぃッ！」

			　他人の足の裏や脇を舐めるなんて、さんざん穢された今でも信じられない。そんな嫌悪を覚える余裕もないうちに、六枚の舌が身体中を自由に這いずり始めた。唇は言うに及ばず、首筋も耳も、お腹も脇腹も。手足の指まで咥えられ、全身に唾液を塗りつけられる。

			「んひっ、あひっ。そんな、らめっ。頭、おかしく……助け……ッあぁぁっ」

			　時に細やかに、時にねっとりと。痺れと疼きが絶え間なく襲い、快感を通り越して苦痛に近い。だがどんなに暴れても、六人がかりで押さえ込まれては逃げられるはずがない。鍛えた体術もまったく意味をなさず、無慈悲な舌愛撫の餌食となる。

			　すぐ脇に立つレンカが「口ほどにもない」なんて嘲笑っているのが聞こえるけれど、快感の暴風に翻弄されて、馬鹿にされているという感覚さえ起こらない。

			「それでは、ごゆっくり。あなた方と違って、私はまだ人間の世界に仕事があるので」

			　もはや見届けるまでもないと思ったのか、高笑いが遠ざかる。

			「ま、待て……うぁぁぁあ!!」

			　呼び止めようとした手が強張った。淫裂を舐めていたコゼットに、クリトリスを弾かれたのだ。高まっていた性感が、胎内で一気に加速した。

			「もう、りゃめ。助け……ひぎ、あひ、ン……きひぃ！」

			　誰かにグッと乳房を掴まれ、母乳が飛び散る。乳頭を通る感覚が全身をゾクゾクとくすぐって、背中と手足が、真っ直ぐに突っ張った。

			「あひ、あう、んあ、はひ……っ」

			「んふふ。イッてしまったのね、シスター・リリアーヌ。でも、まだこれからよ」

			　絶頂に喘ぐリリアーヌをフラヴィが見下ろし、優しい微笑みで髪を撫でる。

			（シ、シスター・フラヴィが……イッただなんて……）

			　この期に及んで驚く事でもないはずなのに、彼女が淫らな言葉を平然と口にするたびに心がざわつく。その動揺の隙を突くまでもなく、身動きできないリリアーヌの上半身をみんなで起こすと、膝立ちになったコゼットの乳房が正面から迫った。

			「さあリリアーヌさま。まずはこれを飲んで元気になって」

			「コ、コゼッ……っンむ！」

			　口に乳首が押し込まれる。間を置かずに、温かい母乳が舌を潤した。邪神のものなら飽きるほど飲まされたけど、他の人のそれは初めて。彼女の口ぶりからすると、同じ効果があるのだろうか。頭に浮かびかけた疑問は、口腔に広がるミルクの匂いに掻き消された。彼女に頭を抱き寄せられるまま、赤ちゃんのように唇を蠢かせる。

			「ちゅ、ちゅぱ。ちゅぱちゅぱ、ちゅっ」

			「ああんっ。リリアーヌさまが、あたしのおっぱい、飲んでくれてるぅ！」

			　甘い歓喜に耳をくすぐられると、気持ちが昂り自分から彼女に抱きついた。口元を覆う柔らかな乳房と、母乳とも違う彼女自身の匂いが、リリアーヌの頭をさらに酔わせる。

			「コゼット、ずるいわ。私のもシスター・リリアーヌに飲んで欲しいのぉ」

			「んふっ。では、どうぞ」

			　授乳の様子を見てウズウズした顔をしていたフラヴィに、コゼットが場所を譲った。別の芳しい匂いが鼻孔に流れ、自分から乳首に吸いついていく。

			「あはぁっ！」

			　フラヴィが声を上げて背中を反らす。口から外れないように、リリアーヌの腕が無意識に動いて彼女を抱き締める。飲むほどに、絶頂の疲労が嘘のように霧散する。やはり邪神の子を身籠ったせいなのか、彼女たちの母乳も同じ効果を持ったようだ。

			（なら、もっと飲まなくちゃ。これは……体力を回復して脱出するため……）

			　本当にそれが理由なのか。ふと心の中で首を傾げるが、ひとまず疑問は脇に置き、乳輪ごと口に咥え込む。

			「あぁ……もっと吸って……。シスター・リリアーヌ……リリアーヌぅ……！」

			　フラヴィが声を震わせる。そこに、ただの欲情でない響きが含まれるような気がして、リリアーヌの胸も締めつけられる。

			（シスター・フラヴィのお乳……ミルク……）

			　彼女の胸にキスするだけでも夢のようなのに、ましてや母乳を飲めるなんて、神がくだされたご褒美としか思えない。邪神の企てなのは分かっている。それでも感謝してやってもいいとさえ思ってしまう。

			（愛しています……愛しています、シスター・フラヴィ！）

			　募った想いが溢れかえる。体力回復の目的など後回し。ちゅぱちゅぱと音を立てて母乳を吸いながら、乳首を舌で転がし、もう一方の乳房を揉みしだく。

			「あ、あ……凄い……。シスター・リリアーヌ……！」

			　感極まったようなフラヴィの声に抱き締められ、リリアーヌも再び昂った。子宮から性器にかけて熱く脈動する。母乳を飲んでいるだけなのに、絶頂感が迫ってくる。

			「はぅっ、ンあぁッ！　シスター……リリアーヌぅぅっ！」

			「うあぅっ、んぐッ！　シスター・フラヴィぃぃっ！」

			　フラヴィの方が先に達した。それを追いかけるように、リリアーヌの身体も絶頂に飛ばされる。身体がビクビク痙攣し、口の中に溜まっていた母乳が零れる。すかさず、それをフラヴィの下の娘が奪いに来た。

			「んふぁっ!?」

			　母親の母乳を取られたと思ったんだろう。両手を使って口をこじ開け、舌を突っ込んできた。腹立ち気味の乱暴な舌使いでミルクを奪い返していく。物のような雑な扱われ方をされているのに、腹は立たず、それどころか陶然とした気分になる。舌先をチュウチュウ吸われると、甘美な痺れで、淫裂から悦びの蜜がだらしなく流れ出す。

			「ンあっ、ふぁぁぁっ！」

			　身体が跳ねた。口内を蹂躙されただけで達してしまったのだ。股間が愛液を軽く噴く。それよりも強い勢いで、母乳が噴射した。フラヴィの次女の胸を濡らしたそれを、彼女の姉が舐め取る。妹に口移ししながら、地面に押し倒す。

			「ふぁん」「ンみゃん」

			　仔猫のような鳴き声を上げ、姉妹が絡み合いを始めた。しっかり抱き合い、尻尾を使って相手の秘部を愛撫している。

			「あらあら、この子たちったら」

			　娘たちの淫ら遊びに目を細めたフラヴィが、リリアーヌの口をキスで塞いだ。絶頂直後の過敏な身体に、彼女の滑らかな肌が擦れる。くすぐったくて我慢できないのに、触れている悦びの方が勝って離れられない。

			（こ、こんなの……どんな修行や苦行より辛いよぉ……！）

			　だが厳しい修練を思い浮かべたせいで、快感で蕩けた頭に、少しだけ冷静さが戻った。

			　愛欲に負けて忘我の境地と、使命感への揺り戻し。その間を何度行き来すれば気が済むのか。確かに、愛する人と肌を合わせる快楽に魅了されているのは否めない。だからといって、修行で鍛え抜いた精神力が、易々と性欲ごときに屈するとは思いたくない。

			（そうよ。こんなのおかしい。一体、何がわたしを陥れているというの!?）

			　リリアーヌの苦悩を遮るように、フラヴィが胸を密着させてきた。乳房同士で押しつけ合い、尖った山頂部から母乳が溢れる。彼女が背中で円を描くように動くと、四つの膨らみがミルクを攪拌し、甘ったるい匂いが立ち上る。

			　──クチャクチャ、クチュっ。

			　いやらしい音も手伝って、頭がクラクラ揺れる。必死に保とうとした自我が、忘我の方へと強烈に誘われる。だから、横からコゼットがキスに割り込んできても、無抵抗に受け入れてしまった。とろりと流れ込んできたのは、唾液ではなくミルクの味。

			（え……何で？）

			　不思議に思うリリアーヌの目を見て、少女が妖しく微笑んだ。いったん唇を離すと、自分の子に授乳する。そして母娘で口づけて、その乳を戻してもらう。

			　コゼットは、自分のミルクを娘と口移しで往復させ、それをリリアーヌにも分け与えていたのだ。母乳の倒錯したやり取りを、非難はできない。逃走先の山小屋で、自分もリルと同じ事をしたのだから。むしろ、同罪の者がいた嬉しさと安心感で胸が弾む。

			（こんな事に興奮している場合じゃ……あふぅっ）

			　フラヴィとリリアーヌの胸で母乳が泡立つ。グチャグチャと派手に、より卑猥に音を奏でて、羞恥と欲情を煽り立てる。

			「ふふっ。どう、シスター・リリアーヌ？　き、気持ちいいでしょう。い……いやらしい気分になって……堪らないでしょう？」

			「あぁん。リリアーヌさまはぁ、あたしが気持ちよくするのぉ」

			　挑発するフラヴィの方が息を切らし、コゼットも興奮で声が上擦る。二人の淫気に当てられて、リリアーヌも身体をくねらせ、唇と舌を蠢かせる。しかし、そんな彼女たちが、急に後ろに倒れ込んだ。

			「きゃあん」「あぁぁん」

			　愛撫を中断させられたフラヴィとコゼットが、甘い悲鳴を上げる。入れ替わりにリルが抱きついてきた。母親を取られっぱなしで焼き餅が限界に来たのだろう。リリアーヌを押し倒し、勃起クリトリスを挿入しようと懸命に腰を振る。

			「あん、待ってリル。待ってってば」

			　行為の最中に少しばかり冷静さを取り戻してしまったせいで、人に──特に、同じ聖職者であるフラヴィに近親相姦を見られる事に、抵抗を覚えてしまう。

			「待っ……あっ!?」

			　腰を捩って挿入を阻止していたのに、細長陰核の先端が膣口を突いた。ピリピリ痺れる甘美な刺激に、思わず首を反らして喘ぐ。

			「いけないわ、シスター・リリアーヌ。愛を求める娘には、愛で応えてあげなくては」

			「シ、シスター・フラヴィ……！」

			　驚いて目を見開く。フラヴィが脇からリリアーヌの腰を押さえ、さらには、リルの陰核を摘んで膣口へとあてがったのだ。彼女の導きによって、娘の細長い性愛器官が、ずぶずぶと胎内へ埋まっていく。

			「んッ、あ……くっ」

			　シャルノスの淫裂舌に比べたら、半分にも満たない細さ。それなのに、膣壁から堪らない快感が身体中に広がった。手足の先まで熱く痺れる脈動に、一瞬で魅了される。

			「シスター……フラヴィ！　こ、これは近親、相姦……なのでは……ふぁっ」

			　フラヴィに耳元の髪を掻き上げられた。性器でも触られたようなゾクゾクが背中を走って身悶えする。そんなリリアーヌを見下ろして、彼女は可笑おかしそうに目を細めた。

			「今さら何を言っているの？　あなたは、もう知っているのに。禁断こそが至上の喜び。シャルノス様の思し召しに感謝して……ふふっ、思う存分、身も心も快感に捧げなさい」

			「そんな……。こんな思し召しがあるわけ……ンあぁぁぁ！」

			　近親相姦を勧めるフラヴィに困惑しながらも、懸命に腰を動かすリルを抱き締めた。細長淫核が膣内を往復するたびリリアーヌの腰もせり上がり、さらに深くまで迎え入れてしまう。その間も繊細な指使いが髪や首筋を撫で上げ、上から下から快感が責め立てる。

			「お、おかしくなるっ！　シスタ……フラヴ……ィ！　待って、変に……ンあぁぁぁ！」

			　リルが左乳首に食いついた。長い舌で乳首を締め上げ、ミルクを絞り出す。娘の口腔に乳を放つたび、絶頂に近い衝撃に襲われる。しかも悶えるリリアーヌを面白がるように、コゼットの娘が右の乳房を鷲掴みにして乱暴に揉みしだいた。

			「きゃは、きゃははっ」

			「やめ、や……！　出ちゃうから、おっぱい……出ちゃうっ！」

			　笑われながら、純白母乳を高々と噴き上げる。舌を伸ばしたコゼットの娘が、それを空中で受け止める。

			「リリアーヌさまの、美味しい？　あぁ……あたしも、おっぱい張って堪らない。あん、飲んで。リリアーヌさまも、あたしの飲んでぇ」

			　娘の髪を撫でていたコゼットが、急に自分の乳房を両手で揉み始めた。ほんの数回で、幾筋もの真っ白な水流が、リリアーヌの顔に降りかかる。

			「ああん、コゼットずるいわ。私のも飲んでもらうの！」

			　驚く暇もなく、フラヴィも対抗するように母乳を搾る。

			「ふ、二人とも……あ、んぷあぁっ」

			　口元は言うに及ばず、髪にも目蓋にも、彼女たちのミルクを注がれた。リルにも乳房を握られて、胸の辺りも噴き上げた自分のもので真っ白に染まる。とても人間が出せる量とは思えないけど、それよりも、淫母乳に犯されている被虐感が堪らない。

			「はぁぁぁ……もっと注いで！　もっと、ミルクで犯して……きゅふぁあぁう！」

			　母乳だけではない。リルに膣内を擦られ、失禁しそうな焦燥感が股間を責めた。まるで胎内に意思があるように、膣肉が娘の陰核に蠢きながら吸いついていく。性愛器官同士が起こす快感摩擦が気持ちよすぎて、狂ったように頭を前後左右に振り立てる。

			「ままっ。りる、りる……！」

			　リルが切羽詰まった悲鳴を上げた。眉を寄せた泣きそうな顔で母親を見上げる。

			「リル、イキそうなのね。いいのよ……。マ、ママの膣内で気持ちよく……なって！」

			「まま、ままぁ！」

			　胎内で伸びた陰核に子宮口を突かれた。快感衝撃が頭を貫く。膣口がギュッと収縮し、娘を思いきり締めつける。

			「まま、いくっ。りるいく、まま、ままぁぁぁぁっ!!」

			「ああっ、熱い！　入ってくる、リルが、リルがいっぱい入って……ンあぁぁッ!!」

			　リルの邪神陰核から、熱い何かが放出された。リリアーヌは彼女が達した証と歓喜し、母乳を噴き上げながら背中を仰け反らせる。

			「イッってるのね、シスター・リリアーヌ！　リリアーヌ、リリアーヌぅ！」

			「リリアーヌさまっ。あたしもイッちゃ……あぁぁぁっ！」

			　見守るフラヴィとコゼットも、母娘の絶頂淫気に当てられ同時に達した。膝立ちで背中を反らせ、大量の母乳を噴射する。彼女たちの淫乳を大量に浴びたリリアーヌは、さらに高い悦びへと吹き飛ばされる。

			「ああ凄い！　リルの気持ちいい！　お……おっぱい、気持ちいいィィィッ!!」

			　全身の絶頂緊迫に耐えられず、股間が緩んだ。尿意が一気に押し寄せ、放尿。娘の股間を、おしっこの奔流で濡らしてしまう。

			「あぁ……リルに、おしっこ……ふぁあぁぁぁ……」

			「まま、まま……あったかぁい」

			　母親に放尿されたというのに、リルがうっとりとした顔になる。そしてリリアーヌも、娘を汚した事を情けなく思うのも忘れ、背徳的な解放感に陶酔していた。

			


			　初めて地下聖堂を見た時に比べ、母体に「選ばれし者」たる信者が増えた。幼女邪神の増え方はそれ以上。フラヴィのように、複数産んだ女性がいるからだ。そして変わらず繰り広げられる、邪神による陵辱や、娘との相姦、女性同士の絡み合い。

			　リリアーヌも例外ではなかった。

			　フラヴィ、コゼット、そしてリルを中心とした邪神の娘たち。彼女らに代わる代わる、あるいは同時に抱かれ、犯される毎日。時には名前も知らない他の信者女性と愛撫を交わす事も、珍しくなくなっていた。

			（ここに連れ戻されて、何日経った？）

			　それすら分からないほど愛欲に溺れ、身体は完全に快楽の虜。どれだけ休憩しても、ひとたび愛撫の手が触れると、自ら積極的に求めてしまう。

			　それでもなお、理性は常に頭の片隅に残っていた。忘我の境地と断罪シスターの使命感が、行為中においても交互に入れ替わる。他の信者女性のように完全に洗脳されてしまえば楽になれるのに、リリアーヌだけが苦悩の時間を与えられている。

			　どうしてかは分からない。ただ、思考がまともに戻って抗う意思を見せる時、シャルノスが笑って眺めているような気がする。

			（他のみんなとは違う種類の洗脳術？　それとも呪い？）

			　どれも違う気がする。ただ、明確な目的を持って弄んでいるのは間違いない。そうと分かっていながら、リリアーヌは、女性同士の快感に溺れ続ける事しかできずにいた。

			


			　その時は、いきなりやってきた。

			　ランタンを提げ、四、五本の木の棒を束にしたものを持ったレンカが、地下聖堂に姿を現した。棒の先端には、布が巻きつけられている。油の臭いもするし、松明にするのだろう。それで何をするつもりかは知らないが、いつもと違う彼女の様子に首を傾げたのは、おそらくリリアーヌだけ。

			「よいしょ」

			　レンカは棒の束を階段横の壁に立てかけ、幼女邪神の群れを見渡し満足そうに頷いた。

			「三百匹……といったところかしら？　第一陣としては十分ね」

			　そして女性たちを掻き分け、広間中央に立つシャルノスの前に進み出た。ランタンを脇に置き、両手を胸の前で交差させて跪く。恭うやうやしく首を垂れたその様は、いかにも司祭とか預言者といった風情。そんな姿を久しぶりに見る気もするが、今のリリアーヌはリルの陰核を舐めるのに忙しい。邪神からどんな「神託」を受けているのかなど興味ない。

			「……いよいよ、なのですね。シャルノス様」

			　本当に邪神の声が聞こえているのか甚だ怪しいが、レンカは、いかにも勿体もったいつけたようにゆっくりと立ち上がると、両手を高々と挙げて語り始めた。

			「信者たち！　時は来ました！　我が教団の、本来の目的を果たす時が！　世に放たれた神の子たちは、各地で見染めた女と秘密裡に通じ、さらに数を増やしていく事でしょう。人がその存在に気づく頃には、神の子は数百倍、数千倍へと膨れ上がり、世界中に広がって、私利私欲と戦争に明け暮れる愚かな人間どもを駆逐するのです！」

			　いつもの礼拝のように、朗々と、大仰に、邪神の計画を説いて聞かせる。

			「さあ、汚れきった世界を一度破壊して、シャルノス様のもと、我々と神の子とで、新たに清らかな世界を創り上げるのです！」

			　しかし、レンカの話に耳を傾ける者など、誰一人としていなかった。愛欲人形と化した女性たちは、ひたすら性を貪るのみ。そうなるように仕向けたのは彼女自身のくせに、いたく機嫌を損ねたらしく、目一杯に顔を顰める。

			「お前とお前と……それからお前！　その松明を持って、子供たちを先導しなさいっ！」

			　急に口調が荒くなり、何人かの母親を指差す。松明は、その人たちを使って夜の山道を下りるための物のようだ。しかし、指名された女性たちは知らん顔。というよりも、指示を理解できない様子で首を傾げ、蕩けた笑みで娘と口づける。

			「聞きなさい！　……ええい。もういい、面倒だわ」

			　無視された司祭は、怒りで顔を真っ赤に染めたかと思うと、手近なところにいた女性に張り手を食らわせた。倒れたその人から子供を取り上げ、階段の方へ放り投げる。

			「ぎゃんっ!!」

			　転がった子供が悲鳴を上げた。信者たちが呆気に取られている間にそれを何度も繰り返し、十数人の幼女邪神を次々と母親から引き剥がす。

			「な、何をするの!?」

			　驚き、呆然としていた母親たちが、次第にレンカに抵抗し始めた。子供を奪われまいとして抱えたり、投げられた子供を取り戻しに走ったりと、出入口付近で諍いが起こる。

			「やめてください！　どうして子供を奪うのです！」

			「それは私のセリフよ！　何のために子供を産ませたと思っているの!?　ああもう、どうしてこんな面倒な事に……！」

			　レンカが忌々し気に言葉を吐き捨てる。本当は、母親らが喜んで子供を差し出す予定だったのだろう。それがどのような狂いが生じたのか、激しい抵抗に遭っている。その波は次第に暴動へと発展し、性交中だった母親も、娘を抱えて洞窟奥へと逃げ始めた。

			「やめて！」「子供を取らないで！」

			　ヒステリックに叫ぶ女性たち。子供を奪うそばから取り返されての堂々巡りで、とても司祭ひとりで対処できるものではない。

			「なぜ神の意に従わないの？　一体、何が起こったというの？」

			　唖然となるレンカ。唯一話が通じそうなリリアーヌに、視線を向けて問いかける。あいにくとリルの陰核に後ろから貫かれていた最中で、意識は半分近く忘我の側。それでも、彼女の求める答えは持っていた。

			「は、母親にとって……あんっ。自分の、産んだ子供は……一番、大切なのよ。それが、たとえ……ま、魔物の娘であってもね……んっ」

			　確かに、洗脳によって幼女邪神を愛するように操られていただろう。だが母となった女がこんなにも子供に執着するとは、邪神もレンカも、想定外だったに違いない。

			「邪教を信奉する者……なんかに……あっ……愛を計るなんて、できないという事よ！」

			「貴様……！」

			　喘ぐリリアーヌなんかに勝ち誇られて、レンカの顔が憎しみに歪む。しかし、女たちを思うように操れていないのは事実。業を煮やした彼女は、ついに邪神に助けを求めた。

			「シャルノス様、シャルノス様！　どうか、この愚か者どもに神の制裁を！」

			　呼びかけられるまでもないと言わんばかりに、邪神が尻尾で地面を叩いた。白い物質が裂けて飛び散り、元の地面まで抉れる。

			「きゃあぁぁぁっ！」

			　その衝撃波だけで、何人かが壁まで吹き飛んだ。そもそも、幼女邪神を世に放とうと企てているのは、レンカではなくシャルノス自身。目的を阻む「母親」どもは、もはや用済みという事なのか。

			「し、しっかり！」

			　リリアーヌは咄嗟に挿入性交を中断し、飛ばされた女性に駆け寄った。壁を覆う柔らかい物質のおかげで致命的な怪我はないが、全身を強く打ちつけ悶絶している。

			（くっ！　邪神の乳なら、すぐに回復できるんだろうけど……）

			　彼女たちは信者女性を始末する気だ。もはや、許しを請うて邪神母乳を与えてもらえる状況ではない。歯噛みするリリアーヌに溜飲が下がったのか、レンカがフードを跳ね上げ愉快そうに高笑いした。

			「あははは！　シャルノス様に逆らうからだ！　お前たちの代わりなど、いくらでも調達できる。さあ、命が惜しければ子供をよこしなさい！」

			　レンカが低い声で凄味を利かす。犠牲者を選定するように、洞窟の奥で固まる女性たちの顔をランタンで照らす。その言動が、さらなる混乱を引き起こした。みんな洗脳で理性を奪われているだけに、感情が行動に直結。考えるより先に出口へと殺到する。

			「う、うわぁぁ!?」

			　数百人の女性と子供の大移動に、レンカの方が慌てる羽目になった。人波を必死に避けるが、足がもつれて、持っていたランタンをシャルノスの胸に押しつけてしまう。

			「があぁぁぁぁッ!!」

			　その瞬間、表情に乏しかったシャルノスが怒りを露わに絶叫した。洞窟が崩落するのではないかと思うほどの振動と共に、腕をひと振り。レンカを手の甲で打ち据えた。

			「ぎゃふっ!?」

			　奇妙な声で司祭服の女が吹き飛ぶ。何人かの女性を巻き添えに、壁に激突した。リリアーヌも、まさか彼女が攻撃を受けるとは思わず、驚きで動きが止まる。洗脳女性たちも衝撃を受けたらしく、さらに多くが出口へ詰めかけた。

			　しかし、シャルノスが両手と翼を広げて立ち塞がる。ひとりの女性が体当たりで突破しようとしたが、あえなく捕らわれ、首を掴み上げられた。

			「シスター・フラヴィ!?」

			　捕まった女性を見て、リリアーヌは悲鳴を上げた。洗脳されていても、断罪シスターとしての本能が女性たちの危機を救おうとしたに違いない。

			　金色の髪が苦し気に揺れる。あと数秒で首が折られてしまう。

			「やめろぉぉぉ！」

			　蒼白となって、レンカからランタンを奪い思いきりぶつけた。それでどうにかできると思ったわけじゃない。丸腰の身で、他に攻撃に使える物がなかっただけ。

			　ガラスが割れ、炎がシャルノスの髪に燃え移る。それが、異様な早さで彼女を焼き始めた。大波のようにうねりながら、見る間に白い肌の上を広がっていく。ランタンの油だけで、生き物がこんなに燃えるものだろうか。ぶつけたリリアーヌが驚かずにいられない。

			「うあ、うがっ、うあ、がぁぁぁぁッ!!」

			　耳をつんざく悲鳴。鼓膜が破れそうだ。

			　その時──リリアーヌの頭の中に、再び不思議な光景が流れ込んできた。邪神の剥き出しの感情。彼女にとって、おそらく、もっとも忌まわしい記憶。

			　シャルノスが、炎に包まれている。

			（燃えている……？　違う、焼かれているんだ！）

			　もうひとりの神が対峙している。煌々と輝く赤い髪を逆立てた、美しい女神が。自在に炎を操って、邪神にとどめを刺そうとしている。だが、彼女もまた満身創痍。仕留めきれないと悟ってか、歪ませた眉に悔しさが滲み出る。

			　それでも、シャルノスは瀕死だった。その容姿をまるで違うものに変えられるほどに。漆黒の肌は真っ白になるまで焼き尽くされ、完全な闇色だった黒髪も、神炎の熱を孕んで真っ赤に染まっていった。

			　敗北よりも、激痛よりも、敵対する神とそっくりの姿になった事が、邪神を狂わせた。シャルノスは己を見失い、歪んだ空間で長い時を過ごした後、人間界へ逃げ込んだ。次元を超える衝撃は、さらに彼女の自我を侵食し、人間界を支配する事で満足するほどの卑小な神になってしまったのだ。

			　だがリリアーヌは、すでにシャルノスの経緯など気に留めていなかった。

			（わたし……あの炎神……知っている？）

			　そんなはずがない。この彼女の記憶は、永劫ともいえる昔の話。人間には測りきれない太古の出来事。そうでなくとも神の顔を知るわけがない。

			　シャルノスが神世から姿を消すのを見届けると同時に、炎の女神もまた、力尽きた。

			　その彼女が、最後の瞬間に、時空を超えてリリアーヌに目配めくばせする。

			（…………そうか！）

			　刹那で悟った。炎神が、シャルノスを倒す方法を教えてくれたのだと。

			　だがランタン程度では邪神の肌を焦がすだけ、現に、焼かれた個所が早くも回復し始めている。もっと大きな炎が必要だ。

			「あれだ！」

			　放置されていた松明を手に取る。危機を察したシャルノスが飛びかかってきた。リリアーヌは攻撃のタイミングを逃し、慌てて階段に逃げ込んだ。

			「くそっ。でもいいわ。その調子で追ってきなさい！」

			　地下の閉鎖空間でこれ以上の火を使ったら、女性たちにも危険が及ぶ。広い場所に誘導する必要があったので、この展開はむしろ好都合だ。息を切らして必死に階段を駆け上がる。邪神も弱っているのか、逃げるリリアーヌとの距離を詰められないでいる。

			「あいつが回復してしまう前に決着をつけなくては……！」

			　数百段を一気に昇り、ついに地上の礼拝堂へ出た。天窓から、二度と拝めないと思っていた星空が覗くが、感傷に浸っている場合じゃない。

			「来い！」

			　両手に松明を持って待ち構える。ここで倒さなければと全身が強張る。二本の棒きれに運命を託し、気迫を込めて握り締める。

			「……え？」

			　その瞬間、着火もしていないのに松明が炎を噴いた。ゴウゴウと音を立て、顔よりも大きく燃え上がる。何が起きたのか把握できないが、狼狽してはいられない。

			「うがあぁぁぁぁぁッ!!」

			　階段から、炎の尾を引いたシャルノスが飛び出す。その手を掻い潜り、猛火の松明で背中を殴りつけた。彼女を焼いていた炎が勢いを増し、全身を一瞬で包み込む。怒り狂ったシャルノスが、絶叫しながら尻尾を横薙ぎに振るった。彼女を象った神像が破壊され、台座の中から、いくつもの武器や武具が転がり出てきた。

			「あれは……わたしの剣！」

			　そういえば、いつの間にか地下洞窟から消えていた。まさかこんなところに隠していたなんて。レンカの仕業に決まっているが、そんな事はどうでもいい。手近にあった物を掴むと、それはフラヴィのハルバート。

			「お……の……れ……。にんげん、がぁぁぁぁっ!!」

			「だぁぁぁあ!!」

			　重い戦斧を持ち上げきれず、自棄やけ気味に振り上げた。刃はなくても、重量だけで威力は十分。邪神の身体も脆くなっていたのか、左の脇腹がへこみ、背骨が折れる音がする。

			「ぎゃああぁぁぁあッ!!」

			　異界の邪神といえど、人間界で受肉したのが仇となった。身体の軸を破壊され、床にうずくまる。この機を逃すつもりはない。自分の双剣を拾い上げ、彼女の背中へ交差するように突き立てた。地面に縫いつけられたその身体が、見る見る焼けただれ、溶けていく。

			　しかし相手は人ならざる邪神。最後まで油断はできない。松明に火を点け、顔を潰そうと振り上げる。

			「邪神よ、滅びなさい！」

			「待って！」

			　後ろから走ってきたレンカに体当たりで邪魔された。もみくちゃにされた際に司祭服が脱げたのか、粗末なワンピースだけになった彼女が、松明を奪って投げ捨てる。

			「何をするの!?」

			「シャ……シャルノス様を、殺させはしないわっ！」

			　両手を広げ、必死の形相でシャルノスを庇う。その迫力に、リリアーヌは一歩下がってしまった。保身のためだけに邪神に仕えていたと思っていたので、彼女の捨て身の行動に驚きを隠せない。

			「そいつは人間界を滅ぼす悪魔よ!?」

			「それが何？　望むところよ！　くだらない戦争を長々と続けて、私から何もかも奪った人間など滅べばいい!!」

			　まるで呪詛。憎悪の塊をぶつけられているようだ。そこまで言わしめる何かが、彼女の身に起こったのだろう。不幸を呪うのは、不自然でも不思議でもない。リリアーヌの生い立ちだって、お世辞にも幸福なものではなかった。それを補って余りある幸せを与えてもらえる人物に出会えたから、今日まで生きてこられたようなもの。

			　それが、レンカにとってはシャルノスだったというだけ。

			　だが、諦めてもらうしかないようだ。とどめを刺すまでもなく、彼女の背後でシャルノスは命尽きていた。熱した鉄のようにドロドロに溶け、もはや形を成していない。

			「炎が弱点だったのね。……だとしても、松明なんかで神を殺せるなんて……」

			　リリアーヌは、呆気なさに首を傾げた。肉体を得て「生物」になり、神性を失ってしまったせいもあるだろう。しかし、本当にそれだけなのだろうか。

			「それにしても、どうしていきなり炎が点いたのかしら」

			　きっと神の御加護と、シスターならばそう信じるべき。だがあの時、自分の内側で何かが動いたように感じた。邪神を滅ぼせたのはいいけれど、釈然としないものが残る。

			　いずれにせよ、これで教団はおしまい。女性たちの洗脳も解ける事だろう。

			（思えば、シャルノスも可哀想な神だったかもしれないわね。願わくば、今度は正しき神の御許に導かれん事を……）

			　目を閉じ、十字を切る。だが、せめてもと思った祈りを、レンカの絶叫が遮った。

			「きゃあぁぁっ!?」

			　何事かと顔を上げ、驚愕した。レンカの背中に、粘液状のものが覆い被さっている。見る見るうちに、謎の物質に飲み込まれていく。

			「お、おやめくださいっ。シャルノス様……いやあぁぁぁっ!!」

			「シャルノス!?」

			　邪神は、まだ生きていた。四つん這いになったレンカは、もう首しか出ていない状態。さんざん超常的な光景を見て慣れたつもりだったのに、リリアーヌは恐怖と戦慄で動けなくなった。凍りついたように足が竦み、声も出せない。

			　溶解シャルノスから、細長い触手が一本伸びた。レンカの耳をくすぐって、まるで何かを囁いているように見える。現に、彼女の顔色が見る見る蒼褪めていく。

			「な、何ですって!?　いやぁぁぁ！　そんなのいやぁ！　た……助けてっ。こいつ、私の身体を使って……復活……ヒぃッ!?」

			　直前まで「シャルノス様」だったのに、自分が狙われた途端「こいつ」呼ばわり。だが呆れている場合じゃない。シャルノスはレンカの身体を乗っ取り再生するつもりだ。灰も残さず焼き尽くすべきだったと詰めの甘さを後悔するが、もう火は使えない。取り込まれたレンカまで焼き殺してしまう。しかし放置していても結果は同じだ。手をこまねいて立ち尽くすリリアーヌに、裏返った必死の罵声が浴びせられる。

			「何してるの助けなさいよ！　ひぃっ。わ、私の中に何か入って……。いやぁぁぁ！　私は……私だけは清い身体の約束……ンあぁぁぁあ、やん……はぁぁぁぁ……」

			　身勝手な言い草の悲鳴に、甘い喘ぎが混じり始めた。溶けたシャルノスに淫部から侵入され、彼女の思考が犯され始めている。同性の性感に慣らされたリリアーヌの身体も、過敏なまでに反応した。嬌声に共鳴して股間が痺れ、熱い淫液を一筋流す。

			「か、感じてる場合じゃない……のに……」

			　瀕死の状態から復活するには時間を要するのか、状況に大きな変化は見られない。今ならまだ、教会に連絡を取って、レンカを助ける術なり、シャルノスを本当に倒す手段なりを探せるかもしれない。崩れ落ちそうな膝を叱り、剣を杖代わりにして立ち上がる。

			　そこへ、地下への階段から大勢が上がってくる気配や声がした。真っ先に現れたのは、フラヴィとコゼット。きっと正気に戻った女性たちを先導してきたのだ。

			「二人とも、無事だったのね。シャルノスは、一時的ですが活動を止める事に成功しました。今のうちに下山してしまいましょう。みなさんも、早く！」

			　駆け寄り、嬉々として呼びかける。しかし二人は困り顔。他の女性たちも、一様に反応が鈍い。理由は、すぐに分かった。みんな、その腕に幼女邪神を抱いたり、手を繋いだりしている。大切な宝を扱うように。

			「あ……」

			　リリアーヌも困惑した。この子たちは、邪神の分身。人間の世界に連れていくわけにはいかない。それに、邪教団の思惑通りの展開になる危険性も孕んでいるのだ。だからといって、こんな幼子たちをシャルノス同様に手にかけるなど、人の道に外れている。

			「で、でも……じゃあ、どうすれば……」

			　フラヴィに助言を求める。しかし、彼女も苦悩の表情。無言でリリアーヌから視線を逸らし、両手に繋いだ二人の娘を交互に見詰める。洗脳されていたとはいえ、我が子に注いだ愛情に、偽りはなかったという事なのか。

			（そうだ、リルは……！）

			　自分の娘の姿を求める。それに応えるように、小さな手が右手の指を引っ張った。

			「まま」

			　彼女の声が、鼓動を跳ね上げる。自分を見上げるあどけない顔に、心臓を鷲掴みにされる。確かに、リリアーヌの中にも娘に対する愛が消えずに残っている。この子を抹殺するなんて、想像するだけでも恐ろしい。

			「わたし……どうすればいいの？」

			　両膝を突きリルを抱き締める。彼女が答えをくれるはずがないと思いながら。

			　細い腕が、リリアーヌの頭を包み込んだ。娘の薄い膨らみの胸に頬を押し当てる。苦悩から一瞬でも解放されたかったせいなのか、幼女の甘い匂いに安らぎを求めてしまう。

			「りるが、どうすればいいか、おしえてあげる」

			「──え？」

			　予想外の囁きに耳をくすぐられ、間の抜けた声で娘を見上げる。悪戯っぽく目を細めた彼女の笑みに、背筋が冷たくなるのを覚えた瞬間。

			「うっ!?」

			　身体が急に重くなった。何かがお腹に入っている、この感覚。

			「あはっ。まま、またこどもがうまれるね」

			「何ですって!?」

			　驚いてお腹を触る。丸く膨れたこの感覚は、確かに妊娠。でも、前の時は徐々に増えていったのであって、こんなにいきなりではなかった。これはもう、出産間近の重量感。

			「で、でも……あれ以来、シャルノスにそんな事はされていないのに……」

			　戸惑うリリアーヌの目を、からかうようにリルが見詰める。数秒の間、その視線の意味を考えて、やっと真意に辿り着く。

			「そうだよ。こんどは、りるのこども！」

			　無邪気で楽しそうな声に、リリアーヌは愕然となった。

			「そ……そんな馬鹿な！　だってあなたは、まだ産まれたばかりで……」

			　違う。リルは普通の人間の子供ではない。それを思い出して蒼白となる。

			　最初から言葉を喋り、性交の本能を持ち合わせているのだ。女を孕ませる能力を持っていて、何の不思議があるだろうか。思えば、彼女の陰核から胎内に放たれた淫熱は、シャルノスに浴びせられたものと同じ。

			　相手は子供。そんな先入観が、妊娠の可能性を頭から排除していた。

			　だがリリアーヌは、もっと重要な事実に思い至ってしまった。この新たな命は、娘との近親相姦によってできた子供。犯されて、なんて言い訳すら教会には通用しないのに、これは自ら求めた姦淫の末。取り繕いようのない、重すぎる罪。

			「わ、わたしがそんな……いやぁぁぁぁぁ!!」

			　頭を抱えてうずくまるリリアーヌの耳が、不穏な音を捉えた。呻きのような、啜り泣きのような、低い声。それは波のように広がって、広い聖堂内に反響し始めた。

			　もうシャルノスが復活したのかと思って顔を上げ、目を疑った。直前まで冷静さを取り戻していたはずの女性たちが、娘との交わりを再開している。中には、ベッドを求めてなのか、娘と手を取り合って宿舎の方へ向かう者も。

			　そんな事をしている場合じゃない。この地から脱出するには、今が最大の好機なのに。

			「コ……コゼット！　シスター・フラヴィ！」

			　せめて二人だけでも思ったが、希望は一瞬で打ち砕かれた。コゼットが、娘と性器を舐め合っている。フラヴィも、床に寝ころんだ長女に跨がり、秘部を舐められながら、椅子の上で脚を広げる次女の股間に顔を埋めている。

			「あはぁ……気持ちいい……。ねえ、シスター・リリアーヌはやらないのぉ？」

			「リリアーヌさまも、早く始めましょうよぉ」

			　地下にいた時と同じ、いや、それ以上の淫蕩な表情で、二人がリリアーヌを誘う。

			「どうして？　洗脳は解けたのではなかったの？」

			　がっくりと手を突くリリアーヌの前に、リルが立った。下腹部を近づけ、屹立する細長陰核を見せつけるように。

			「ままも、ほんとうはわかってるんでしょ？」

			「わ……わたしが何を分かっているというの！」

			　震える声で抗議する。だがどういうわけか、自分の言葉で胸につかえを覚えた。真実を隠して語っているように、心が重苦しい。

			　後ろめたさで目を逸らす。それを許さないように、リルが股間を鼻先に突きつける。甘く、それでいて性の生々しさを感じさせる匂いに目眩を起こす。ただでさえレンカの艶声で淫部が疼いているのに、膝から完全に力が抜け、床にぺたりとお尻をついた。

			「まま、なめたいんでしょ？」

			「ち、違う……。わたし……舐めたくなんか……」

			　喉が、鳴った。言葉とは逆に、彼女の小さなお尻に手を回す。ふらふらと顔を近づけ、陰核の先端に唇が触れた瞬間、抑えようのない欲情が湧き上がった。そのまま滑らせるようにして、娘を口腔内へと迎え入れる。

			「あぁぁんっ。ままのおくち……あったかぁい……」

			　うっとりとしたリルの声と共に、陰核が口の中で小さく跳ねた。その反応が胸をときめかせる。もっと感じさせたくなって、窄めた唇で強く吸引してしまう。

			「きゃあぁぁん！　ま……ままぁ……それ、すきぃ……！」

			　上手な愛撫を褒めるように、リルがリリアーヌの髪を撫でる。生まれて間もない幼子が母親に取る態度ではないのに、嬉しさが溢れてきて止められない。

			（違う！　考えなさい！　わたしが今するべき事は何？　シャルノスが復活する前に教会に戻って、報告と対策を……！）

			　舌を動かしながら、頭の中で、必死に自分に訴えかける。しかし。

			「ひやぁぁぁん」

			　娘の甘い喘ぎが、愛撫に身体を縛りつけた。断罪シスターの自覚は、彼女を絶頂させたい欲求によって、いともあっさり蹴散らされた。お尻を撫で回しながら、唇を陰核に密着させて前後に扱く。

			「あふ……んば、あぷ……じゅるっ」

			「あはぁん！　……すごいっ。りる……りる……っ！」

			　彼女の腰が震え始めた。絶頂が近いと感じて唇愛撫の速度を上げる。涎が溢れて、息継ぎのたびに床へポタポタ零れ落ちる。下品な音で啜り上げながら、ぷっくり膨れ始めた陰核を螺旋状に舐め回す。まるで、邪神の長い舌のように。

			「きゃうん、あん、ふぁあぁぁぁぁん!!」

			　リルが背中を仰け反らせた。倒れそうになる細い腰を、両手で抱き寄せ支える。淫核に上顎を突かれるけれど、構わず舌を絡ませ続けた。

			「ひゃん、あん、あん、ひあぁぁぁ！」

			「ん、んぐ……ンむぅッ!!」

			　さらに一段高い絶頂に飛ぶ彼女に、リリアーヌの身体も共鳴する。指一本触れていないのに悦びの頂点に達し、腰も背中もビクビクと痙攣する。

			「あふ……ふはぁぁぁ……」

			　二人で同じような喘ぎ声を漏らし、天井を仰ぐ。震える唇からは涎が垂れる。痙攣からいち早く回復したのは、愛撫を受けて絶頂が激しかったはずのリルの方。興奮気味にリリアーヌの頭を胸に掻き抱くと、右手でお腹を撫でてきた。

			「んふふ、りるのいもうと」

			　淫らに細めた目で、母親に「早く産んでね」とおねだりする。リリアーヌは震えた。彼女が幼女邪神の増殖を求めるのは当たり前。そうと分かっていても、その後に何が起きるのかを想像すると、恐怖せずにいられない。

			「で、でも……シャルノスはあの通りよ。赤ちゃんに栄養をあげられないわ」

			　邪神の母乳がなければ、お腹の子供は育たないはず。ところがリルは、見下したような満面の笑みで、自分の乳首をリリアーヌの口に押し当てた。

			「しんぱいないよ」

			　とろりとした甘い液体が、唇を濡らす。驚くより早く、身体が勝手に動いて彼女の蕾を口に含んでいた。

			（これって……リルの母乳!?）

			　この娘は、生まれながらに邪神の全てを備えているのか。驚愕も戦慄も、ミルクの味と匂いに流されていく。口に入れた瞬間から頭が呆けて、与えられるまま喉に流し込む。

			「はぁ……はぁ……。ん、ちゅぱ。ちゅぱちゅぱ、んむっ」

			「りるのおっぱい、おいしい？　いっぱいのんで、おなかのこども、そだててね」

			「美味しい……。どうしてこんなに……んむんむ、んぐ」

			　リルの言う通り、こんなものを飲んだら、お腹の子供を──幼女邪神を増やす事に繋がってしまう。分かっているのに口を離せない。身体が欲してやめられない。

			「あぷ……ぷぁ……んぐ、んぐ」

			　曲がりなりにも母娘だからなのか、シャルノスのミルクより遥かに美味しい。夢中で吸うと、口に収まりきらないほどに母乳が溢れた。ほとんど膨らみのない乳房と、豆粒よりも小さな乳首のどこから、こんなに出てくるのだろう。不思議に思うより、お腹を満たす方が大事になっていく。

			（やめなくちゃ……。離れなくちゃ……。こんなに飲んだら、お腹の子が育っちゃう）

			　意志と行動が噛み合わない。駄目だと思っているのに、本能が求めてしまう。子供のためという気持ちを振り払いきれない。これが母性というものなのか。

			「ち、違う……。これは洗脳のせい……。まだ、邪神に操られているんだわ」

			「ちがうよ。ままは、せんのうされてないよ。ほかのままも、もうされてないよ」

			　リルが身を引いた。離れるミルクを惜しんで思わず舌を伸ばし、そのあとから彼女の聞き捨てならない言葉に気づく。

			「ど……どういう事？」

			「ままたちは、じぶんのいしで、いやらしいことをしてるの。いやらしいことをしてないと、いきていけないからだになったの」

			「いやらしい事をしていないと、生きていけない身体……？」

			　何を言っているのか分からない。自分の掌を見詰めても、何の変化も感じられない。困惑するリリアーヌの顔を、リルが両手で挟んだ。理解力の低い子供に言い含めるような表情で、目の奥を覗き込んでくる。

			「ままたちは、りるたちにちかいいきものになったんだよ。しゃるのすのおっぱいでね」

			　リルが、クスクスと含み笑いする。それを子供の戯言と一蹴しようとして、はたと思い返す。そして、ゾッとする事実に気づいてしまう。

			（待って……。わたしたち、邪神の母乳でどれだけの期間、生かされた？　陽の当たらない地下空間で、あんなに激しい性行為を繰り返して、どうして身体は何ともないの？）

			　そして、ほんの数日間での妊娠と出産。その異常さも、邪神の子供だからだと思っていた。だが、普通の人間の身体で、そんな急激な変化に耐えられるものなのか。

			「りかい、してくれた？」

			　理解なんてしていない。したくもない。だが、彼女の邪気に満ちた瞳が雄

			弁に物語る。

			　邪神に孕まされた時点で、もう、人間とは異なる別種の生物になっているのだと。

			「りるから、にげられると、おもってたの？」

			　娘の低い声がもたらすのは、最終判決を言い渡されたがごとき絶望感。しかし次の瞬間には、優しい手が背中に回された。

			「でもね、いやらしいことをしたくなるのは、べつ。ままは、こころのそこから、いやらしいことが、だーいすきなんだよ」

			「嘘よ、そんな。……あ」

			　背筋を指先で逆撫でされて、ゾクゾクが走った。恐ろしい事実を突きつけられて性欲どころではないはずなのに、身体が彼女を求め始める。

			　キス、された。唇が重なる瞬間の高揚感が瞬く間に思考を奪い、自分から舌を伸ばしてしまう。娘の舌と擦れ合うと、快感以外の何もかもが、どうでもよくなってくる。

			　本当だった。洗脳なんて関係ない。リリアーヌは、最初からフラヴィに肉欲を覚えていた。彼女やコゼットと淫らに絡み続ける事に、心の底から喜びを感じていたのだ。ただ、信仰心や道徳心が邪魔をして、それを素直に認める事ができなかっただけ。

			「でも！　わたしが淫欲に堕ちたのだとしても、世界の危機を見過ごすわけには……！」

			「そんなの、どうでもいいじゃない」

			　無邪気な瞳で微笑んだ。あまりに笑顔が明るくて、逆にリリアーヌの顔が強張る。

			「うーん。じゃあ、やくそくする。りるたち、ここからでない。ままたちと、ずっと、ずーっと、いやらしいことだけしてくらす」

			　本当だろうか。信用していいのだろうか。しかし、リルのキスに唇をくすぐられ、気持ちよさで頭が呆ける。快感を優先したいあまり、口先だけの約束にすがってしまう。

			「本当ね？　約束よ？」

			「うん。おっぱいがあれば、みんないきていけるから」

			　リルが、自分の母乳で指を濡らし、リリアーヌの口に含ませた。それはあまりに美味しくて、思考力を鈍らせる。目が蕩ける。細い指を、根本から先端まで念入りに舐め回す。彼女は気持ちよさそうに唇を震わせ、ゆっくりと床に寝ころんだ。

			「ねえ、まま……。こっちも……」

			　大きく脚を開き、両手を恥裂に添える。幼い外見に似合わず、ぱっくり口を開けた淫裂から漂う淫らな匂いが、さらに思考を削り落とす。誘い込まれるように口を近づけるが、この期に及んで残る理性が、彼女の言いなりになっていいのかと問いかける。

			（これは、リルをこの場に繋ぎとめるためよ。人の世界に出さないように、わたしたちは身体を張っているだけ）

			　疑念を強引に、必死に説き伏せて、犬のような荒い息で娘の淫裂に吸いついた。肉襞を唇で掻き分け、垂れ落ちる蜜を舐め取る。夢中でキスをしていると、いつの間にか感触が変わっていた。彼女の性器が唇に変化し、舌を伸ばしていたのだ。

			（リルも、シャルノスと同じ事が……んあっ）

			　彼女は邪神の分身。同じ能力を持っていても驚くにはあたらない。その先端が、口元をノックした。指図されるままに唇を開き、口腔内に迎え入れる。

			「あ……ふ、あふ……。ずる……ずるるるるっ」

			　リリアーヌは自分からリルの淫裂舌にかぶりつき、音を立てて淫蜜味の唾液を啜った。邪神の体液は媚薬も同然。口にするだけで股間も激しい欲情に苛まれる。彼女の淫唇が舌と擦れ合うたび、自分も触って欲しくて堪らなくなる。

			「あう、う……ンっ」

			　内腿に力を入れて欲求をごまかそうとする。でも邪神の淫気は、精神力でどうにかできるものじゃない。我慢をするほど身体と心が蝕むしばまれるのを、嫌というほど知っている。

			（そ、それならいっそ……性欲を発散してしまえば……！）

			　極論が名案のように閃いた次の瞬間、弾かれるように身体を起こしていた。リルに跨ると、急き立てられるように自らの手で淫裂舌を膣口に押し当て、ひと息に腰を下ろす。

			「あ……あぁぁぁぁ……！」

			　勃起硬直している陰核も、一緒に挿入してしまったようだ。淫裂舌と共に、膣穴を満たしていく。それだけで鮮烈な快感に貫かれ、頭が真っ白になる境地へ飛ばされる。

			「ふぁ、あッ、んあ……ンああぁぁぁぁっ」

			　背中を反らせ、全身を硬直させて、絶頂快感に耐える。まだ膣に挿れただけ。腰も振っていないのに、気を失っている場合じゃない。

			「マ……ママが、リルの事、いっぱい気持ちよくしてあげるから。……え？　あ、そんな……ひあぁぁぁっ!?」

			　余裕ぶってみせたのに、いきなり舌を突き出し仰け反る羽目になった。リルの淫裂舌が膣肉を舐め始めたのだ。胎内で暴れられる異様さに、真っ白だった頭の中を極彩色が乱れ飛ぶ。口を閉じる事さえできず、娘の胸に涎の雫をボタボタ落とす。

			「あひ、ひぁっ。しょんなとこ、舐めにゃいれ……ひぃぃっ」

			「まま、ひとりでずるいぃ。りるも、きもちよくなりたいぃ」

			　自分でそうさせているくせに、呂律の回らない母親をリルが嘲笑う。それに腹を立てられるほど、リリアーヌはまともに物を考えられない。それどころか、彼女の顔の脇に手を突いて、呆けた笑みを見せてしまう。

			「い、いいわ。リルも、気持ちよくしてあげ……あげ……ンひッ!?」

			　尖ったものに後ろの穴を突かれた。不意打ちのようなゾクゾクが走って、反射的にお尻が浮く。悪戯者を掴んでみれば、リルの尻尾。

			「あんっ、ままぁ」

			　彼女が甘えた声で身じろぎする。おねだりというよりも、分かっているよねと念を押すような笑みで見上げてくる。リリアーヌは、どうしようもなく胸を高鳴らせた。娘に恥ずかしい行為を強要されているのに、被虐の悦びが身体の芯から湧き上がる。

			「あはぁ……」

			　高揚感が抑えられない。自らの手で尻尾の先端をお尻の中心にあてがう。躊躇なく腰を落とし、恥ずかしい穴の中へ迎え入れた。

			「あ……ンッ、くっ……はあぁぁぁ……」

			　体内を逆流してくる感覚は、何度経験しても慣れない。しかし今や、その違和感こそが癖になる快感。初めて犯された時の嫌悪感なんて、とっくに忘却の彼方。息を吐き、飲み込めるところまで一気に尻尾を挿入する。

			「ふぁっ!?　ンあぁぁぁあッ!!」

			　ズンと、激しい衝撃に頭が揺れた。その一瞬で意識まで吹き飛ばされる。身体は勝手に動き出し、腰を上下に振り立てた。体内に咥え込んだ陰核と淫裂舌と尻尾を、前後の穴で締めつける。激しい抽送で扱き立てる。

			「あぅん！　まま……はげし……ままっ!!」

			　珍しくリルが切羽詰まった悲鳴を上げた。その声で意識を取り戻すが、身体は止まってくれない。それどころか横方向の回転まで加え、娘の淫部を胎内へと捻り込む。

			「「ひあぁぁぁぁあっ!!」」

			　二人の悲鳴が重なった。二か所の穴の摩擦が、甘美な疼きと痺れとなって下半身を覆い尽くす。手指の先までゾクゾクが伝わって、空気との摩擦さえ気持ちいい。地獄のような快感に襲われて、頭がどうにかなりそうだ。

			「いやあぁぁっ！　助けて……。これ……どうにかしてぇぇッ!!」

			　苦しければ動きを止めればいいだけ。でもそんな事できるわけがない。身体の内からも外からも快感の大波に飲み込まれ、一心不乱に腰を振り立てる。

			「あぁぁあ気持ちいいぃぃぃ……。リルとするの、最高に気持ちい……んひぃぃッ!?」

			　いきなり背中を逆撫でされた。フラヴィが脇から抱きつき、耳を舐め回している。

			「んあぁぁぁああぁぁぁっ」

			　耳の穴に入り込んだ舌が、ぐちゃぐちゃ唾液の音を立てる。頭の中を掻き回されるかのような、卑猥な粘着音が堪らない。背中までくすぐったくなって身じろぎするが、しっかり抱き締められて快感の逃げ場を奪われる。

			「そんなにリルが最高？　シスター・リリアーヌは、私が一番じゃなかったの？」

			　拗ねたような吐息に驚き、横目で表情を窺えば、不機嫌そうに眉を寄せて嫉妬丸出し。彼女がそんな顔をするなんて、驚きと嬉しさのあまり頭に血を昇らせた。

			「も……もちろんです！　シスター・フラヴィが一番です！　ああ……愛しています。ずっと……初めてお会いした時から、お慕いしていました……」

			　彼女の機嫌を損ねそうになった焦りから、長年に渡って募らせていた想いを吐き出してしまった。熱に浮かされたように感情を抑制できず、自分でも驚くほど滑らかに言葉が溢れる。生きている間は、絶対に口にするまいと決めていたのに。

			（しまった……）

			　邪神の洗脳で心が壊れているとはいえ、元のフラヴィは敬虔な聖職者。そんな彼女が、同性からの愛を受け入れてくれるとは思えない。

			「知っていたわ」

			「…………え？」

			　勢い余った告白を後悔していたら、穏やかな囁きが耳をくすぐった。今、彼女は何と言っただろうか。

			「あなたの気持ちは、ずっと感じていたわ。だって、毎日、一日中、あんなに熱い視線を向けられて、分からないはずないじゃない」

			　蒼白となった。隠しきれていると思っていたのに、当の本人に知られていたなんて。同性に恋慕するなどシスター失格。叱責される不安に身を竦ませる。

			　しかし、彼女はリリアーヌの顎に指をかけ、頬をべろんと舐め上げた。

			「私も同じよ。初めてあなたを見た時から、身体が疼いて止まらないの。水車小屋での修行のあとは、あなたが感じている姿を思い出して、いつも自分を慰めていたのよ」

			「嘘……。シスター・フラヴィが!?」

			「私もあなたを愛しているわ。ああ……もっと早く気持ちを伝えればよかった。信仰心に囚われて、何て無駄な時間を過ごしてしまったのかしら」

			　フラヴィは自らの股間をまさぐりながら、リリアーヌの頬を唾液まみれにしていく。自慰の告白も、愛の言葉も、にわかには信じられない。高揚と疑念が胸に渦巻き、次の行動を考えあぐねる。

			「愛しているわ、リリアーヌ」

			「あ……あぁ……シスター・フラヴィ！」

			　でも、キスで口を塞がれた瞬間、嬉しさが胸の中で一気に爆はぜた。

			　ここに囚われて以来、フラヴィとは何度も身体を重ねた。ただそれは、邪神の洗脳に操られての事。単なる欲望の衝動と、気持ちを確かめ合ったあとの口づけは、見える世界が別次元。こんなにも胸が幸福感に満たされるなんて知らなかった。自然に涙が溢れ、形が歪むほど唇を押しつけ合う。

			　そんな幸せなキスの中に、小さな違和感があった。妙にしっかりと舌が絡み合う。二重螺旋を描いて密着する。けれどそれは些細な問題。恋人となった充実感に押し流される。

			「ふあ、あぷ、リリアーヌ……んぱ、じゅる、じゅぱっ」

			「はぁ……フラヴィ……ん、あぷ、じゅぱ…………ンひィっ!?」

			　愛する人との唾液交換に酔い痴れていたら、自分の事も忘れるなと言いたげに、リルが突き上げてきた。

			「んもぉ、ままぁ！」

			「ま、待ってリルっ。もちろんあなたの事も愛して……ンひぃぃっ!!」

			　尻尾でズンズンとお尻を突かれ、身体も頭も揺さぶられる。淫裂舌も膣内で暴れ回り、恥肉ちにくを荒っぽく舐め回されて、気を失いそうになるほど気持ちいい。

			「ふぁっ！　そ、それ以上は駄目っ。そこから奥は赤ちゃんのいるとこ……あぁぁんっ」

			　リリアーヌの制止も聞かず、リルの淫裂舌が子宮にまで入り込んだ。羊水に満たされた部屋を内側から撫でられ、狂乱気味に髪を振り乱す。

			「子宮……赤ちゃん……舐められてるっ！」

			　淫裂舌が胎児を愛撫している。これから産まれる妹を慈しむように。幼女邪神に姉妹愛が存在するかなんて知らないが、胎内での蠢きに胸が切なくなる。異様な感触でしかないはずなのに、フラヴィとの愛とは別種の幸福感が、頭の中を染め上げる。

			「子宮、舐められるの…………気持ちいいぃぃ！」

			　快感を我慢できない。鍛え抜かれた足腰で、上下運動を繰り返す。忌むべき近親相姦を心ゆくまで味わうために。

			（ええっと……。わたし、確かリルをどうにかしなくちゃいけないと思っていたはずなんだけど……。ああもうっ、気持ちよすぎて何も考えられない！）

			　頼りなく泳いでいた視線が、レンカを覆う粘液の塊を捉えた。そして、にわかに重大事を思い出す。

			（馬鹿なの私は!?　淫欲にかまけて邪神の復活を忘れるなんて！）

			　こんな有様の中にあっても消えずに残る使命感が、呆けた頭を鞭打つ。だがリリアーヌの肉欲は、それでどうにかできる域なんて、とっくに踏み越えていた。

			「あはっ。まま、にがさないよ！」

			「あひゃうっ！　やめてリルっ。そんなにされたら……されたら……あ、あ、あっ！」

			　リルが腰を突き上げるたび、身を焦がしそうな熱い波動が撃ち込まれる。結合部は耐えがたいほどの欲に苛まれ、それを解消しようとする腰が、淫らに円を描いて踊り狂う。

			「あん。リルばっかりに夢中になっちゃイヤ。もっと私とキスしましょう」

			「シスタ……フラヴ……ンむ、あぷっ」

			　フラヴィの手がリリアーヌを上向かせ、大量の唾液を流し込んできた。キスというより口移し。それを舌で攪拌されて、泡立った粘液が口の端から流れ出る。生々しい匂いと卑猥な音に、理性が狂わされていく。

			「あぶ、あぷ、んあ……んきゅうっ!?」

			　焦点の合わない目で朦朧としていたら、胸を鮮烈な快感が襲った。フラヴィと、いつの間にか寄ってきたコゼットが、乳房を揉みしだいている。左右から違う力で握られて、勢いよく噴き出した母乳がリルに降りかかる。

			「あふぁあぁぁっ。ミルク出てるっ。いっぱい溢れちゃうぅぅぅっ」

			「あはぁ。ままのみるく、おいしい！」

			　母乳シャワーで興奮したリルが、さらに腰を激しく動かす。身体を揺さぶられて飛び散ったミルクが、周囲はもちろん、リリアーヌの顔まで白く染める。

			「あらあら、リリアーヌったら」

			「んふ。あたしがリリアーヌさまを綺麗にしてあげます」

			　そう言いながら、二人が顔や身体に舌を這わせてきた。頬から首筋、鎖骨から胸の間。脇腹からへそと、母乳で濡れた場所はもちろん、そうでないところまで。

			「や、ひっ!?　そ、そんなに舐めないでぇぇ！」

			　コゼットが肩甲骨の窪みに舌を挿し込む。フラヴィが耳の裏を小刻みにくすぐる。ただでさえ前後の穴を舐め尽くされて小さな絶頂を繰り返しているのに、全身の肌が性感帯となって、容赦なくリリアーヌを狂乱の渦に引きずり込んだ。

			「やめて、やめて！　本当にもう……もう、変に…………いひ、きひぃぃぃ!!」

			　頭を、髪を振り乱し、母乳と一緒に唾液を撒き散らす。このまま本当の意味でおかしくなって、淫夢のような世界に浸かりきってしまいたい。だが、どうしても視界の端を邪神の姿が横切って、危機感が理性を繋ぎとめようとする。



		

[image: ]



		

「はぅあ!?」

			　フラヴィの舌が耳の穴を抉った。強烈な痺れが背筋を走り、母乳が太い線となって飛び出す。一時的にでもシャルノスから意識を逸らしたくて、横目で愛する女性の顔を窺う。だがそのせいで、もっと衝撃的な光景を目の当たりにする事になった。

			「フ……フラヴィ、その舌……」

			　鞭のように細長い形状は、紛れもなく邪神のそれ。動揺するリリアーヌに対し、彼女はいつも通りの穏やかな笑顔。

			「あなただって、もう知っているはずよ。私たちの身体が、すでに人間ではない事を。この調子で変化していけば、遠からず、私たちで互いに孕ませる事ができるようになるかもしれないわ。……ねえ、リリアーヌ。私の赤ちゃん、産んでくれるでしょう？」

			「わ、わたしが……フラヴィの赤ちゃんを……」

			　甘えるようなフラヴィのおねだりに、生唾を飲み込んだ。胸に、これまでにないほどの激しいときめきを覚えて。

			「ずるいわフラヴィさま。あたしもリリアーヌさまに赤ちゃん産んで欲しい。あ、それとも……あたしを妊娠させたいですか？」

			　リリアーヌの乳首を口に含みながら、コゼットが無邪気に微笑む。それはとても幸せな光景に思えて、夢見心地の顔になる。

			　だがそれは、幼女邪神を際限なく増やす事。邪神の計画を進める事に他ならない。リルはここに留まると言ってくれたが、その約束が守られる保証はない。まして、シャルノスがリリアーヌの意向を汲んでくれるわけがないのだ。

			（やっぱり、一刻も早く邪神を討伐しなくちゃいけなかったんだ。あぁ、でも……）

			　リルに突かれて絶頂が近づく。愛する人たちの愛撫に幸せを感じてしまう。リリアーヌは、性欲という名の甘美な蜘蛛の糸に、完全に搦め捕られていた。世界が蹂躙されるかもしれない危機感さえ、快感を何倍にも増幅させるスパイスに過ぎない。

			「あぁ……わたしは、もう駄目……。誰か、誰でもいいから邪神を倒して……みんなを、助け……あぁぁ、もう、もう……だめぇぇぇぇッ!!」

			　激しい悦びが全身を駆け抜けた。お尻と膣がリルを締めつけ、自らの意思で彼女から邪神の波動を搾り取る。噴き出した母乳をコゼットの舌が受け止める。

			（こんなの、いけないのに……。でも、ああ……）

			　理性と欲望の狭間で苦しみながら絶頂に悶える。そんなリリアーヌを強く抱き締めて、フラヴィが囁きかけた。

			「愛しているわ、リリアーヌ。私たち、ずっと一緒よ」

			　胸が愛に満たされる。これは、浸ってはいけない幸せ。邪神を倒すための猶予は、まだある。まだ間に合う。でも世界を選んだ時に、邪神化したフラヴィたちを助けられる保証はない。心を引き裂かれそうな葛藤に、リリアーヌは。

			「あぁ……フラヴィ……。わたしも、愛しています……」

			　うっとりと蕩けた目で、邪神と化した舌を伸ばした。そして、濃厚なキスの快感へと、深く深く、意識を沈めていった。

			


			


			　　　　　　　　　　＊＊＊＊

			　よかった。

			　ままが、うまれかわるまえのこと、おもいださなくて。

			　しゃるのすのほうが、にんげんのせかいにくるの、おそかったもんね。かみさまだったこと、かんぜんにわすれちゃったみたい。

			　だから、しゃるのすのふくしゅうに、まけちゃったんだね。

			　りるは、ふたりのかみさまのこどもだから、とってもつよいよ。にんげんのせかいなんて、きっと、しゃるのすより、はやくしはいできちゃうかも。

			　でも、ままのことすきだから、ずっといっしょにいてあげる。

			　ここで、ずっとずっと、ままのこと、おかしつづけてあげる。

			　ちょっとなきまねしただけで、かんたんにだまされちゃうまま、だーいすき。

			　ままがのぞむなら、しゃるのすもころしてあげるよ？

			　だから、ずっと、ずっと、きもちいいこと、してようね。
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